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　人生を変える出会いは誰にでもあるだろう。

　エリオット・アダムズはボストンの裕福な家庭に生まれ、将来は科学者になると誓ちかっていた少年だった。実際、途中までは順調だった。

　だが、そんな彼の未来を一八〇度方向転換させた人物が三人いる。

　奇妙なことに、彼はその誰も本名を知らない。素性も、経歴も、国籍も何もかもだ。










　一人目との出会いは、十二歳の時だった。

　クリスマス休暇にロンドンの祖父を訪れるため、エリオットは家族と共にボストンからの直行便に乗った。科学雑誌を機内に持ち込み、熱心に読み漁あさる。

　アメリカは宇宙船を月面に軟なん着ちゃく陸りくさせたばかりだったが、それはソ連の成功から四ヵ月も後のことだった。二大国の宇宙開発競争が激化する中、ソ連に後おくれを取ったという事実はアメリカ人の多くを苛立たせていた。

　だがエリオットはそんな政治的対立には全く興味が無く、月面観測機の構造を解説した記事に夢中だった。あと数年内には人類が月に降り立つだろうとの予想を読み、その瞬間には絶対に月を見上げていようと決意した。

　隣の母は「せっかく禁煙席を予約したのに喫煙席から煙が流れてくる」と文句を言っている。六つ年上の姉メアリーは飛行機の揺れで蒼そう白はくになっており、乗り物酔いには効きそうにもないアスピリンを飲んでいる。

　一人だけ離れて喫煙席にいた父は、隣席の客とベトナム情勢の話をしていたようだ。共産主義と戦わなければ、という声がエリオットの方まで聞こえてきた。

（大人は本当に政治の話が好きだなあ。巻き込まれちゃかなわない）

　うちの息子は子供ながら鋭い視点を持っていてね、などと父から呼び出しがかかる前に寝るとしよう。エリオットは母と姉に挟まれた席で毛布にくるまれ、目を閉じた。

　イギリス時間の午前十時、飛行機は無事に着陸した。

　ヒースロー空港はとんでもない混雑で、長時間のフライトで疲れ切った人々が大荷物で押し合いへし合いしている。新しいターミナルは何年経たっても建設中のまま、そのくせ旧イギリス植民地からの乗り入れが増え続けているので大混乱だ。

　入国審査の列もえらい長さだったが、エリオットは並びながら科学雑誌を読んでいたので退屈はしなかった。母は「イギリス人の入国管理官はいつ来ても感じが悪い」とブツブツ言っている。

　だが、ようやく入国審査を抜けたアダムズ家をさらなる苦難が待っていた。

　母のトランクが一つ、行方不明になっていたのだ。

「メイドインＵＳＡのクリスマスプレゼントがたくさん詰まってるのよ、どうしてくれるのよ！」

　彼女は職員に食ってかかったが、他にもロストバゲージが多発していたらしく、カウンターの対応はけんもほろろだった。順番に対応する、と事務的に言われるだけだ。

　憤ふん慨がいする母は父が何とかなだめたものの、姉の顔がどんどん青白くなっていった。

「お父さん、お母さん、私ちょっと先に出たい」

　メアリーは機内からずっと具合が悪かったようだが、あまり自己主張の出来ないタイプなので我慢していたらしい。

　もしかしてアスピリンが合わなかったのではないかとエリオットは危き惧ぐした。母も姉も盲もう信しんしている薬ではあるが、今度、成分と薬効をきちんとチェックしよう。

　心の中の『調べるメモ』にそう書き足しながら、エリオットはメアリーの背に手を添えた。

「僕、メアリーと一緒に先に出てるね。いつもの『秘密の場所』で待ってる」

　両親に言うと、父がウィンクする。

「ああ、じゃあそこで」

　ヒースロー空港におけるアダムズ家の『秘密の場所』は、何のことはない、出発ロビーのカフェだ。

　到着ロビーのタクシー乗り場はいつも大混雑している。世界各国からやって来た人々が大荷物を持ち、ロンドン市内へ行こうとしているからだ。

　だが出発ロビーのタクシー乗り場は、いつもそこまで混んでいない。こちらはロンドン市内から空港まで客を運んできたタクシーばかりで、ぽつんと暇そうに待っていたりもする。

　トランクを抱えて到着ロビーから出発ロビーまで移動するのは面倒だが、あのタクシー行列に並ぶことを思えば何ともない。これは父がビジネス仲間から聞いた裏技で、他の誰にも漏らしてはいけない約束だ。

　姉弟は混雑する空港内を歩き、出発ロビーへ向かった。

　巨大なクリスマスツリーの下がオープンカフェになっており、ちょうど席が二つ空いている。

「メアリー、座って」

　だが、彼女は首を振った。

「外の空気が吸いたい。ちょっと表に出てるね」

「寒いよ？」

　ボストンと気温は変わらないが、ロンドンの冬は湿って重い。姉を心配してそう忠告したが、弱々しく微笑まれる。

「ドアのすぐ外にいるから。寒くなったら戻ってくるよ」

「じゃあ僕、ここに座ってるね」

　エリオットは物わかり良くうなずいてみせた。

　彼女が両親に隠れて煙草を時々吸っていることには気づいていた。二人が来ないうちに一服したいのだろう。

　メアリーを見送ったエリオットは、カフェで紅茶を買い、きちんと椅子に座った。科学雑誌をテーブルに広げ、ざわつく出発ロビーを見回す。

　──さて。

　ここなら、練習にちょうどいい。英語はもちろん、様々な言語が聞こえてくる。

　すうっと息を吸ったエリオットは、そっと目を閉じた。

　視覚を遮しゃ断だんし、まず集中させるのは聴ちょう覚かく。

　人々の話し声、流れるクリスマスソング、食器の音、コーヒーメーカーの作動音。とんとん、という小さな音は、誰かが近くでパイプを詰めている。パリ行き搭乗案内の最終アナウンスは英語とフランス語。

　人間は普通、こうした渾こん然ぜん一いっ体たいとした音の中から必要なものだけを拾って認識している。豆を挽ひく機械音に聞き入る人は少ないが、同じ大きさでも話し声なら耳に入る。脳が自然と取しゅ捨しゃ選せん択たくしているのだ。

　だが、エリオットはあえてそれを外す。

　何もかもが溶け、近くの話し声も、天井の白熱灯がうなる音も、ただの空気の振動になる。それらが『音のスープ』として完全に混じり合った頃、エリオットには別のものが聞こえてくる。

　最初は泡のようだ。

　ぷつ、ぷつ、と、お湯の表面で小さく割れる音。

　やがてそれは波になり、波長としてエリオットの脳に届く。

（──来た）

　まず脳内に響いたのは、「なんて」「ゆび」という言葉だった。

　次に「つめ」「なんて」「かのじょは」「かみも」などが脈絡無く飛び込んでくる。

　エリオットはそれらが、男性が女性の美しさに驚きょう嘆たんしている言葉だと気づいた。近くにいたカップルだろう。

　さらに、「まずい」「あーまずいまずい」「こーひーじゃない」という怒りの言葉も聞こえてくる。誰かがカフェの珈コー琲ヒーに怒っているようだ。

　また、「まにあわない」「むりか」「でももうすぐしゅっぱつ」との酷ひどく焦あせった言葉も。フライト直前に忘れ物に気づいた人らしい。

　エリオットはしばらく、さざ波のような言葉に耳を傾けた。

　これらは実際に人々の口に出されたものではない。

　彼らが頭の中で考えていること、思っていること、それらが曖あい昧まいな短い言葉となって、エリオットの脳内に流れ込んで来るのだ。

　自分はこれをただ、『声』と呼んでいる。

　周囲の人間の強い喜び、怒り、悲しみ、そんな感情をエリオットはなぜか『声』として知ることが出来る。そのため自分は幼いころから、異常に勘の鋭い子供だった。一種のサイキックだろう。

　とはいえ、よほど強烈な感情でないと感知は難しい。

　たとえば家族との団らんや学校の授業など、平穏な時間に『声』はほとんど聞こえない。

　だが、白熱する野球スタジアムなど人々が興奮する場所は、無数の大きな『声』が乱反射して頭が痛くなるほどだ。だから自分は、父からどんなに誘われても二度とスポーツ観戦はしないと決めている。

（空港は、ほどよい）

　別れを惜しむ恋人たちや、カウンター職員に対して怒りをぶつける人、遅刻しそうで焦る人などの『声』をそこそこの割合で感じ取ることが出来る。スタジアムほどうるさくないが、感情を急上昇、急降下させる人の割合は多い。聞き取りの練習には持ってこいの場所だった。

（今日もなかなかの成果だ）

　周囲の音に聞き入っていたエリオットは、満足して目を開けた。

　実際の音声と心の『声』を混同することはもうほとんどなくなってきた。聴覚を意識的に遮断すれば、『声』だけをキャッチできる。

　残っていた紅茶を飲み干し、両親はいつ来るのだろうか、お代わりをして待った方がいいか思案していた時だ。

　突然、割れそうなほど頭が痛んだ。

　奔ほん流りゅうのように大量の『声』が一気に流れ込んできて、エリオットの脳内で荒れ狂っている。




　──殺す。




　──殺す。




　──今度はもっと殺す。




　──殺す。




　エリオットはその場に崩れ落ち両手で頭を抱えた。殺す、という文字が閉じた瞼まぶたの奥で点滅する。

「あら坊や、大丈夫？」

　隣のテーブルの老婦人がエリオットを助け起こした。椅子に座らせてくれる。

「気分が悪いの？」

　返事をすることさえ出来ず、そろそろと辺りを見回した。

　──これは『声』なのか？　それとも実際に口に出された言葉？

「ほら、お茶よ」

「だ……大丈夫、です」

　とは答えたものの、「殺す」の声は脳内で反響するばかりだった。吐き気をこらえることしか出来ない。

　両手でこめかみを挟み、かたく目を閉じた。

　殺す。

　ああ、これは『声』の方だ。誰かが今、恐ろしいほどの強い意志で人を殺そうとしている。

　しかも「今度はもっと殺す」とも言っていた。以前にも誰かを殺しているのだ。

　隣で何かと話しかけてくる老婦人の声を意識的に遮断した。悪いが、今はとても会話できる状態ではない。

　目の奥に閃せん光こうが走る。強烈な頭痛と吐き気に耐えながら、必死に『声』を聞く。




　──爆発は、きっと美しい光景だろう。




　爆発。

　まさか、この空港に爆弾が。

　エリオットはおそるおそる目を開けた。老婦人に抱きかかえられながら、もう一度辺りを見回す。

　どこだ。

　いや、誰だ。

　この『声』の持ち主はどこにいる。

　うずくまっている場合ではない。急いで誰かに知らせなければ。

「ご心配おかけました、マダム。もう大丈夫です」

　老婦人をやんわり押し返したエリオットは、立ち上がって出発ロビーを見回した。すぐ近くに武装した警備員がいる。

　彼に走り寄ったエリオットは、飛びつくように訴えた。

「あの、空港に爆弾をしかけた人がいます」

「何だって？」

　彼の顔色が一瞬で変わった。

「君は爆弾をしかけるところを見たのか？」

「いえ、そうじゃないんです。人を殺す、爆発、とかそんな『声』を聞いたんです」

　警備員は血けっ相そうを変えてエリオットの肩をつかんだ。

「それは誰だ、今すぐ教えなさい」

「分からないんです、その人の心の声が聞こえただけで」

　警備員の目がきょとんと見開かれた。

「はあ？　心の声？」

　信じてもらえないのは当然だ。だが、今はそれにひるんでいる場合ではない。

　すがりつくように訴えるエリオットを、警備員はうさん臭そうに見下ろした。

「なるほど、君には超能力があり、爆弾魔の脳内の声を聞いたと、そう言うんだね。実際に爆弾や犯人を見たわけじゃない、と」

「おい、どうした」

　他にも警備員が一人やって来た。話を聞くと、失笑して肩をすくめる。

「うちの子もＵＦＯだの超能力だのって本ばっかり読んでるよ。まあ、そういうのに夢中になる年頃だな」

「待って下さい、違うんです本当にテロの──」

「ほらほら、仕事の邪魔だ。クリスマス時期のヒースロー空港なんて、世界で一番やっかいなんだからな」

　全く相手にしてもらえなかった。

　それはそうだろう、自称サイキックなんて馬鹿にされるのが分かっているから、自分は家族にさえ秘密にしているのだ。見知らぬ子供がいきなり訴えたところで、追い払われて当然だ。

　その時、再び大きな『声』が聞こえてきた。




　──正午だ。正午。




　ゾッとするようなトーンに、エリオットは慌てて壁の時計を振り返った。

　午後十一時二十九分。──あと半時間ほど。

　どうしよう。

　家族だけを連れて脱出すべきなのか。

　建物の外で休んでいるはずのメアリーの手を無理矢理引っ張り、混雑した空港を駆け抜け、到着ロビー側にいる両親と合流して空港から逃げる。時間的に不可能ではないだろうが、荷物は諦めて避難するよう両親を説得できるだろうか。

　だが逃げられたとしても、本当に爆発が起こったら？　何人も死んだら？　自分たちだけ助かっても、それは許されることなのか？




　──爆発。花火。正午。ああ、美しい。




　そもそもこれは、本当にいつもの『声』なのか？

　今まではもっと曖昧な、ぼんやりした単語の羅ら列れつでしかなかった。感情がおぼろに流れ込んでくる程度だ。

　だがこの『声』は、異様にクリアではっきりしている。ただの言葉だけではなく、憎悪や狂気、歓喜までが伝わってくるのだ。これが幻聴ではないと、自分は確信が持てるのか？

　素晴らしく頭が良い、天才だと言われ続けてきたエリオットだったが、十二歳の子供に過ぎなかった。

　パニックを起こし、出発ロビーの床に座り込んでしまいそうになる。どうしていいか全く分からず、涙がにじんできた。

　その時だった。

　ふと、目の前を横切る人物が目に留まった。

　背の高い、黒髪の若い男。

　この冬の最中にジャケットだけで、足元はブーツ。特に荷物も持っていない。

　目は一点を見み据すえ、表情は微動だにしない。輪りん郭かくは鋭角的で、背筋が伸びている。

　印象的な男だった。周囲のざわめきが一瞬聞こえなくなるほど、どこか異質だ。

　気がつけばエリオットは彼に走り寄っていた。──この人なら。

「助けて下さい！」

　いきなり彼の前に立ちはだかったエリオットは、必死にそう言った。

　彼の目がわずかに見開かれる。

「……何？」

「助けて下さい、あの、爆弾が──人を殺したい人がいて──」
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　無我夢中で『声』と爆弾のことを話した。

　笑われてもいい、とにかく急がなければ。

　見知らぬ男は黙ってエリオットを見下ろしていた。話をさえぎろうとも、口を挟もうともしない。

　エリオットは彼のジャケットをつかみ、涙目で訴えた。

「正午って言ったんです、もう三十分も無いんです」

　無言で話を聞いていた男は、自分の腕時計に目をやった。

「二十五分と三十秒だな」

　ぞっとした。

　彼に信じてもらえなかったら、家族を連れて逃げ出すしかない。いや、そもそもそんな時間も残っているのか──。

「一つだけ聞く」

　男は言った。

「どうして俺に話しかけた。他にも人は大勢いるのに」

「それはとっさに……軍人さんだと思ったから」

　エリオットは改めて男をよく見た。

　背は高い。体格もいい。だがそれだけではなく、さっき自分はとっさに「彼なら」とすがりたくなったのだ。

「あの、あなたが虚うつろだったからです」

「……虚ろ？」

「さっきも説明したように僕には色んな人の『声』が聞こえるんです。そこまではっきりしなくても、プツプツと泡みたいなざわめきとか」

　普段はそれらの泡の呟きは意識的に遮断しているが、取り乱して感覚を全開にしてしまった。

　周囲の無数の呟きが奔流のように流れ込んできた瞬間、一人だけ、呟きを何一つ発していない人物に気づいた。

「時々、『声』どころか『泡』さえも聞こえない人がいるんです。最近多いのは、ベトナムからの帰き還かん兵へいでした」

「──」

「心の中が空っぽになって、何一つ『声』を出さないんです。感情が全く動かなくなってるから」

　彼はアメリカ人には見えなかったが、軍人だろうとの推測は当たっているはずだ。雰囲気だけではない、あの虚ろは地獄を見た人間だけが持つものだ。

　男は静かに目を閉じた。

　もしかして自分は何か、彼の気に障さわることを言ったのではないか。エリオットはそう危き惧ぐしたが、再び目を上げた彼は無表情のままだった。

「分かった。お前を信じる」

「本当ですか！」

　エリオットの顔は喜びで輝いた。まさか初対面の子供のたわ言を信用してくれる人がいたなんて。

「僕はエリオットです。エリオット・アダムズ」

　いきなり自己紹介されたことに、彼は戸惑ったようだった。わずかな感情の揺れが目の奥に見える。

「……琥こ珀はくだ」

　琥珀アンバー？

　変わった名前だ。英語圏では普通、女性の名前とされるものだが、ニックネームだろうか。

　琥珀はエリオットをうながして歩き出した。

「その『声』の位置は特定できるか」

「大体の方角と強さなら……こっちです」

　頭が割れるような「殺す」はまだ続いている。この『声』の主は喜びに震えながら、正午の爆発を待ち構えているのだ。

　『声』が大きくなる方へ、なる方へと彼を導いた。チェックインカウンターを通り過ぎ、カフェやレストランが並ぶエリアに入る。

「それらしき人物はいるか」

「分かりません、これだけ人が多いと難しくて」

　琥珀は一つ一つの店に入り、客を確かめた。クリスマス時期とあって家族連れで混雑しており、どこも酷く騒がしい。

　エリオットは意識的にそれらの騒音を排除し、なるべく『声』だけを拾おうとした。

　壁の時計を見る。午前十一時四十三分。

　あと十七分で自分も爆発に巻き込まれるのか。

　妙な正義感で走り回ったりせず、あのまま家族と逃げていれば──。

　震えだしたエリオットの肩に、大きな手が置かれた。

「大丈夫だ。そんなに大規模な爆発じゃない」

「そ、そうなんですか？」

「お前が聞いたという『花火』『美しい』という言葉から察するに、犯人は近くで爆発を見物するつもりだ。だったら建物を吹っ飛ばす規模じゃなく、安全圏から見守れる程度だろう」

「それでも……人は死にますよね」

「この混雑なら、小型爆弾でも数十人は行くかもな」

　淡々とした琥珀の声が怖かった。それは「大規模な爆発じゃない」と言えるものなのか？

「やっぱり警備の人を説得して避難指示を──」

「無理だ。信じてもらえない上に、万が一『爆弾』という言葉だけが一人歩きすれば空港内が大パニックになる。逃げ出す人々が折り重なれば爆弾より酷い被害が出る」

　最近、世界のあちこちでテロやハイジャックのニュースを聞く。キューバ危機以来みんな神経質になっているし、確かにパニックは充分ありうるだろう。

　琥珀は真剣な目でエリオットを見た。

「他に『声』は聞こえないか。仕掛けられた場所のヒントが欲しい」

　深呼吸したエリオットは堅く目を閉じ、両手で耳を塞ふさいだ。物理的に視覚と聴覚を遮断し、『声』だけに耳を傾ける。

（流れ込んで来る他の『声』は排除しろ、犯人に集中しろ！）

　十二年の人生の中で、もっとも神経を研とぎ澄ました瞬間だった。脳内のざわめきがプツリと消え、暗い宙に自分が浮いているような感覚になる。

　視覚も聴覚も嗅きゅう覚かくも触覚も無かった。ただエリオットの意識だけが真っ暗な闇に漂っている。

　やがてどこからか、小さな囁き声が聞こえてきた。そちらに意識を傾けると、犯人の『声』がクリアに響いてくる。




　──ここなら、あいつらも見やすいだろう。




　──さあ、あいつらの晴れ舞台だ。タイミングが命だぞ。




　ふいに凄すさまじい頭痛が襲ってきて、エリオットは小さな悲鳴と共に目を開けた。

　意識を集中し過ぎたらしい。だが、聞こえた。

　肩で息をしながら犯人の言葉を伝えると、琥珀はわずかに目を細めた。

「確かにそう言ったんだな？」

　しばらく考え込んでいた彼は窓に近寄った。ポケットから筒つつのようなものを取り出し、外をのぞく。

「何ですか、それ」

「銃のスコープだ」

　その時また、喜びの『声』が聞こえてきた。ずきっと頭が痛む。




　──最高だ、家族連れがあの席に座ったぞ。子供が四人もいるじゃないか。見事に吹っ飛ぶはずだ。




「あ、今しゃべりました、子供四人の家族連れの席です！」

　疼うずくこめかみを押さえつつも、エリオットは興奮気味に報告した。段々とこの犯人の『声』が聞き取りやすくなっている。

「分かった」

　琥珀は大股に歩き出した。

　混雑する巨大なオープンカフェに入り、窓際に目をやる。

　滑かっ走そう路ろがよく見える角のテーブルに六人家族が座っていた。くわえ煙草で新聞を読む父親、赤ん坊をあやす母親、おもちゃの機関車に夢中の男の子二人、絵本を広げる女の子一人。

「お前があのテーブルに近づき、家族に声をかけろ。子供の方が警戒されにくい」

「わ、分かりました。それで僕は何をすれば」

「この席に忘れ物をしたと言って、テーブルの下をのぞけ。不審物が無いか見てこい」

　ごくりと唾つばを飲んだ。

　時刻は午前十一時五十分。

　ネクタイを整えたエリオットは深呼吸し、家族連れに近づいた。自分がいかにも裕福な家庭の子に見えるのを重々承知で、母親の方に丁寧に話しかける。

「すみません、ミセス。僕、ここに忘れ物をしたみたいなんです」

「あら、何かしら」

　父親と母親がシートを見回した。子供のおもちゃや絵本が散乱しており、他人の持ち物が紛まぎれていても気づきにくいだろう。

　エリオットは笑顔で言った。

「さっきこのテーブルで、財布の中身をぶちまけちゃったんです。全部拾ったと思ってたのに、大事な記念コインが一つ足りないのに気がついて。たぶんテーブルの下かと」

「それは大変ね」

　許可を得てからテーブルの下に潜もぐったエリオットは、怪しい鞄かばんなどを探した。

　ふと思いついてテーブルの裏を見上げ──箱が貼り付けられているのを発見する。

　一瞬で喉のどが渇かわき、全身に汗が噴き出した。

　ただの箱だ。映画の爆弾みたいにチクタクなんて音はしない。

　だが、おかしい。

　ゆっくりとテーブルの下から這い出たエリオットは、カフェの入り口近くで待っていた琥珀を振り返り、震えながらうなずいて見せた。

　黙ってテーブルに近づいてきた彼は、両親に言った。

「悪いが、今すぐこのテーブルを明け渡して欲しい」

「何だって？」

　父親が呆れた顔で琥珀を見上げる。

「いきなり何のつもりだ、君は。混雑したカフェで、子供が四人もいる僕らに──」

　琥珀は黙ってポケットから手帳を取り出し、両親に見せた。

「国際刑事警察機構インターポールだ。外を見張るためにこの席が必要だ。今すぐ替わって欲しい」

　両親は戸惑ったように顔を見合わせた。それまでおもちゃや絵本に夢中だった幼い子供たちも異変を感じ取り、じっと琥珀を見上げている。

　彼は淡々と続けた。

「悪いことは言わない。子供が大事なら今すぐこのテーブルを明け渡してくれ。なるべく自然に、フライト時間が来たような素そ振ぶりで席を立つんだ。もう十秒だって無駄に出来ない」

　爆弾、という言葉を琥珀は使わなかった。

　だが両親は、彼の静かな迫力から危機を感じ取ったようだ。

　母親が不安そうに言った。

「あ、あなた」

「う、うん」

　父親は女の子を抱き上げ、母親はおもちゃをかき集めてバッグに放り込んだ。どうしたの、という子供たちの質問には答えず、そそくさとテーブルを離れる。湯気の立つ紅茶や食べかけのケーキはそのままだ。

　ふ、と息をついた琥珀は、何事も無かったかのように席に座った。

　エリオットもその隣に座り、安堵して言う。

「刑事さんだったんですね」

「手帳は偽物だ」

「え」

「お前も早く離脱しろ」

「でも──」

　そのとたん、エリオットを割れるような『声』が襲った。




　──六人家族がいなくなってる！　ちっ、運の良い奴らだ。




　──だが、次も子供連れか。親子か？　兄弟か？　妙な二人組だな。




　見ている。

　この瞬間、犯人はどこからかエリオットと琥珀を見ている。

　そっとカフェを見回した。あまりにも人数が多すぎる。

「……家族連れが去って僕たちが座ったことに、犯人はがっかりしています」

「近いのか」

「このカフェのどこかにいます」

「分かった」

　琥珀は胡こ椒しょうの瓶びんを手にすると、ほとんど手を動かさず、いきなりカフェカウンターの内側に向かって投げた。

　吊り下げられていたグラスが盛大な音を立てて割れ、店員の悲鳴があがる。全員の目がそこに集中し、店内がざわめく。

　啞あ然ぜんとしていたエリオットがハッと我に返ると、琥珀はすでにテーブルの下に潜り込んでいた。

「振動装置も無い、遠えん隔かく操作も出来ない、単純な時限爆弾だ。俺でも解体可能だな」

　それを聞いてエリオットはようやく、琥珀が犯人の気をそらすためにグラスを割ったのだと気づいた。




　──おや、大人の方が消えたな。注文に並んでるのか？　……ちっ、正午ちょうどに座ってるのがガキ一人じゃつまらんな。




　犯人は琥珀がテーブルの下に潜り込んだことに感づいていない。残された子供の方が一人で大人しく待っていると思い込んでいる。

　唇を動かさないよう尋ねた。

「あの、解体ってそんなにすぐできるんですか」

「知識と道具があれば」

「道具、持ってるんですか？」

「簡単なのをな。これ以上に複雑な爆弾なら、専門家じゃないと無理だ」

　たまたまエリオットが声をかけた軍人らしき男が、なぜか爆弾を解体する道具を携帯していた？　いったいどういうことだ？

　だが今はそんなことに構っていられない。

　午前十一時五十六分。エリオットは囁いた。

「やつは気づいてません。テーブルに僕一人なのにガッカリしてるけど」

「そうか。お前はこちらを見るなよ」

「はい」

「三分前になったら離脱しろ」

「でも、僕が席を立ったらこのテーブルは空席に見えます。すかさずまた誰かが座ろうとしますよ」

「ここにいるつもりか？」

「ギリギリまで犯人を探します」

　この男は初対面の子供の訴えを信じ、命を賭として爆弾を解体しようとしている。

　だったら自分も彼にむくいるべきだ。

　エリオットは慎重にカフェを見回した。おそらく犯人は男が一人だろう。家族連れでもカップルでもない男。

　誰だ。

　どこだ。




　──まあいい、こっちはガキ一人でも、あいつらが上手くやれるだろう。




　さっきから犯人が言っている「あいつら」。

　爆弾への恐怖で忘れかけていたが、どういうことだ。他の仲間がどこかで見てるのか？　それとも爆弾は一つではないのか？

「あの、琥珀さん。奴はまた『あいつら』を気にしています」

「分かってる。まずはこちらだ」

　午前十一時五十八分。

　琥珀はするりとテーブルの下から出てきた。何事も無かったかのような顔だ。

「……お、終わったんですか？」

「一応な」

　とたんに頭の割れるような『声』が響いてきた。




　──何だ、あの男は？　今テーブルの下から出てこなかったか？　まさか……！




　驚きと怒りに満ちた犯人の絶叫がエリオットの脳を貫つらぬいた。衝撃でくらりとしたが、琥珀から腕をつかまれ、無理矢理に立たされる。

「行くぞ。ここからが本番だ」

「えっ」

　琥珀はカフェの店員に、不審物があったので警備員を呼ぶよう告げた。動揺する彼らに構わずカフェを出て、出発ロビーを横切る。

「や、やっぱり他にも爆弾が」

「違う。爆弾は陽よう動どうだ、正午ちょうどに突入しようとしている仲間がいる」

　──突入？

「出発ロビーの外に不審な車が停車している。男が三人。おそらく武器を積んでる。要よう人じんを狙っているのか、無差別乱射のつもりかは分からんが」

　出発ロビーの外。無差別乱射。

　まさか。

　息を飲んだエリオットは、琥珀の腕にすがった。

「あ、姉が！　姉がこのロビーにいます！　たぶん僕がいなくなって捜してる！」

「急ぐぞ。爆弾が不発で陽動に失敗しても、時間通り飛び込んでくるだろう」

　琥珀とエリオットは出発ロビーの出口へと走った。

　その背後から『声』がついてくる。




　──なぜだ、なぜ爆弾の場所が分かった。あの二人は何者だ？　まさか組織に裏切り者が？




　思わずエリオットは振り返った。人が多すぎてやっぱり分からない。




　──今、あのガキはなぜ俺の方を見た？　なぜ？　俺の顔を知っているのか？




　しまった。

　振り返ってしまったばかりに、犯人に余計な危機感を与えてしまった。彼の顔など知らないというのに。

　人混みに紛まぎれて犯人はつけてくる。にぎやかなクリスマスソングを背景に、怒りの感情が大きな『声』となってエリオットの背中を追いかけてくる。

　出発ロビーの外に出た。冷たい風に小雪がちらついている。

　構内道路はバスとタクシーでひしめいていたが、琥珀が目で示す先に一台の不審なセダンが停まっていた。薄汚れ、バンパーも外れかかったオンボロだ。

　だが、中にいた三人の男たちの目にはゾッとした。この寒いのに窓を全開にし、爆弾が仕掛けられていたカフェをじっと見つめている。爆発を待っているのだ。

「顔を隠す気も無いようだな。テロを実行した後、射殺されても構わないんだろう」

　そんな凶暴な犯人があと三人もいる。しかも背後からは憤ふん怒ぬにかられた爆弾魔の方も追ってきている。

　エリオットは手を伸ばし、琥珀の腕をつかんだ。彼の古い腕時計を見れば、午前十一時五十九分。──あと一分だ。

　深呼吸し、彼に言った。

「ええと、あなたは銃を持ってますよね？」

　彼は銃のスコープと爆弾の解体道具を携帯していた。武器を持ち込めないはずの空港にも銃を忍ばせてきただろう。

「ああ」

「でも僕がいるから無理に三人を襲うことをためらっている。かといって僕をここで遠ざけたら爆弾魔の方につかまってしまう」

　琥珀は少しだけ目を見開いた。

「お前は賢かしこいな。そして冷静だ」

「はい、僕は天才なんです。だから一緒にあの車に近づきましょう」

「何？」

「あなた一人で車に近づいても絶対に警戒されます。私服刑事か何かだと思われるでしょう。でも僕と一緒におしゃべりしながら歩けば大丈夫。バス停を目指しているよう、見せかけましょう」

　琥珀の腕をつかんだまま、エリオットはバス停に向かって歩き出した。

　三人の男から一斉にじろっと見られたが、気づかないふりをする。琥珀も車にはいちべつもくれず、エリオットの顔を見下ろしていた。

「何かあったらターミナルじゃなく、停車してるあの長距離バスの方へ走れ」

「分かりました。琥珀さんは空港まで僕を迎えに来てくれた親戚のお兄さんって設定でどうですか？　親子にも兄弟にも無理がある年齢差みたいだし、そんな感じでおしゃべりしましょう」

　二十代半なかばに見える琥珀に向かってそう言うと、彼は少し困ったような顔になった。

「参った」

「何が？」

「俺は親戚の子を空港まで迎えに行った経験が無い。どんな会話をすればいいか、見当もつかない」

　とたんにエリオットは笑ってしまった。

　緊迫している場面だというのに、なぜかこの初対面の男の隣だと落ち着いていられた。

「うーんと、じゃあビートルズの話をしましょうか。イギリスといえば彼らでしょう、うちの姉も大ファンですよ」

「歌う奴らだな。俺はよく知らん」

「本当に会話になりませんね……」

　エリオットも詳しいわけではないが、さすがに世界中を熱狂させているビートルズの曲ならいくつか覚えていた。髪に積もった雪を振り払いながら言う。

「A Hard Day's Night とか聴いたことありません？　ラジオでずっと流れてますよ」

　エリオットは車の方を一切見ず、バス停を目指して笑いながら歌った。姉が何度も何度もレコードをかけていたので、歌詞も完璧に覚えている。

　歌がさびの部分にかかるのと、二人が車の横を通り過ぎるのは同時だった。

　運転席の開いた窓からいきなり腕を突っ込んだ琥珀が一人の頭をフロントガラスに叩き付けた。

　さらにその頭を助手席の男の顔にぶつけ、慌てて銃を構えようとした後部座席の男の喉に肘ひじを撃ち入れる。彼はもんどり打って苦しみだした。

　エリオットはぽかんとそれを見つめていた。

　運転席と助手席の男はぴくりとも動かない。後部座席の方は涙目で激しく咳せき込んでいる。その間、わずか二秒。

「あなたには、銃なんか必要なかったんですね……」

「お前と一緒だったから油断させられただけだ。俺一人なら銃撃戦になっただろう」

　彼らを路上に引きずり出した琥珀は、素早く拘こう束そくした。その手並みも実に鮮あざやかで、トランクに積んであった武器も銃弾を抜かれて投げ出される。ここは防犯カメラの死角だそうだが、いずれ発見されるだろう。

「爆弾魔の方はまだ来てるか？」

「いえ、ロビーに留まって様子を見てます」

　こちらを凝ぎょう視ししている気配はある。

　だが不気味なほど『声』は沈黙している。テロ計画が邪魔されたのがよほどショックだったのだろうか。

「うかつに近づいてくるほど馬鹿じゃないか」

「どうしましょう」

「空港には戻らない方がいい。この車で今すぐ立ち去るぞ」

「えっ。でも姉と両親が」

「お前と家族が話しているところを見られれば、身元を突き止められる」

　それはまずい。エリオットだけでなく家族にも害が及んでしまう。忠告どおり、いったん空港を離れよう。

　オンボロ車に乗り込むと、琥珀はすぐに発進させた。助手席から出発ロビーの方を見れば、必死にエリオットを捜しているらしいメアリーの姿が見える。

（ごめんね、メアリー）

　だが今、説明している時間は無い。

　車が走り出した後、エリオットの頭に恐ろしいほどの『声』が響いてきた。咆ほう哮こうに近い。




　──あの男と子供。絶対に忘れない。絶対に、絶対に忘れない。




　──組織の裏切り者が、あいつらに情報を流したんだ。特に子供の顔。はっきり覚えたぞ。




　あまりの『声』の大きさで、また激しい頭痛と吐き気が襲ってきた。空港から遠ざかり、物理的に距離が出来てようやく落ち着いてくる。

　憎悪から解放されたエリオットが深く息をつくと、琥珀が尋ねた。

「ロンドンでの滞在先はどこだ」

「チェルシーにある祖父の屋敷です」

「分かった」

　琥珀はハンドルを切った。構内道路から一般道に降りてようやく、そう言えばイギリスは左側通行だったと思い出す。

　曇どん天てんから雪は降り続くが、雲の切れ間に時折、鈍にぶい光が差す。荘しょう厳ごんなバロック音楽でも流れてきそうだ。

　エリオットはしばらく黙り込んでいた。

　自分はたった今、初対面の謎の男と一緒にテロを防いだ。爆弾を見つけ、解体し、空港に突入しようと待ち構えていたテロリストたちをやっつけた。いま乗っているこの車だって奴らのものだ。

　いつものクリスマス休暇のつもりだったのに、何という急展開だ。ぼーっとして、まだ現実感が湧かない。毎年訪れている冬のロンドンも、全く違う街に見える。

　王立植物園の近くでいったん停まってもらい、ロンドン名物の赤い電話ボックスから祖父の屋敷に連絡した。執事につないでもらうと、祖父が嬉しそうな声で言う。

『おおエリオット、空港からかね？　長旅、疲れただろう』

　孫が可愛くてしょうがなさそうな声に罪悪感を覚えながらも、早口で答える。

「ううん、僕だけ先に空港出ちゃった。友だちの車でお爺じいちゃんちに向かうから心配しないでね」

『何？　友だちの車？』

「たぶん、父さんからそちらに連絡行くと思うけど、こっちは無事だからって伝えて」

『エリオット、待ちなさい、一体──』

　心の中で何度も謝りながら、エリオットは受話器を置いた。心配のあまり脳のう溢いっ血けつでも起こさなければいいのだけれど。

　再び車に乗り込み、テムズ河が右手に近づいてきた頃、ようやくエリオットは琥珀に尋ねた。

「あなたは、誰ですか？」

「どういう意味だ」

「初対面の子供の超能力をあっさり信じてくれて、爆弾の解体が出来て、素手でテロリストを三人倒せるあなたは、何者ですか？　琥珀というのも本名とは思えないし」

　彼の容姿はどこの出身とも知れなかった。移民大国と呼ばれるアメリカ生まれの自分にも想像がつかないが、切れ長の目の縁が、どことなくアジアを感じさせる。

　英語のかすかな訛なまりも、どこのものだか分からない。少なくとも自分には聞き覚えの無いアクセントだ。

　彼は返事をしなかったが、エリオットは勝手に話を続けた。

「スパイ……軍の特殊部隊……一匹狼おおかみの殺し屋……あ、賞金稼かせぎ？」

　思いつく限りの職業をあげてみたが、やはり反応は無かった。

　だが彼の鋭い横顔の、目元だけが少し柔らかくなっており、エリオットの言うことを面白がっているようにも見える。

「そして、その腕時計にキリル文字が刻まれてますよね。もしかして共産圏の国の人ですか？」

　だとすると自分は今、父親が「あいつらは悪魔だ」と罵ののしる共産主義者の車に乗っていることになる。だが不思議とまるで怖くない。

「その質問には答えられない」

「そうですか」

　あっさり断られたが、どうしても彼に対する好奇心を抑おさえられない。しょぼんとうなだれつつも横目でちらちらと彼を見ていると、逆に質問された。

「その『声』を聞く力は、生まれつきのものか？」

「はい。物心ついた時からこうでした」

　幼い頃は本物の音声と『声』の区別がつかなかったが、特に不自由もしなかった。周りの大人からは勘が鋭いだけだと思われていたようだ。

　やがて他の子はこんな力が無いことに気づき、不思議になって両親に相談した。彼らはひそひそと話し合い、エリオットを耳鼻科と精神科と教会に連れて行った。そこで、自分は「普通の子」ではないのだと知った。

　だが知能そのものも非常に優すぐれていたエリオットは、能力を上手に隠すことにした。両親は我が子から幻聴が消え去ったことに安心し、やがて忘れてくれた。

　世の中に超能力がブームが訪れ、雑誌やラジオでもてはやされるようになると、自分はこれの一種なのかと納得した。マスコミで喧けん伝でんされるテレパシーだのサイコキネシスだのはどれもうさん臭かったが、自分の能力だって真っ当な他人からすれば怪しく見えるだろう。

「自分が常人と違うと知り、悩まなかったのか？」

　この男から発せられるにしては少し意外な質問だったが、エリオットは首を振った。

「科学者には超能力を頭から否定する人もいます。でも、『まだ科学で証明できていないものを盲信するな』というスタンスの学者も多いんです」

　そんな能力など有り得ない、と主張しているのではない。

　その能力はまだ科学で解明できていない。それを持ち上げて騒ぐのは怪しい宗教やオカルトにのめり込むのと何ら変わりない。そう警告しているのだ。

「だったら、自分でこの力を解き明かそうと決心しました」

「自分で？」

「はい、まずは『声』が幻聴で無いことの実証から始めました。八歳の時です」

　実験は簡単だ。誰かが思わず漏らしてしまった本音の『声』を手当たり次第ノートにつける。口に出されない隠された愛情、憎悪、そんなものがどんどん溜まっていき、後にそれが真実だと知れれば「当たり」だ。

「十歳の頃、やはりこれは特殊能力だと確信が持てたので、力を磨みがく特訓を始めました」

　本物の声と『声』を聞き分けること、余計なノイズを入れないよう集中すること、通常の聴覚を意図的に鈍らせることでそれは可能となった。

「今日、さらに能力が広がった気がします。爆弾魔の『声』を聞こうと必死になってたら、彼だけに集中できて、他の『声』は入りませんでした。指し向こう性せいが出来たんです」

　相性もあるのかもしれないが、爆弾魔の『声』は非常にクリアに聞こえた。単語の羅ら列れつではない、きちんとしたセリフになっていたのだ。

「僕は、この能力がそんなに特殊だとは思いません。もの凄すごく目の良い人や足が速い人っているでしょう？　それと似たようなもので、僕は生まれつき耳がいい、それだけです」

「なるほどな」

「ただの五感の延長上なら、いずれ科学で証明できる。だったら僕は正面から受け止められます」

　超能力者を題材にしたフィクション小説を何冊も興味深く読んでみたが、ほとんどの能力者は「自分は化け物ではないか」と悩んでいる。

　だが、エリオットは一度もそう感じたことがない。むしろ天から与えられたラッキーな力だと思う。

「自分で実験体になれるなんて、最高じゃないですか。身を挺ていして雷を瓶に溜めたフランクリンだって、こんな気持ちだったと思いますよ」

　気がつけばエリオットは夢中で自分の能力について語っていた。

　生まれて初めて能力を打ち明けた人。まともに話を聞いてくれた人。

「お前はその能力だけじゃなく、精神力も強いんだな」

　そう言った琥珀の横顔は、やはり少しだけ柔らかかった。

　わずかながら、彼の中の虚きょ無むが薄らいだかのように見える。

　祖父の屋敷近くまで送ってもらい、エリオットは路ろ肩かたで車を降りた。どうしても名な残ごり惜おしく、運転席側に回って彼に尋ねる。

「あの、あなたとまた会えませんか。せめて連絡を取りたいんですが」

「止やめておけ」

　即答だ。

　予想していたとはいえ、がっかりする。

　彼はわざわざエリオットを爆弾魔から逃がしてくれた。彼自身も物ぶっ騒そうな世界の人間のようだし、これ以上は自分に関わらせたくないだろう。

　より一層、雪が激しくなってきた。運転席の開いた窓から琥珀に雪が舞いかかる。

　エリオットはその時初めて、彼の目が淡い琥珀色なのに気づいた。太陽光の下だとそう見えるのだろうか。

「最後にもう一つだけ質問。琥珀という名前はあなたの目の色からですか」

「違う」

　そうなのか。だが本当の由来は聞いても教えてくれないだろう。

　彼は言った。

「お前はその力で今日、何人もの命を救った。誇ほこりに思え」

　──命。

　テロを阻そ止ししたという興奮で忘れていたが、そうか。自分は今日、誰かの命を救ったのか。

「今日のことは誰にも言うな。分かったな」

「はい、約束します」

　去って行く車を見つめながら、エリオットの心にじんわりとその意味が染しみ渡っていった。

（命）

　彼の車がテムズ河沿いに曲がって消えてしまう。

　雪の舞い散る中、エリオットはしばらくそこに突っ立っていたが、我に返ってきびすを返すと祖父宅のチャイムを鳴らした。

　普段なら使用人が取り次ぐはずなのに、いきなりドアを開けて祖父が転がり出てくる。

「エリオット！」

　その後は大騒ぎになった。

　祖父はエリオットの肩を揺すぶり、その車の男はどこだとわめいた。

　家族はタクシーでかけつけてきたが、号ごう泣きゅうする母と姉からは骨が折れそうなほど抱きしめられ、その後は父から散さん々ざんお説教だ。見知らぬ男の車に乗り勝手に家族から離れるなど言ごん語ご道どう断だんだと厳しく叱しっ責せきされ、ごもっとも、と神しん妙みょうにうなだれてみせるしかなかった。

　それ以来、「天才肌で変わり者だが親の言うことを聞く良い子」だったエリオットは、「何をやらかすか分からない危険な子」と見なされるようになった。もともと過保護気味だった母と姉はそれを加速させ、父は時々、理解できないものを見る目で我が子を眺めた。

　後に新聞で、西ドイツの極きょく左さ組織によるヒースロー空港テロ未遂事件の記事を読んだ。イギリスで結構なニュースになったらしいが、謎の男と少年の話はどこにも出ていなかった。爆弾解体もテロ犯確保も全て警備員のお手柄とされている。おそらく、琥珀がそう処理したのだろう。

　あの日のことは誰にも言わないと、琥珀と約束した。

　あれは自分たち二人だけの秘密の冒険だった。

　生まれて初めて出来た自分の理解者。二度と会えないだろうが、彼と自分は一緒に人の命を救ったのだ。それは誇らしいことだった。

　これが、エリオットの人生を変えた一人目の話だ。










　二人目の男と会ったのは、十七歳の夏、灼しゃく熱ねつのモロッコだった。真冬のロンドンで出会った琥こ珀はくとは対照的だ。

　飛び級でオックスフォードに留学し、二年目の夏休みのことだった。初めての外国一人旅を考えていたエリオットは、スペインまで飛行機で飛び、船でモロッコ王国へ渡る計画を立てた。

　エリオットがイギリスの大学に行くのさえ大反対だった母が聞いたら「アフリカ！」と卒そっ倒とうしただろうし、学がく友ゆうたちからも「初めての一人旅には危ない国だ」と忠告された。

　それにもかかわらずモロッコ行きを決めたのは、尊敬するラッセル教授からこう言われたからだ。

「今、アフリカ諸国はどんどん独立し、融ゆう合ごうし、人も景色も何もかも変わっている。いま行けば歴史の変へん遷せんをこの目で見られるよ」

　これで決心した。

　ビザを取り、予防接種を受け、フランス語のおさらいをし、初歩のアラビア語も習得した。一人旅の心構えを本で学習し、旅行小切手トラベラーズ・チェックは少額を中心に、米ドル札は小分けにして分散させた。

　七月に入ってすぐ、エリオットは愛用のキャスケット帽、新品のトランクと共に旅に出た。

　ロンドンからマドリッドへ、そして列車でジブラルタル海峡を望む港町タリファへ。よく晴れた日で、船に乗る前からもうアフリカ大陸が見えて感動する。

（世界には六つも大陸があるのに、僕は北米大陸とユーラシア大陸の端っこしか知らなかったんだなあ）

　いよいよ今日で三つ目の大陸だ。

　ボストンやロンドンの気候に慣れたエリオットにはスペインでさえも相当に暑かったが、モロッコへ渡るフェリーに乗り込んだとたん、空気が変わるのを感じた。湿気がある上に香こう辛しん料りょうの匂いがして、心が躍おどる。

　港町タンジェに上陸した時は、記念すべきアフリカ大陸第一歩を踏み出しながら自分でドラムロールを唱となえてしまった。きっと周囲からはよほど浮かれた観光客に見えただろう。

　街は美しかった。

　アラビア風と西洋風が混ざった古い建築物の間で、背の高い椰や子しが潮風に揺れている。原色の民族衣装を身にまとう人々が赤茶けた街を行き交うさまは、鮮あざやかな絵画が動いているかのようだ。立っているだけで汗が噴き出してくる気温も、アフリカっぽさを盛り上げてくれる。

　エリオットは夢中になって写真を撮った。

　そして気がつくと、足元に置いてあったトランクが消えていた。

「……あれ？」

　おかしい。

　ついさっきまで真横にあったのに。犬か猫が引きずっていったのだろうか。

　しばらく考え、ようやく「一人旅の極意」という本の盗難注意の章を思い出した。一瞬でも身体から荷物を離せばアウト、という国は多いらしい。

（うーん、ロンドンにもスリは山ほどいるけど……）

　あまりの早はや業わざに、怒るよりも感心してしまった。新品のトランクと旅行用品は惜しいが、幸い、財布と小切手とカメラは無事だ。

　だがその夜、街を見物している間に財布はすられた。

　カメラは首から提さげていたにもかかわらず、いつの間にか革かわ紐ひもを切られて奪われていた。

　とうとう帽子と小切手と自分の身体しか持ち物がなくなったエリオットは、ほうほうの体ていでカサブランカへと向かった。別の街で態勢を立て直すことにしよう。

　さすがカサブランカは有名な観光地だけあって、外国資本のホテルも多かった。そこで旅行用品一式を買い直し、これは気を引き締めねばならないぞ、と自分に言い聞かせて寝た。

　だが翌日は、現地通貨との両替でぼったくられた。

　買い物をしようとしてぼったくられ、食事をしてぼったくられた。

　それでもエリオットは楽しかった。少しずつ値段交渉のコツをつかみ、フランス語ではなくアラビア語で交渉することにした。すると噓のようにするすると値段は下がった。

　カサブランカ、マラケシュと回るうち、この国にも慣れてきた。白人の小僧をうさん臭そうに見る老人も多かったが、エリオットがアラビア語を話すと、みんなうるさいほどにフレンドリーになった。基本的にはお節せっ介かいで親切な国民性らしい。

　出会った旅人に勧すすめられた田舎を訪れたり、逆に訪問予定地が今は危ないと聞いて取りやめたりもする。毎日が冒険の連続だった。

（ラッセル教授に感謝だな）

　アフリカ行きを後押ししてくれた恩師に感謝しつつ旅を続け、最終日近くになった時、宿の主人に言われた。

「それだけ回ってフェズ行ってないのかい」

「フェズ？」

　地図を見ると、モロッコ入りしたタリファに近い。真っ先にカサブランカへ向かったので、すっ飛ばしてしまった。

「魔法の街だよ。きっと何かいいことがある」

「魔法かあ」

　エリオットは魔法という言葉が好きだった。それは、自分が科学の信しん奉ぽう者しゃであるがゆえだ。

　昔の人は理屈のつかない現象を魔法と呼んだ。その存在を疑う人々から科学は生まれ、様々な不思議は解明されていったのだ。

　自分のこの能力だって、今は科学で説明できないから「魔法」の部類だ。超能力だ、霊能力だ、と名付けてみたところで要するに説明できないブラックボックスに過ぎないし、自分も一種の魔法使いと言えよう。

　魔法使いエリオットはフェズを訪れることにした。

　早朝に到着し、タイルで装飾された美しい正門をくぐれば、そこからが旧市街だ。道が恐ろしく入り組んでおり、迷宮都市との別名もうなずける。

　中庭付きの宿に入り、朝食を頼んだ。半はん熟じゅくのベルベル風オムレツを、縁ふちがカリカリになるまで焼かれた蜂はち蜜みつパンケーキに乗せて食べると実に美び味みだ。空豆スープはとろりと濃厚だし、絞しぼりたてのオレンジジュースは渇かわいた喉のどを潤うるおしてくれる。学寮の味気ない食堂に閉へい口こうしていた身としては、たったこれだけで王侯気分だ。

（アラブの人々が、スペインの影響を受けて、フランスの統治下も経へて錬れん成せいされた料理）

　シンプルなのに手は抜いていない。この街の料理は期待できそうだ。

　宿の主人に地図をもらい、さっそく街探索へ出かけた。

　絨じゅう毯たん屋、香水屋、ランプ屋、楽器屋、籠かご屋、そんな店が細い道で葉よう脈みゃくみたいに連つらなっている。葉脈を一本飛び越えればそこは食品街で、今度は野菜屋、果物屋、肉屋、香辛料屋がひしめいている。

　カサブランカなどの大きな街では、香辛料屋なら香辛料屋だけで固まって一本のストリートにずらりと並んでいたが、ここフェズではどの区画にも色々な店がある。街の規模が小さいので、人々の生活圏内に収まっているのだろう。

（さながらスーパーマーケットの陳ちん列れつ棚だな。こっちは生活用品、あっちは食料品）

　中世から続くという街並みに差し込むのは、飾り細工の天井を通した幾筋もの日光だ。星型や菱ひし型がたの光が陳列物を照らし、天然のライトアップになっている。

　夢中でフェズの街を歩き回った。

　十四世紀に建てられた神しん学がっ校こうや、なめし革の工場も見学させてもらった。乾燥しているので汗も一瞬で乾くし、疲れれば茶屋の軒のき先さきでミントティーを飲めばよい。

　だが、うっかりするとすぐに道に迷ってしまう。

　単に小道が入り組んでいるだけではなく、高低差のある道と道が謎のトンネルでつながれていたり、突然に袋小路になったりする。子供に道を尋ねても要領を得ないことが多い。

　何とかメインストリートに引き返した時は、もうとっぷりと日も暮れていた。暑さが和やわらぎ、涼しい風がながれてきてホッとする。

　さて、お腹が減った。

　飲食店が多い並びを二往復して物色したエリオットは、曲がり角にあるレストランに決めた。客もなかなか入っているし、テラス席から月の昇るのが見られそうだ。

　牛肉と野菜のタジン鍋、チキンのクスクス、それに香辛料たっぷりのミートボールを頼んだ。一人分にしては多いが、歩き回って空腹だし大丈夫だろう。

　料理が並び、エリオットがほくほくしながら「さて」とスプーンを手にした時だった。

　いきなり、目の前にどさりと誰かが座った。

　見知らぬ若い男。白人だ。

　彼はムスッとした表情でテーブルに肘ひじをつき、エリオットをじっと睨んでいる。
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（だ、誰だ……？）

　これまでも、同じ一人旅の外国人や現地人から相席を求められたことはあった。だが普通、座る前に断ってくるものだ。

　しかも彼の表情からは「相席したい」との希望は感じられない。何か文句をつけたそうな顔をしている。

　スプーンを持ったまま固まっていたエリオットは、ようやく一言、挨あい拶さつした。

「やあ」

「よお」

　一応、返事はあった。だが会話を続けようという気はないらしい。

　咳せき払ばらいしたエリオットは、フランス語で聞いてみた。

「旅の人ですか？」

　この国に多いフランス人旅行者かと思ったのだが、彼はフイッと顔をそむけた。癖の強い英語で答える。

「何言ってっか分かんね」

「じゃあ、英語で。旅人ですか？」

「そんなもん」

「どちらから？」

　すると彼は肩越しに北の方角を指さした。曖あい昧まいだ。ものすごーく曖昧だ。

　困惑したエリオットだったが、北からの旅人が食事の相手を求めているのだろうと解釈することにした。テーブルに並べられた料理を手で示す。

「いかがですか？」

「食う」

　男は遠慮無く料理を貪むさぼりだした。

　お世辞にもマナーが良いとは言えず、スプーンもフォークも子供握りだ。とうとう椅子に片脚を上げた時は注意しようか迷ったが、黙っておいた。

（女の子にもてそうな顔してるのに、もったいないなあ……）

　年はエリオットと同じぐらいだろうか。

　淡い色の髪に甘めの顔立ちなのに、かなり気が強そうだ。Ｔシャツにジーンズというラフな格好でも様になっているのはスタイルがいいからだろう。

　特筆すべきは緑色の瞳で、ヨーロッパでもそうそうお目にかかれない純じゅん度どをしている。異性にもてそう、という第一印象は外れていないだろう。

　じーっと観察していると、彼は不機嫌そうに顔を上げた。

「何だよ」

「ああ、ごめんねぶしつけに。僕はエリオット。君は？」

　少しくだけた口調で聞くと、彼はしばらく黙り込んだ後、ぼそっと答えた。

「──翡ひ翠すい」

　翡翠ジェイドか。

　親はきっと、生まれてきた子の瞳を見てその名を与えたのだろう。

「宝石の名かあ。いいよね」

　五年前に会った琥珀を思い浮かべてそう言うと、彼はわずかに目を細めた。

「他に誰か宝石の名前を知ってんのか」

「え？」

「今、誰かのこと考えて『いいな』っつったろ」

　彼の目がうろんそうにすがめられる。何だか疑われているようで、視線をそらせない。

「あ、琥珀アンバーって人を知ってて」

「男？　女？」

　普通、アンバーなら女に決まっている。男か女かなんて聞いてこない。

「男の人。珍しいよね」

　それを聞いたとたん、翡翠はフォークを皿に投げ出した。

　はーっ、と溜め息をつき、背もたれに腕をかける。片膝も椅子に立てたままだし、最高に行儀の悪い格好だ。

「やっぱ琥珀さんの知り合いか、テメェ」

「えっ、琥珀さんって、あの琥珀さん？　背の高い、凄すごく強い──」

「他にいねえよ、あんな人」

「えーと……」

　琥珀と同じ宝石の名を持つ男が、五年後に突然モロッコに現れ、不機嫌そうに相席を要求し、目の前に座っている。いったいどういうことだ。

「君は琥珀さんと、どういう関係？」

「相棒パートナー」

　それを聞いたエリオットは一瞬、返事に詰まった。

「──あ、えーと」

　言葉を探して視線を宙にさまよわせる。

　パートナーか、どういう意味だろう。彼は英語ネイティブではないようだから、どう受け取っていいものか。

　するとエリオットの戸惑いに気づいたか、翡翠がとたんにクワッと目を剝むいた。テーブルをこぶしで叩く。

「仕事の相棒だクソが！」

「ごっ、ごめん」

　だが、仕事、という言葉には大いに興味が湧いた。五年前、琥珀に尋ねても教えてくれなかったこと。

「君たちは何の仕事してるの？」

「護衛ボディガード」

　──なるほど、護衛か！

　あの時の自分には思いつかなかったが、要人警護のスタッフは元軍人ばかりだと聞いたことがある。琥珀も軍人上がりのようだったし、この翡翠も強いのだろうか。失礼ながらそうは見えないが。

「俺ァ、琥珀さんに頼まれてテメェんとこ来たんだよ、エリオット・アダムズ」

　突然フルネームを呼ばれ、ドキッとした。確かに彼は、ただの旅人ではないようだ。

「琥珀さんに頼まれて？」

「アメリカ人のボンボンのひ弱なガキが生意気にもアフリカで一人旅してっから、気づかれないよう守れってな」

　アメリカ人なのもボンボンなのも十七歳のガキなのも本当だが、ひ弱、という点だけは撤てっ回かいして欲しい。背ばかり伸びてひょろひょろしているが、これでも病気一つしたことがない。

「出来れば旅先で自然に知り合い、旅に同行しろだと」

　ケッ、と吐き捨てながらそう言う翡翠は、その指令がよほど気にくわないのだろう。さっきテーブルについた時の態度でも分かる。

「じゃあ君は、『僕に気づかれないよう』って指示はすでに破っちゃったわけだね」

　そう指摘すると、彼は舌打ちした。

　ジーンズのポケットから煙草を取り出し、一本くわえて火をつける。

「しょうがねえだろ、俺とテメェに何の共通点がある？　『自然に』オトモダチになんかなれっか」

「それでも琥珀さんは僕に護衛をつけたかった。いかにも護衛じゃなくて友だちっぽく見えるように。つまり、敵には『僕が守られてることを知られたくない』ってことだね」

「──」

「要するに、僕に守る価値があるとは思われたくない……」

　考え込んだエリオットは、やがて思い当たって人差し指を立てた。

「なるほど、琥珀さんは僕が『あの時の子供』であることを敵に知られたくないんだ」

　となれば、敵は当然、五年前の爆弾魔だ。

　彼はテロを阻そ止ししたエリオットへの恨みを晴らそうと、あれから必死で捜しただろう。だが大混雑する巨大空港にいた、顔しか知らない少年を見つけ出すのなど不可能に近い。だから琥珀も安心していたはずだ。

　それなのに突然、こうして相棒を送ってきた。

「つまり、敵は最近、僕が『あの時の子供ではないか？』『似てるのではないか？』と疑いだしたということ。最近……最近──ああ、僕、テレビに出ちゃったな」

　一人で推論をしゃべり続けるエリオットを、翡翠は驚いた顔で見ていた。

「テレビィ？　何だよビックリ人間とかかよ」

「いや、お世話になってる教授がサーの称号を授さずけられて、学内でのお祝いの時にちょっと後ろに映っただけなんだけど。イギリス全土には流れちゃったな」

　このモロッコ行きを勧めてくれたラッセル教授のことだ。本人は大変な名誉だと喜んでいたのでエリオットも嬉しくて、満面の笑みでカメラに収まっていた。タイミングとしてはこれしか考えられない。

「琥珀さんは多分ずっと、あのテロリストを張ってたんだろうな。で、敵が僕に気づいたことに気づいた。僕を守りたいけれど、琥珀さん本人が来てしまえば、『あの時の子供です』と証明してるようなものだ。だから相棒の君を送ってくれた」

　翡翠は同い年ぐらいのようだし、旅先で自然と仲良くなれ、という指令もそこまで無茶ではないだろう。──彼の性格がこうでさえなければ。

　奇妙な生き物を見る目でエリオットをじろじろ眺め回した翡翠は、ボソッと言った。

「テメェ、何なの？」

　その質問の意図を汲くみかね、エリオットは首をかしげた。

「アメリカ人のひ弱なボンボンのガキだけど」

「そうじゃねえよ！　スズメバチの関係者か？」

　スズメバチ？

　今度こそ意味が分からず、ぽかんと口を開けていると、翡翠は再び舌打ちしてから言った。

「爆弾作りの名人だ。あちこちのテロ組織に引っ張りだこの雇やとわれ技術屋」

　爆弾作りと聞いて、エリオットは顔色を変えた。

　まさか、そのスズメバチが自分の敵。

　あの恐ろしい『声』の持ち主。

「テロ組織は極左も極きょく右うも奴らなりの主張ってのがあってテロやら誘拐やら繰り返してる。だけどスズメバチにはそれがねえ。爆弾さえ作れりゃいいから、世界中どの組織にでも金で協力する」

　スズメバチは最初、どこにでもいるちょっとした工作員だったらしい。

　だがある時期から突然、凝こった爆弾を作り出すようになった。二重、三重のトラップをしかけ、爆弾を設置する場所もガス管やガラスの多い建造物を選ぶ。被害はどんどん大きくなり、この前はとうとう百人以上の犠牲者を出したそうだ。

　エリオットは青ざめて尋ねた。

「その、スズメバチがいきなりステップアップした時期っていつ？」

「五年前だな」

　──やはり、琥珀とエリオットが阻止した空港テロ未遂がきっかけか。

　自信たっぷりに仕掛けた爆弾を簡単に発見、解体されてしまった。きっとあの出来事がスズメバチを、ただの工作員から有名な爆弾屋に変えてしまったのだ。

「俺が琥珀さんに受けた指令は『スズメバチからエリオット・アダムズを守れ』、これだけだ。事情なんて聞いちゃいねえんだよ」

「聞いてないの？」

「別々の場所に潜せん入にゅうして調査してたら、いきなりその指令が来た。で、あっちはあっちで忙しいみてえで、もう連絡取れねえよ」

「琥珀さんは今、どこにいるの？」

「ミュンヘン」

　その地名を聞いてエリオットはピンと来た。五年前のあの事件の犯人たちは西ドイツの極左組織だったはずだ。つまり、スズメバチが元々所属していたところ。やはり琥珀は、スズメバチを追っているらしい。

　翡翠は煙をフーっと吹き上げ、白状しろ、と言いたげに顎を上げた。

「で、テメェはスズメバチの何なんだ。守れってことは素顔を知ってる目撃者か？」

　彼の素顔は知らない。

　覚えているのは、あの『声』だけだ。

　だが琥珀が送ってくれた相棒とはいえ、たった今会ったばかりの男に自分の能力を説明していいものか。

　それに五年前のあの出来事は、琥珀と自分だけの秘密の約束だ。何となく、誰にも話したくはない。

　エリオットは曖昧にうなずいた。

「まあ、そんなもんかな」

「何かうさんくせえな、テメェ。琥珀さんの指示だから従うけどよ」

　再びフォークを取り、突き刺したミートボールを口に放り込んだ翡翠は、軽く手を振って言った。

「じゃあ、テメェ何かしゃべれや」

「え？」

「旅先で知り合った一人旅同士に見えるよう、適当な話ふれよ」

　そんな無理を押しつけられても、さっき彼が自分で言ったように二人に共通項があるとは思えない。

　しばらく考え、エリオットは尋ねてみた。

「ビートルズ解散したね」

「どーでもいい。ブラック・サバスなら聴く」

「『２００１年宇宙の旅』、観た？」

「『明日に向かって撃て！』なら」

「マルクが変動相場制に移行したね」

「俺にゃ関係ねーな」

「ソ連が月面車走行に成功したよね。月の石、本物見たいよね」

「別に」

　びっくりするぐらい共通の話題が無い。そして翡翠の方は話題を広げようという意識すら感じられない。

　仕方がないので、エリオットは笑顔でこう言った。

「僕たちには何も共通の話題が無いみだいだ。だから、僕が一方的にしゃべることにするね！」

「あ？」

「じゃあ、僕の専門から話そうか。学んでいるのは神経科学で、神経系の構造を分子レベルで解明するのを目的としている。分かりやすく言えば神経細胞のネットワークを解き明かす学問なんだけど、そうだなあ、有名なところだとシナプスって言葉を聞いたことはない？　神経細胞間や筋きん繊せん維いなんかに形成されるシグナル伝達の構造なんだけど」

　エリオットはとうとうと自分の専門分野を語った。

　翡翠はぽかんと口を開けたまま、宇宙人を見る目でこちらを眺めている。

「……というわけで、人間の感覚、知覚、そんなものがいずれ全て数式で表される日が来ると僕は考えている。だったら、コンピューターと連れん携けいできる未来さえあるかもしれない。素晴らしいと思わない？」

　一人で実に楽しくしゃべった。

　翡翠は相づちさえ打たなかったが、完全に無視しているのでもなさそうだ。時々、「何言ってんだテメェ」みたいに眉根を寄せている。

「でも専門分野以外の講義に潜り込むのも好きなんだよね。歴史や文学、経済学、どんな分野も無限に広がりがあって有機的につながりあっている。僕の一生でどれほど知ることが出来るのか不安になるぐらいだよ」

「変な奴だな、テメェ」

　変な奴、か。さっきの『うさん臭い』という批評よりはマシな気がする。

　二人で相当な量を平らげた。当然、支払いは全てエリオットだ。立ち上がって帽子をかぶる。

「ああ、いい月夜だね」

「呑のん気きな奴だな、さっさとテメェの宿いくぞ。チェックしてやばそうだったら、宿変えっからな」

　月光の差す広場で大きく伸びをしつつ、翡翠はそう言った。

　やばそうな宿、とはどういう意味だろう。守りにくい構造？　それとも店主や従業員の人柄？

　と、そこまで考えてようやく気がついた。敵は爆弾魔だ。翡翠がチェックしたいのは当然、爆弾が仕掛けられていないかどうかだろう。

　蒸し暑いのに背筋が冷えた。

　それと同時に、少しワクワクしている自分にも気づいた。五年前のテロ未遂事件は怖かったし泣きたかったけれど、無我夢中で爆弾を探し、琥珀と一緒に三人のテロリストをやっつけた。あの時の興奮が蘇よみがえってくる。

　取っていた宿に案内すると、翡翠は呆れた顔でホールを見回した。

「くっそ贅ぜい沢たくなとこ泊まりやがって、お坊ちゃまめ」

「えっ、いや、一泊五十ドルぐらいだけど」

「それでも贅沢だっつってんだよ、ボンボンが！」

　十七世紀のユダヤ人の邸宅を改装したホテルは、モロッコのあちこちで見かけたリヤドという形式だ。アラビアンナイトそのままの内装で、美しい中庭を眺めながら食事が出来るのが売りとなっている。

　エリオットはどうしてもお湯のシャワーが欲しいので最低限でもこのクラスの宿を選ぶのだが、そんなに贅沢だろうか？

　シングルで取った部屋は細かいタイル装飾がなされており、モロッコ絨毯が敷き詰められている。ベッドは天てん蓋がい、シャワーブース付きだ。

　それらの調度品にいちいち文句を言いながら翡翠は部屋中をチェックしたが、問題は無かったらしい。

　彼の仕事が終わるのを大人しく待っていたエリオットは、礼儀として勧めてみた。

「護衛ってことは、君も同じ部屋に泊まるんだよね」

「しょうがねえだろ、仕事なんだから」

「じゃあベッドは譲るよ。僕はソファで寝るから」

　すでに六フィートを越した身としては辛つらいが、翡翠は自分のために働いてくれているのだ。こっちがソファで我慢するしかない。

　すると彼は肩をすくめた。

「俺はドアと窓が見える場所にいる。テメェはベッドだろうが床だろうが好きなとこで寝てろ。──ただし」

　彼はビシッと人差し指を立て、エリオットの顔に突きつけた。

「パジャマなんかに着替えんじゃねえぞ。いつでも外に出られる格好で、パスポートも金も持って、靴を履はいて眠れ。分かったな」

「う、うん」

　生まれてこのかた寝間着以外でベッドに入ったことなど一度も無かったが、これもスパイ映画みたいで楽しそうだ。言われるままにシャワーを浴び、旅装に着替え、靴を履いてからベッドに入る。

　翡翠は中庭を見下ろすバルコニーの手すりに座り、煙草を吸っている。ホテルに出入りする人間を見張っているようだ。エリオットよりも背が低く、細い背中ではあるけれど、何だか頼もしく見えてくる。

（フェズが魔法の街って、こういうことかなあ……）

　彼はきっと、アラビアの夜に現れた精霊ジンだ。文句を言いつつ護衛してくれている。そんな夢想をしながらも、疲れていたのかすぐさま眠りに落ちた。

　だが真夜中、そっと肩を揺すられる。

「ん……」

　目を覚ますと同時に、口を何かに塞ふさがれた。

　驚いて目を見開くと、翡翠がエリオットの口を手で塞ぎ、自分の口元に指を当てている。声を立てるな、ということらしい。

　小さくうなずいてみせると、彼はエリオットの口を覆っていた手を静かに外した。窓の横に音も無く張り付く、その手に握られているのは──拳銃だ。

　彼はエリオットに向かい、指をちょいと曲げてみせた。来い、という意味だろう。

　そっとベッドに起き上がったエリオットは、注意して足を下ろした。ふかふかの絨毯のおかげで革靴も音を立てない。ベッドサイドに置いてあった帽子をかぶる。

　翡翠は小声で言った。

「侵入者だ」

「え」

「おそらく二人組。テメェ、運動神経は良い方か？」

「え、いやあんまり」

「そうか。じゃあ中庭に飛び降りてホール駆け抜けるぐらいなら出来っか」

　それこそ冗談じゃない、ここは二階だ。彼とは金銭感覚だけじゃなく、運動神経の認識においても大いなる隔へだたりがあるらしい。

「たぶん、骨折すると思う」

　すると翡翠は小さく舌打ちした。

「仕方ねえな。じゃ、ついて来い。俺から離れんなよ」

　翡翠はバルコニーに通じるドアを静かに開けた。するりと音も無く出ていく。

　エリオットもなるべく足音を立てないよう、彼に続いた。緊張で喉が渇いてくる。さっき運動神経が良いと答えていたら、翡翠は自分に何をさせるつもりだったのかも気になる。

　彼は隣室へのバルコニーの柵さくをひらりと跳び越えた。

　そんな真似など出来ないので、片脚ずつよじのぼり、下を見ないようにして乗り越える。運動神経には自信が無いが、長い手足を与えてくれた両親には感謝することとしよう。

　隣室のバルコニーも横切ると中庭への階段だ。翡翠に続き、息を潜ひそめて降りていく。

　夜は止まっている噴水の横を通り抜け、ホールへ抜けようとした時、いきなり翡翠にグイッと腕を引かれた。

「うわっ」

　と、よろめいた瞬間に髪を何かが掠かすめる。ビィインというかすかな音に振り返れば、壁に小さな矢が刺さっている。

「走れ！」

　背中を押されるまま、ホールに向かって駆けた。また頰を何かが掠める。背後でピスッ、ピスッ、と音がする。あれはきっと、サイレンサー付きの拳銃の音。翡翠が反撃しているのだ。

　ホールに転がり出たエリオットは、宿の扉に飛びついた。鍵が壊されている。きっと侵入者たちの仕し業わざだ。

　通りに駆け出ると、追いついてきた翡翠に腕をグイッと引かれた。

「来い！」

　彼について走りながら必死に尋ねる。

「さ、さっきの吹き矢だよね、博物館で見たことある」

「ああ、やべえな。スズメバチの奴、こっちの部族を雇やといやがった」

　こっちの部族。ならばベルベル人か、それとも砂漠に無数にいるどれかか。彼らが千年も闘争を繰り返し、武器を発展させてきたのはエリオットも知っていた。

「武器の射程は短みじけぇが、奴ら夜よ目めが利きくからな。地の利もある」

　月光に照らされた迷路のような街を駆けながら、翡翠は冷静にそう言った。

「どこに逃げるの」

「さあな。とにかく走らせて、一人ずつ始末するしかねえ──おらよ、一！」

　角を曲がりざま、翡翠は狙いもつけずに手元で銃を撃った。

　壁の上の黒い影が音も無く路上に落ちていく。

　──え。

　今のは。

「ボサッとすんな！」

　呆然としていたエリオットは翡翠に腕を引っ張られ、再び走り出した。

「あの人……」

「あれは死んだな。当たったかどうかは感触で分かる」

　死んだ。

　自分の目の前で人が死んだ。

　殺さなければこっちが殺される。それは理解できる。でも。

　目の前がぐるぐる回る。ひたすら走り続け、もう何が何だか分からない。全身で息をして、足がもつれそうになる。

「よし、二」

　そう呟いて、翡翠は前方で待ち伏せしていた敵を撃った。エリオットには全く見えなかったが、黒い布をかぶって曲がり角に潜んでいたようだ。

　二人目が死んだ。その事実を飲み込む間もなく物陰に引っ張り込まれ、細い通路を抜ける。

　ようやく翡翠が立ち止まったので、エリオットもゼーゼー言いながら足を止めた。今にも倒れ込みそうだ。

　気がつくと自分たちは小さな広場にいた。

「どの辺に出ちまったんだ」

「たぶん神学校だよ。この街にいくつかあったはずだ」

　月光に照らされたアラベスク紋もん様ようの建物は息を飲むほど美しい。

　だがエリオットは、目の前で二人の人間が殺されたという事実で膝が震えていた。これは映画やドラマじゃない。現実に起こったことで──ああ、何て血塗られた魔法の街なんだ。

　ふいに、翡翠がぐらりと倒れそうになった。

　慌てて抱き留める。

「翡翠!?」

「……うっせ、放せ」

　エリオットの手をふりほどき、翡翠はよろよろと壁際まで行くと座り込んだ。様子がおかしい。

「どこか怪我──」

「大したことねえ、いいから水探して持ってこい」

　ようやくエリオットは、翡翠の腕に五センチほどの傷があるのに気づいた。吹き矢がかすったのだ。

「これ、何か毒が」

「ただの痺しびれ薬だ、死にゃしねえ。スズメバチはテメェを生いけ捕どりさせたかったみてえだな」

「ま、待ってて」

　慌ててエリオットが立ち上がった、その瞬間だった。




　──今だ！




　『声』が聞こえた。すぐ側そばに誰かいる。

　エリオットは振り返って屋根の上を指さした。

「翡翠、あっちだ！」

　そう叫んだ瞬間にはもう、翡翠は発砲していた。

　月を背景に揺らいだ敵の身体が、どさりと広場に落ちてくる。

　倒れた男の胸から血が広がっていくのをエリオットが呆然と見つめていると、翡翠が声を荒げた。

「ぼさっとすんじゃねえ、奴の手の銃を蹴けって離せ！　死亡確認しろ！」

　震えながら倒れた男に近づいた。自分の歯がカタカタ鳴っている。

　男の手に握られた銃を蹴り飛ばそうとしたが、固くて取れない。仕方なく足で踏みつけたまま、男の首筋に手をやる。

　まだ温かい。──だが死んでいる。

「死んでるよ」

「よし」

　エリオットの革靴は血に濡れていた。死体の温度が手から離れていかない。

　自分はたった今、おのれの意志で人を殺した。

　さっきまでは翡翠が撃ってくれていた。否いや応おうなしだと言い訳が出来た。

　だが命の危機に陥おちいり、自分は翡翠に頼んだ。「あの男を殺してくれ」と。

「そいつ、白人に見えんな」

　そう言われ、エリオットは見たくもない死体の顔にちらっと視線を走らせた。

「そうみたい」

「この写真で確認しろ。スズメバチ本人かもしんねえ」

　翡翠の息は荒かった。声も弱くなっている。

「翡翠、先に治療を」

「いいから確認しろ！」

　写真を突きつけられ、エリオットは息を飲んで受けとった。死体の側にしゃがみ、見比べてみる。コーカソイド、ゲルマン系、三十代ぐらいだろうか。月光下で目と髪の色はよく分からないが、特徴的な鷲わし鼻ばなは確かに似ている。

「本人だと思う」

「よし」

　そう言うなり、翡翠はずるずると石いし畳だたみに崩れ落ちた。

「翡翠!?」

「……水を……」

「分かった！」

　必死に辺りを捜し回り、井戸を発見した。つるべから桶おけを引きちぎって、満杯の水を翡翠の元に運ぶ。

　傷を洗って裂いた布で縛しばったが、すでに薬は身体に回っているようであまり意味は無い。かなり発熱しており、ひどい汗だ。

「医者を探そう」

「駄目だ、テメェは今すぐフェズを離れろ」

「でも」

「バスでもタクシーでもヒッチハイクでもいい、一刻も早くこの街を出て、出来れば入国したのと違うルートで出国しろ」

「分かった、でもまずは翡翠の治療を」

「この手の薬なら前に喰らったことがある、せいぜい後一時間の効き目だ。動けるようになったら死体の始末しなきゃなんねえ」

　それでもエリオットがためらっていると、翡翠はまなじりをつり上げて怒鳴った。

「テメェを守れって琥珀さんに言われてんだよ！　事後のゴタゴタに巻き込ませるわきゃいかねえんだ、さっさと行け！」

　緑の目は燃えるようだった。

　任務を無事に完了させたいというより、琥珀の期待を裏切りたくないという意思が見て取れる。

　彼は、しっしっ、と手を振った。

「行け。スズメバチが死んだからには、琥珀さんと俺はもう二度とテメェに関わらねえよ。じゃあな」

　エリオットは無言で立ち上がり、帽子を脱いで胸に当てた。翡翠に向かってゆっくり一礼する。

　彼は返事をせず、煙草に火をつけようと、ライターをカチカチやっていた。

　広場を離れたエリオットは言われるままに街を出て、来た時とは別の街から船に乗った。地図を見ながら一番早くロンドンに帰れるルートをぼんやりと探す。

　今日のことは一生忘れられないだろう。

　五年前は琥珀と一緒に初めて人の命を救った。

　そして今日、翡翠と一緒に初めて人を殺した。

　彼が、エリオットの人生を変えた二人目の男だ。










　三人目と会ったのは、正確に何歳の時と言っていいのか分からない。

　だが、彼と永遠に別れた日時ならばはっきりと言える。

　十九歳になったエリオットは、オックスフォード大学で神経科学の研究にいそしんでいた。実験と論文執筆に精を出し、気分転換には古い街を散策した。イギリス最古の大学都市は各カレッジや教会など歴史ある建造物が多く、豊かな緑にも溢れ、詩人に「夢見る尖せん塔とうの街」と評されたほど美しい。

　他分野の講義へも相変わらず勝手に出席していたが、他カレッジからの「潜り込み」学生の数を誇ほこりとする教授も多かったので目をつぶってもらえた。容よう赦しゃなく与えられる専門の課題の合間に、ガウェイン詩人やティオワカンの月のピラミッド、欧州貴婦人の髪型流行史などを学ぶ。新しい知識を得ること、それがエリオットにとって何よりの息抜きだった。

「おいおい、息抜きにはパブって決まってるだろ？」

　学友からそう言われ、何度かパブにも引っ張って行かれたが、エリオットはどうしてもあの場所が苦手だった。無数の興奮した『声』に満ちているからだ。

「ごめん、パブって頭が痛くなるんだ」

「頭痛なんざギネスの二、三杯も重ねれば吹っ飛ぶぞ」

　エリオットは苦笑した。ビールさえ、ウィスキーさえ、ワインさえ飲めば大丈夫。アルコールを宗教のように崇あがめる人々はそう主張するが、自分が最も苦手とするのがスポーツ観戦、祭り、酒場である。どれだけ誘われても行きたくない。

　付き合いが悪いだの宇宙人だの言われてもエリオットは平気で、自主的に文系の勉強にも取りかかっていた。

　──命の意味を、知りたかったからだ。

　七年前、琥こ珀はくと自分が救った命はいくつあったのだろう。

　それは二年前、翡ひ翠すいと自分が奪った命の数と釣り合うものなのか。

　既き存そんの宗教には頼りたくなかった。だから自分で何度も何度も考え、最新の生物学や医学と著名な文豪たちの見解を重ね合わせ、自分なりの哲学が導き出せないかともがいていた。

　そして、そんなことをしていた理由はもう一つある。

　この自分の力だ。

　あの時、スズメバチの命を奪ったのはエリオットの能力だ。敵に気づかなければ翡翠と一緒に撃たれていただろうし、後悔はしていない。

　だが、この能力が恐ろしい武器にもなりうるのだと初めて認識した。

　悪用すれば政府要人でも簡単に操あやつれるだろう。何せ心の一部がのぞけてしまうのだから、言葉巧たくみに偉い人を誘導し、戦争を始めることさえ出来るはずだ。

　今まではただ天から授さずかった力だと呑のん気きに構えていたが、自分は核かく弾だん頭とうを背負って生きているのも同じだと気がついた。

　他人を操りたいという欲望が、いつか自分に湧き上がらないとも限らない。そんな日が来ないように、能力を抑よく制せいするべきなのか。そのためには早く神経科学で自分の能力を解明し、それを奪うことも考えないといけないのか。

　生まれて初めて、ＳＦ小説で苦悩するサイキックたちの気持ちが理解できた。

　彼らは自分がモンスターなのかと恐れているのではない。

　モンスターになるのではないかと恐れているのだ。

　そうして悩めるエリオット青年が、それでも表面上はニコニコ飄ひょう々ひょうとオックスフォード生活を送っていた四月のことだった。

　大学の植物園に早咲きの薔ば薇らが咲いたある日、青天の霹へき靂れきの事件に遭遇した。

　それはもう、足元が割れて崩れていくような感覚で、聞いた時には床にへたり込んでしまった。

　その夜、エリオットは生まれて初めて自主的にパブに行った。

　どの店でも良かった。ただ独りになりたかった。なるべく大学関係者が少なそうな半地下の陰気な店を選び、最さい奥おうのテーブルを陣取った。人気の銘柄など分からないので、カウンターの一番端のビア・タップを指さす。

　適当に選んだビールはちっとも美お味いしくなかった。

　苦いばかりで、炭酸が喉のどに沁しみる。みんなどうしてこんなものが好きなんだろう。

　それでも無理に飲んだ。噂によれば、泥でい酔すいすれば嫌なことは全て忘れられるのだそうだ。

　何杯目か分からないお代わりをしようと立ち上がった時、足元がふらついた。

　その腕を誰かにつかまれる。

「そのぐらいにしておけ」

　エリオットは彼の顔を呆然と見つめていた。自分はもう酩酊状態なのか？

「……琥珀、さん？」

「座れ」

　すとんと椅子に戻された。まだボーッとしたまま、目の前に座る男を凝ぎょう視しする。

　やはり七年前、十二歳の時に一度会ったきりの琥珀だ。秘密の大冒険の相手。すでに三十は過ぎているだろうが、あまり変わっていない気がする。

「えらく酔ってるな」

「酔いたかったからです」

　なぜ彼がオックスフォードにいきなり現れたのか、理由はさっぱり分からなかった。

　だが突然、涙が出そうになった。

「琥珀さん。僕は今日、生まれて初めて人を殺したいほど憎みました」

　気がつけば唐突に告白していた。

　目の前の彼は、少年時代の輝かしい思い出の象徴だ。

　今、自分は辛くて苦しくて、もがくことも叫ぶことも出来ず、彼にすがろうとしている。

「自分の中にあれほどの憎悪があったなんて、知らなかったです」

「それは幸いだったな」

　琥珀は淡々と言った。皮肉でも何でもなさそうだった。

　それで初めて気づいた。

　彼はおそらく元軍人だ。戦争中、普通の人間に殺意と狂気が芽生えていく様を何度も目撃したことだろう。

　その静かな表情を見て少し落ち着いたエリオットは、ぽつぽつと話し始めた。

「僕の専門は神経科学です。人間の脳の活動を数式化し、いずれコンピューターと連動できないかというのが研究テーマです。アイデアを得たのは二年前、ちょうど翡翠に会った頃でした」

　それから二年間、夢中になって研究した。寝しん食しょくも忘れ没ぼっ頭とうするとはあのことだった。

「恩師であるラッセル教授も応援して下さいました。先せん鋭えい的てきすぎるとリジェクトされた論文も絶対に大丈夫だと励はげましてくれ、いくつもアドバイスを頂きました」

　巨人の肩の上に立つ、という言葉がある。

　フランスの哲学者ベルナールが最初に言ったとされ、先人の研究結果の積み重ねの上にこそ、新しい発見はある、というような意味だ。

「アイザック・ニュートンもこれに基づいた手紙を書いたそうです。自分が彼方かなたを見渡せたのは、それはひとえに巨人の肩に乗っていたからだと。ラッセル教授はそう教えてくれました」

　エリオットは、自分も巨人の肩に乗りたかった。

　いくつもの論文を読み、資料をかき集め、少しずつ少しずつ巨人をよじ登っていった。そうして先日、ようやく新しい論文の原形が完成した。後は推すい敲こうし、学術雑誌に投稿するばかりだった。

　だが今日、エリオットはその論文が他人によって盗とう用ようされ、発表されていることを知った。

「──ラッセル教授だったんです。僕の論文を盗んだのは」

　論ろん旨しどころか研究データの結果まで剽ひょう窃せつされていた。要するにエリオットの論文がほぼ、ラッセル教授の名前で発表されたに過ぎない。

「入学した時から大好きな先生で、ずっとずっと尊敬していました。まさか学生の研究を丸ごと盗むなんて、考えもしなかった」

　頭が真っ白になるほどのショックを受けたエリオットだったが、我に返ると教授室に抗議に行った。

　論文の発表を取り消し、エリオット・アダムズの名で発表し直させて欲しい。さもないと大学の審査委員会に訴えると。

「すると、ラッセル教授は眉一つ動かさず、こう言いました」




　──確かに君はよく私の研究を手伝ってくれたが、それを自分の成果にしたがるのは強欲ではないかね。




　啞あ然ぜんとした。

　だが悔しいことに、訴えたところで勝ち目は無さそうだった。ラッセル教授は実際に何度もエリオットにアドバイスをしていたし、実験室にも顔を出していた。あれをエリオットに「手伝わせていた」と教授が主張すれば、審査委員会はそちらを信じるだろう。

「狡こう猾かつでした。論文盗用において証拠が残りにくいやり方を彼は熟じゅく知ちしていたんです」

　さらにラッセル教授は、共きょう著ちょ者しゃにコンピューター工学のホワイト教授の名も連つらねていた。こちらはほぼ名前を借りただけだが、れっきとした大学教授二人と学生では、どう考えても勝ち目は無い。

「僕が何よりショックだったのは、これだけ責められているのに、ラッセル教授の『声』が全く聞こえなかったことです」

　盗用を糾きゅう弾だんされても、彼の心は一ミリも動かなかった。『声』どころか、小さな『泡』さえも湧かなかった。

　おそらく彼は何年も何十年も学生の研究を盗み続け、心が完全に麻ま痺ひしているのだ。人を殺し続けて虚うつろになってしまったベトナム帰き還かん兵へいみたいに。

「僕は、教授の穏やかなところが好きでした。他の教授たちと違って怒りや呪いの『声』を吐いたりせず、常ににこやかでした」

　彼はいつもの微笑みを浮かべたまま、激げっ高こうするエリオットを眺めていた。心にわずかな波風さえ立てず。

　目の前が真っ赤に染まるほどの怒りが湧いた。

　だが同時に、泣きたくなるほど悲しくなった。

　こんな手ひどい裏切りを受けておきながら自分はまだどこかで、これは悪い冗談なんじゃないか、彼が笑いながら「もちろん論文は君に返すよ」と言ってくれるんじゃないか、そう信じたがっていた。

　ラッセル教授は薄笑いを浮かべた。




　──まあ、君が手伝ってくれたのは本当だからね。共著者として三番目に名前を載せてもいいが、どうするね。このまま自分の成果だけを主張し続け、学会にいられなくなるよりいいのでは。




　それは言外に、共著者で我慢しろ、もし全面対決するなら学会から永久追放するぞ、と脅おどしていた。

「相手は著名な研究者としてサーの称しょう号ごうを授かった権力者です。彼が一声かければ、僕なんか吹き飛びます」

「大学の審査会ではなく、イングランドの司法に頼ることは出来ないのか。有能な弁護士を立てて」

「それは無理です。大学は何百年も国家権力と戦って自治を勝ち取ってきました。傷害や殺人ででもない限り、論文盗用ぐらいで外部の司法には頼れないんです」

　どれだけ泣いてもわめいても、共著者で我慢するしか道は無いのだ。それも、教授二人の名前の下に一段小さなフォントで記しるされた名前で。

　きっと自分は、いつの間にか能力を過信していた。『声』に頼りすぎてラッセル教授という人を読み誤あやまってしまったのだ。

「僕は……僕の足で巨人の肩から地平を眺めたかった。それだけなのに」

　これでもう、あの論文がどれだけ評価されようと後世に残るのはラッセル教授の名前だけだ。「彼の」論文の引用は積み重ねられ、巨人の肩はますます高くなっていくだろう。

　エリオットは自嘲気味に言った。

「驚いたでしょう。崇すう高こうで在あるべき学問の世界がこんなに汚いだなんて」

　すると琥珀はわずかに目を細めた。──笑っている。

「いや、軍隊とよく似ている」

「そうなんですか。どこも一緒なんだな」

　そう答えながらも、エリオットは少し驚いていた。

　七年前の琥珀は完全なる虚無だった。表情はほとんど動かず、声音も一本調子だった。

　だが今、目の前の彼は空っぽではない。

　相変わらず『声』も『泡』も聞こえないのは元来の冷静沈着さのせいだろうが、今はこうして、静かな笑みを浮かべることさえ出来るようになっている。この七年間で、琥珀に何があったのだろう。

　彼はこともなげに言った。

「借り物の靴で登る奴は、いつか絶対に踏み外すぞ」

「……そう、ですかね。踏み外して転げ落ちてしまえって願ってる自分はいますけど」

　エリオットはテーブルに肘ひじをつき、額に手を当てた。

「僕の能力を使えば、周囲の教授の『声』を集めて、ラッセル教授を責める方向に学内を誘導することだって可能なんです」

「……」

「でも、一度でもそれをやってしまえば絶対に二度、三度とやってしまう。能力で論文を取り返し、自分が教授になったとしたら、今度は能力で学生を操って研究を奪う側に墜おちるかもしれない」

　きっと転がり落ちるのは驚くほど早いだろう。麻痺状態に陥おちいり、いつかラッセル教授のようなモンスターになってしまうのだ。

　琥珀が静かに言った。

「いったん、巨人から離れることは出来ないのか」

「……研究を諦めろって言うんですか」

　共著者になるのを突っぱね、ラッセル教授から学会追放される。そんな道も確かにある。

　だが、二年も続けてきた研究をみすみす渡してまで？

「巨人はどこにも行かないだろう。地平の彼方だってずっとそこにある。いったん巨人から降りろ」

「──でも」

「お前が危き惧ぐしているとおり、大きすぎる能力を使いこなすのは難しい。大半が道を誤る」

「……」

「その能力と知性が間違った方向に使われれば、一国を滅ぼすのも簡単だ。俺はそんなお前を見たくない」

　琥珀は真剣だった。

　なぜこのタイミングで彼が現れたか分からないが、エリオットの危機を知って駆けつけてくれたのだけは間違いない。

「巨人はどこにも行かない。静かにそこに立っている。確かにそうです」

　すでに心は揺れ始めていた。

　オックスフォードから追放されたって、世界中どこにでも大学はある。独学で研究を続け大成した学者もたくさんいる。なぜ、石造りのあの大学だけがこの世の全てだと思い込んでいたのだろう。

　だが琥珀が次に言ったのは、予想外のことだった。

「俺と燭しろ銀がね街がいに来い」

「……燭銀街？」

　東洋の魔ま窟くつとして有名な街だ。

　歴史的経緯から各国が領有権を主張し合って紛ふん争そうに次ぐ紛争、あげく自治団やマフィアの台たい頭とうもあって主権が放棄されたらしい。要するに無法地帯だ。

「俺と翡翠は今、あの街で護衛ボディガードをやっている。だが調査員がいなくてな、お前ならぴったりだ」

「あ、あの──」

　次の行き先としてアメリカの大学を幾いくつか思い描いていたエリオットは、予想外すぎるオファーに絶句してしまった。

　この自分が、琥珀と翡翠と一緒に護衛だと？　しかも悪名高い燭銀街で？

「うるさい街だが退屈はしない。お前の能力の訓練にもちょうどいいだろう」

「琥珀さん、その」

「それに、もし」

　彼は真まっ直すぐにエリオットの目を見て言った。




「お前が道を誤りそうになったら、俺が引きずり戻してやる」




「──行きます」

　反射的に答えていた。

　この男になら自分の手た綱づなを預けてもいい。直感でそう思った。

　琥珀がわずかに微笑む。

「そうか」

　その顔を見て、エリオットは自分が家族でも友人でもない、新しい仲間を得たのだと知った。やにわに見知らぬ東洋の街への期待が高まってくる。ワクワクして言った。

「琥珀、翡翠の仲間となれば、僕も宝石のコードネームが必要ですよね」

「別に決まってるわけじゃないが」

「いや、揃えたいです僕が。えーと何にしよう、誕生石は真珠だけど、どうもイメージじゃないし」

　あれこれ指を折って数えていたエリオットだったが、ふと、テーブルでふやけたコースターが目に入った。店名が印刷された、ありふれた厚紙のものだ。

　そこには「The coralコーラル」と書いてある。──運命だ。

「珊さん瑚ご。僕、コードネームは珊瑚にします」

「いいんじゃないか。似合ってる」

「そうですか？　何か嬉しいな」

　スーッと目の前が晴れるようだった。

　世界は広く、まだ新しい。それをこの半地下の薄暗いパブで教えられた気分だ。

「入団試験とかは無いんですか？」

「こちらが誘ったんだからそんなものは無いが……そうだな。もし出来るなら、ラッセル教授に一泡吹かせてやれ。お前の能力じゃなく、頭脳で」

「うーん、考えてみます」

　思いもよらない提案だった。

　そうか、何もラッセル教授から論文を取り戻すのに、能力を使うしか方法が無いわけではない。自分にはこの頭脳があるではないか。

　そして、十秒で思いついた。

「じゃあ明日、仕返ししてきます」

「速いな」

　琥珀が苦笑する。やっぱり七年前とは雰囲気が違っていて、ついついこっちも釣られて笑う。

「それより琥珀さん、どうして今日、オックスフォードに来てくれたんですか」

「お前が恩師とトラブルになっていると聞いてな。たまたま欧州にいたから飛んでこられた」

「誰に聞いたんですか？」

　学内に彼の友人がいるとは、とても思えないが。

　すると琥珀は言った。

「誰だと思う。推理してみろ」

「……」

　エリオットはしばらく、瞬まばたきもせずに琥珀を見つめていた。彼と出会ってから今日までの日々が走そう馬ま燈とうのように脳のう裏りを駆け巡る。

「分かりました。あなたは仕事で極きょく左さ組織を調べていましたよね。ああした組織の勧誘は有名大学でひそかに行われることが多い。それを監視するため、各国の情報部員も張り込んでいる。あなたへの情報提供者は、その誰かではないですか？」

「その通りだ。やはりお前は頭の回転が速い」

　先生に褒ほめられたようで嬉しかった。

　ラッセル教授という存在を失ったばかりなので、余計にそう思うのかもしれないが。

「そして、あなたがまだ僕を気にかけていてくれるということは、スズメバチが生きているかもしれないと考えてるんですね」

「翡翠が撃った死体は確かに写真とそっくりだ。だが出回っている写真そのものが偽物だという証言が新たに出た」

「そうなんですか……」

　まだ生きているなら絶対にエリオットを狙ってくるだろうが、少なくともこの二年間は何の音おと沙さ汰たも無かった。今さら何か仕掛けてくるだろうか。

　考え込んでいると、琥珀が淡々と言った。

「だが、スズメバチの件だけで気にかけてたわけじゃない。純粋にお前の能力が惜しいと思ったからだ」

　その言葉は今の自分には何よりだった。ありがとうございます、と口の中で呟く。

「じゃあ、俺はもう行く。準備が整ったらいつでも燭銀街に来い」

　席を立った琥珀に連絡先を渡され、エリオットも慌ててよろよろと腰を上げた。まだ酔いが足元に残っている。

「僕も仕返しの準備があるんで帰ります」

　お互いに立ち上がって、エリオットは初めて気づいた。思わず目を見開いてしまう。

「──あなたと目線が変わらない！」

「何？」

「びっくりした、七年前は首が痛くなるほど見上げてたのに」

　彼は苦笑した。

「当たり前だろ。お前は成長したんだ」

　自分の記憶の中の彼がずっとずっと大きかったので、本当に驚いてしまった。そうか、自分はいつの間にか大人になっていたのだ。

　琥珀とはパブの前で別れ、エリオットは研究室への道のりを急いだ。さっきまで地獄の最下層を歩いているようだったのに、今は飛ぶように足取りが軽い。

　これまでのデータをひっくり返し、エリオットは徹夜で作業した。昼間の騒ぎを知っている学生たちが心配して見に来たが、大丈夫だからと追い払った。

　明け方に少し眠ったエリオットは、学寮でシャワーを浴び、糊のりのきいたシャツに着替え、身の回り品をトランクに詰め込んだ。残りの品は業者に頼んで処分してもらおう。

　そうして戦闘態勢を整え、正午、大学教授が集う食堂ホールへと向かった。

　十四世紀のゴシック建築で、いくつもの尖塔とステンドグラスも壮そう麗れいな、オックスフォード大学で最も美しいとされる建造物だ。学生は教授に招かれない限り遠慮するのが暗黙のルールになっているが、エリオットは構わず乗り込んだ。

　歴代学長の肖しょう像ぞう画がが見下ろす中に長テーブルが並んでおり、昼間だというのに古めかしい燭しょく台だいに蠟ろう燭そくが灯ともされている。伝統と権威が最大限に演出されたこの空間で、ラッセル教授は有力者の教授たちと一緒にランチを囲んでいた。

　有あり難がたいことに、奪われた論文の共著者に名を貸したコンピューター工学のホワイト教授もいる。──実に好都合。

　つかつかとラッセル教授に歩み寄ったエリオットは、彼らに声をかけた。

「ご歓談中、失礼いたします」

　にこやかに言うと、彼らは怪け訝げんそうにこちらを見上げた。ラッセル教授は無表情だ。

「ラッセル教授、今日はおいとまを申し上げに参りました。たった今、退学届を出してきたところです」

　彼は眉ひと筋も動かさなかった。

「そうなのかね。それは残念だ」

「つきましては教授、僕の罪を告白させて頂かなければなりません」

「……罪？」

「教授のご指導のもと繰り返した実験ですが、データに誤りがありました。ほら、ＣＤＣ６６００の冷却装置、最近よく故障してたでしょう？　その間、データを手書きでノートに取っていたんです」

　エリオットはノートをラッセル教授の前にばさっと投げ出した。古びてボロボロになった、自分の血と汗と涙の結晶だ。

「もちろん、その後ちゃんと打ちこみ直しました。だけど、ああ神様お許し下さい。ビールで酔っ払っていた僕は、数値を間違えてしまったんです。そもそもノートにビールをぶちまけちゃいましたしね、ほら」

　ノートをめくり、ふやけたページを見せた。ペンの文字が滲にじみ、何が何だか分からなくなっている。

「でも、僕は敬愛するラッセル教授のお叱りが恐ろしくて、どうしても数値の誤あやまりを言い出せませんでした」

　──ぷつり。

　ぷつ、ぷつ、ぷつり。

　ラッセル教授から『泡』が聞こえ始めていた。どす黒い、油ゆ膜まくを張ったような『泡』が。

「教授はいつもおっしゃっていましたよね。データの再現性は何よりも大事であると。同条件ならば誰が実験しても同じ結果が得られるべきだ、それが科学だと」




　──おおおおお、おおおおお。




　そんな低い『声』が響きだし、エリオットの頭ず蓋がい骨こつを震しん撼かんさせていた。恐ろしいまでの低音だ。

「しかし残念ながら、このデータに再現性はありません。もちろん正しいものが大部分ですが、正直、僕もどこが間違いか分からないんです。発表した論文はすみやかに撤てっ回かいしないと、執筆者お二人の名誉が──」

「き、君っ、それは本当かね!?」

　ホワイト教授が慌てて椅子から立ち上がった。ただ名前を貸しただけとはいえ、共著者としての責任が彼にもあるのだ。

「はい、さっき神様に罪を告白してきたところです。そして責任を取るために自主退学もしました」

　いまやラッセル教授の『声』は嵐のようだった。怪物のような唸うなり声がエリオットの脳内で渦うず巻まいている。

　ホワイト教授が激高した。

「自主退学で済むと思うのか！　審査会にかけて放校処分がふさわしいぞ！」

　エリオットはにこりと笑った。

「まさか。このお優しいラッセル教授がそんなことはさせませんよ。──ねえ？」

　ラッセル教授がガタッと椅子から立ち上がった。

　土つち気け色いろの顔になり、脂あぶら汗あせをだらだらとかいている。

　あのデータが正しいと誰よりも知っているのはラッセル教授だ。だが共著者と他の教授たちの前で、弟子の学生からデータねつ造を告白されてしまった。

　今や食堂ホールは静まり返っていた。

　全員がエリオットとラッセル教授を凝視している。

　エリオットは彼の前に立つと、はっきりと言い放った。

「僕は僕の靴で巨人の肩に登ります。借り物の靴を何足持っていようと、あなたに真の地平線は見えない！」




　これがエリオットと元恩師の物語ではあるが、彼は三人目の人物ではない。誰の人生にも登場する、よくあるタイプの敵に過ぎない。

　ただ勇気を持って敵と戦えたのは、一人目と二人目との出会いによるところが大きいとエリオットは思っている。

　あの二人の強さを知っているから、自分も強くなれたのだ。










　燭銀街に向かったのは、その食堂を出てすぐだった。

　トランク片手にタクシーで駅へ急ぎ、空港行きの特急に飛び乗ったのだ。

　オックスフォードに大騒ぎを残しての素早い逃亡だったが、エリオットはどこかすがすがしかった。香港への飛行機の中でもぐっすりと眠れた。

　これで自分の論文は守ることが出来た。

　もう二度と世に出せないものとなってしまったが、敵の手柄にするぐらいなら刺し違えた方がマシだ。

　実験なら何度でもやり直せる。じっくり見直せば論旨の穴も見つかるだろうし、また一から書き直せばよい。だって巨人はいつでも立っている。地平線はずっとそこにある。

　機内で爽やかに目覚めた珊瑚は、空港で買った初級広カン東トン語の本を熱心に読んだ。文法はそう難しくなさそうだが、この発音の複雑さはどうしたことだ。同じ母音に声調が六つ？

　四苦八苦していると、隣の親切な香港人女性が発音のレッスンに付き合ってくれた。着陸前に「無料レッスンどうもありがとう」と礼を言えば、「あなたが若くてハンサムだからよ」と微笑まれる。実に幸さい先さきが良い。

　香港で飛行機を降りたとたん、チャイナタウンの匂いがした。

（何なんだろうなー、この匂い。モロッコの香辛料とも違うし、独特だ。アニス？　シナモン？）

　しかし腹が減る匂いだ。おととい琥珀と会って以来緊張の連続だったが、いつの間にか自分は激しい空腹を感じるほどに元気を取り戻していたらしい。

　空港のスタンドで牛肉の乗ったヌードルを食べながら、ようやく辺りを見回す余裕も出てきた。当たり前だがアジア人が多く、自分は頭二つ分ぐらい飛び抜けた巨人になった気がする。

　言葉も不思議で、ボストンやロンドンのチャイナタウンの響きともまた違う。そもそも中国語でさえないのかもしれないが、自分にはまだ、聞き分けが難しい。

（ユーラシア大陸の東の端に来ちゃったなあ）

　アフリカ大陸は北の方を少し踏んだだけだったが、それでも感動した。ユーラシアの東に到達した今は、しみじみと喜びがこみ上げてくる。

　──世界は広い。自分はまだ十八だ、どこにでも行ける。

　昼食を終えてから、琥珀にもらった連絡先に電話をしてみた。交換台を通してつないでもらう。

　聞き慣れない呼び出し音がしばらく続き、不在かと思っていると、ようやく相手が出た。

『喂ワイ』

「あ、翡翠？　うわっ、広東語しゃべってる！」

　聞き覚えのある声に嬉しくなってそう言うと、あちらは一瞬、黙り込んだ。英語に切り替わる。

『……琥珀さんには聞いてたけど、テメェ、ほんと来んのかよ』

　実に不満そうな声だった。相変わらずで苦笑してしまう。

「うん、もちろん。あ、今日からエリオットじゃなくて珊瑚って呼んでね」

　それには舌打ちの返事しかもらえなかったが、逆に質問された。

『つーか俺、琥珀さんからテメェのこと何も聞いてねーんだけど。ただのスズメバチの目撃者じゃなかったのかよ』

「えっ、そうなの」

　ということは、琥珀は珊瑚の口から翡翠に事情を説明させるつもりだろう。──この能力についても。

（まあ、そうだよなあ。琥珀さんより僕本人が言うべきか）

『俺、琥珀さんとテメェがどこで知り合ったかさえ知んねえんだけど。港にテメェを迎えに行くとか言ってたけどよお』

「そうなんだ、有り難い。じゃあ後で」

　受話器を置き、燭銀街行きのフェリーに乗った。

　モロッコで学んだので、トランクはしっかり胸に抱き、貴重品は見せびらかさない。万全のガード態勢で周りの客を観察して楽しむ。

（凄すごい、生きたニワトリ持ち込んでる。……あ、こっちは蛇へびの入った籠かごだ、何にするのかな？……うわ、女の子同士が怒鳴り合い始めた。……あのカードゲーム何なんだろう？　賭け事みたいだ）

　見るもの全てが目新しかった。

　隣のおじさんグループの弁当がやたらと美お味いしそうだ。茶色く煮込まれたぶつ切り肉や野菜、ゆで卵がライスの上に豪快にぶちまけられているだけなのだが、たまらなく良い匂いが漂ってくる。

　どうしても気になって、料理の名前を英語で尋ねてみたが通じない。身振り手振りで何とかしようとしていると、彼らは珊瑚が「味見させろ」と言っているのだと勘違いしたらしい。弁当の蓋ふたにひょいひょいと肉と卵を載せ、ビールと共に差し出してくれた。有り難く頂ちょう戴だいすることにする。

　通じない言葉で笑い合いながらも、珊瑚は決してトランクを離そうとはしなかった。笑顔を浮かべる彼らの目が、珊瑚の上等な服を油断なく観察しているのに気づいていたからだ。

　やがて燭銀街に到着間近とのアナウンスが入った。

　甲かん板ぱんに出たとたん、濃い潮の香りに包まれる。頭上の太陽が眩まぶしくて目が痛い。さすが熱帯だ。

　ようやく目が慣れた珊瑚は、額に手をかざした。

　──ああ、あれが燭銀街か。

　ゆっくりと近づく街を見つめた。

　天然の良りょう港こうであろう地形で、すり鉢ばち状の盆ぼん地ちにはびっしりと建物が並んでいる。ピカピカに光る高層ビルの真横にスラムらしき区画が見えたり、古い時代の西洋式建築の上に悪趣味な遊園地が建てられていたり、とにかくカオスだ。まとまりのなさでまとまっている、としか言いようが無い。

　だが、遠目にも街が蠢うごめいているのが分かる。

　熱気と瘴しょう気きと猥わい雑ざつなパワーが渾こん然ぜん一いっ体たいと渦うずをなし、燭銀街の上でとぐろを巻いているのが見える。

　港には、百年前から生きているみたいなジャンク船だらけの桟さん橋ばしもあれば、最新鋭の設備を備えた桟橋もあった。このフェリーはそのどちらでもない、適度に古くて適度にボロく、出迎えの人間が最も騒そう々ぞうしい桟橋へと着けていく。

（うわー、船舶への注意事項、いったい何ヵ国語で書かれてるんだ）

　そんなことさえ面白く感じて桟橋を見回していた珊瑚は、出迎えの人混みの中に琥珀の長身を見つけた。上気した頰でタラップを小走りに降りる。

「琥珀さん！」

　笑顔で駆け寄ると、彼もうっすら微笑んだ。

「琥珀でいい」

「じゃあ、琥珀。出迎えありがとう」

「行くか」

　彼と並んで桟橋を歩き出した珊瑚だったが、ふと、周囲の騒ぎに気がついた。船から降りて来たばかりの客が物売りの子供たちに囲まれ、激しく押し売りされているのだ。

「お守り！　スリに遭わないお守りだよ！」

「皮ペイ蛋タンおいし！　皮蛋おいし！」

「立派な茶チャー壺ウーがあると生活が潤うるおいます！」

　そのようなことを数ヵ国語でわめき散らしながら何人もで客を取り囲み、絶対に逃がさないぞ、との勢いでスクラムを組んでいる。スリ避よけお守りの子は売り文句を叫びながら客の財布をスっている。

　客の方も負けたものではなく、鞄や傘を振り回しながら子供を追い払おうとしているが、すばしこい敵相手では簡単にはいかない。とうとうキレたオッサンが一人の足首をつかんで海に放り投げ、男の子が皮蛋と共に放物線を描いて海に飛び込んでいく。

「あれは……」

「まあ、燭銀街名物だと思え」

　さすがに珊瑚も恐れ入ってしまった。ロンドンでもジプシーの子供の押し売りは見かけるが、ここまで凄すさまじくはない。

「あれがいるから迎えに来た。その格好のお前が一人で桟橋に降りたりしたら、冗談抜きで身ぐるみ剝はがされる」

　珊瑚は、異国の地に降り立つなり素っ裸にされてさめざめと泣いている自分を想像してしまった。実に恐ろしい。

「もしかして琥珀がいるから誰も来ないの？　怖がって？」

「違う。先に金を渡してあるだけだ」

　なるほど、「ゆっくり下船できる権利」を金で買っておくのか。そうでないとああいう目に遭あうわけだ。

「翡翠が初めてここに降りたときも酷ひどかったぞ。本気で子供とケンカして、五人ぐらい海に放り込んでた」

　その様子を想像して、珊瑚は思わず笑ってしまった。ブチ切れた翡翠の顔が目に浮かぶようだ。

「しかしこいつらは存外に賢かしこい。金を払った下船客は顔を覚えて絶対に寄らないし、それを破れば仲間内でリンチされる」

「なるほど子供押し売り組合の掟おきてなんだね」

　それにしても蒸し暑い。

　さすが南国、四月とはいえオックスフォードの真夏より遥かに気温が高い。磯いその香をはらんだ熱風に吹かれ、さらに汗が噴き出してくる。

　狂乱の桟橋を抜けて、街に入った。

　ぼったくりタクシーやぼったくり三輪馬車、ぼったくりバイクにぼったくりバスなどもあるらしいが、そう遠くないし歩いて行くと琥珀は言う。

（ぼったくりじゃない乗り物は無いのか……）

　街中も案あんの定じょうのカオスだった。

　一流ブランド店の前でおばちゃんがニワトリをむしっていたり、下半身丸出しの子供がしゃがんでオシッコをしたりしている。

　かと思えば、魚の干ひ物ものがびっしりぶら下がった屋台に全身ブランド品で固めた金髪美女が寄りかかり、アンニュイに干物を囓かじっている。

　だが珊瑚が最も興味深かったのは、人種の多種多様さだ。

　もちろん一番多いのは東洋人だが、白人黒人ラテン系なんでもいる。派手なアフリカの民族衣装とイタリアブランドスーツの二人が麵めんの屋台に並んで座っているのが面白い。

「ここは燭銀街の玄関口だからごった返してるだけだ。あとは高級住宅街だったりスラムだったり、それなりに区画は分かれている」

「さっきイタリア人街の表示が見えたけど」

「イタリア人街、フランス人街、イギリス人街、ロシア人街、日本人街、インド人街、タイ人街もあるな」

「アメリカ人街は？」

「アメリカ人はどこにでもいすぎて、わざわざ固まって住んでない」

「はは、そっか」

　そのどこにでもいるアメリカ人の人口を、今日から一人増やしてしまった。

　と、思ったとたんに派手な銃声が聞こえた。続いて複数の悲鳴。

　珊瑚は驚いて振り返ったが、周囲の誰も気にしていないようだ。

「あれも日常だ。慣れろ」

「……ハイ」

　今のはかなり距離があったから『声』は聞こえなかったが、近かったら恐怖の叫びが脳内に響いただろう。順じゅん応のうしなければ。静かなオックスフォードから来たばかりの珊瑚は、強烈な太陽と騒音と色彩に溢れかえったこの街に圧倒されそうだった。

　幸い、琥珀に連れられて入った区画はそこまで荒れてはいなかった。様々な商店や露ろ店てんが軒を連ねており、粥かゆ屋に飴あめ屋、青空散髪店、さらには瓶びん入りガソリンの店まである。スタンドから盗んできたものを小分けにして売っているそうだ。

　道ばたで洗濯しながらおしゃべりするおばさん、軒先で将しょう棋ぎをさす老人たち、パンツ一枚で走り回っている子供。港の喧けん噪そうに比べれば、のんびりした光景だ。

　珊瑚が何より喜んだのは、ずらりと並んだ輸入品店ストリートだ。世界各国の食材はもちろん、普通は手に入らない怪しげな品が軒先に並べられている。

　まるで路上博物館のようだった。見たこともない謎の商品も多く、ついついあれこれ買い込んでしまう。人も街並みも何もかもごった煮で、どの店をのぞいてもワクワクした。

　しばらく科学からは距離を置いて、博物学に没ぼっ頭とうしてもいいかもしれない。東西から集結した品々が並ぶ様に触発され、息抜きに学んだ歴史や民俗学の知識が急速につながり始める。

　珊瑚がそう考えていた時だった。

「着いたぞ」

　琥珀が立ち止まったのは、三階建ての西洋風ビルの前だった。

　だが、どう見ても普通ではない。

　巨大な熱帯樹が建物を覆おおい尽くし、枝や根がコンクリートの壁にめり込んでいるのだ。これでよく倒とう壊かいしないものだと感心したくなるバランスで、熱帯樹は屋上あたりで旺おう盛せいに葉を茂らせている。あれは榕樹ガジュマルか？　菩ぼ提だい樹じゅか？　ブーゲンビリアの赤い花が、南国の強い日差しに揺れている。

「……これは……廃墟？　それとも特大の植木鉢？」

「さあ。どう呼ぶかは知らんが、取りあえず俺たちは住んでる」

　覚悟していたよりずっと凄すさまじい建物だった。蔦つたで覆われた箇か所しょには壁のひび割れも目立つ。もしかしてこのビルは、植物の根により崩壊が食い止められているのかもしれない。

「こっちだ」

　琥珀に呼ばれて我に返ると、根の束に埋うもれかけた出入り口が見えた。ぽかりと空いた穴が通り道になっているらしい。

　その上には、蔓つるに絡まれた古い看板があった。




『déraciné宝飾店』




　フランス語と漢字が組み合わされている。

「デラシネ……は、根無し草か。琥珀、この漢字はどういう意味？」

「宝飾店という漢字らしい」

「へー」

　根無し草宝飾店。

　全くイメージの違う二つの単語が組み合わさって、不思議な響きになっている。

（根無し草か。今の僕にはぴったりだ）

　裕福な家庭を飛び出して外国に留学し、今度はそこも飛び出してしまった。

　だが人生に一度ぐらい、こんな時期があってもいいのかもしれない。

　珊瑚は琥珀に続き、看板の下の通路をくぐった。思い切り腰をかがめないと、帽子が木の根に引っかかってしまう。アナグマになった気分だ。

「琥珀、ここ毎日出入りするの辛くない？」

　自分と同じぐらい長身の琥珀に聞くと、もう慣れた、との返事だ。

　薄暗い一階でまず目に入ったのは壊れたショーケースだった。埃ほこりと蜘く蛛もの巣にまみれているが、あの形は見たことがある。

「ここ、もしかして昔は本当に宝飾店だったの？」

「らしいな。俺もよく知らん」

　床にも熱帯樹の根が侵しん食しょくしてところどころ割れているが、その隙間にきらりと光る何かが見える。目を近づけてみればアクセサリーのパーツだ。やはり昔はちゃんと経営していた宝飾店だったらしく、よく見ればレジカウンターもある。

　奇妙だったのが、二階に続く階段の前に古びたマットレスが転がっていたことだ。

　周囲には吸すい殻がらの溢れたビールの空き缶、薬やっ莢きょう、ガンベルトなどが散乱している。

「ねえ、琥珀、このマットレスってもしかして」

「翡翠の巣だ」

　巣。

　まさにそんな感じだった。近くのアクセサリー棚にはグチャグチャになった洗濯物が乱暴に詰め込まれている。

「床に服を脱ぎ散らかさないよう仕付けるのには苦労した」

　──だろうなあ。と、彼の食事マナーを思い出す。

　それにしても「仕付ける」、か。

（もしかして琥珀は翡翠の親代わりなのかな？）

　しかし詮索しても無駄だろうから、質問はしないでおいた。

　木の根を踏み越え、階段を上った。二階は意外にも明るく、広々としている。

「ここが事務所とリビングを兼ねてる」

「へー」

　小汚い天井には剝き出しの電線が垂たれ下がっており、ゴミやら何やら引っかかっている。

　壁には剝き出しの水道管が這はい、ひび割れから水がぽたぽた漏れ、ごちゃごちゃと貼られた手配書、写真には大きくバッテンをつけられたものもある。

　それでも調度品はそれなりに揃っており、廃墟じみたビルの内部とは思えない。しかも片隅にはちゃんとしたキッチンもついている。

　そして目の前には、凄すさまじい不機嫌オーラを放っている翡翠。

「やあ翡翠。今日からよろしくね」

　そう挨あい拶さつしたが、彼の表情は見事に「帰れ」だった。返事もせず、くわえ煙草でこちらを睨むばかりだ。

　それは気にしないことにして、珊瑚はもう一度リビングを見回した。

「いいね！　ここは外観のわりに中は綺麗だな。キッチンもちゃんとしてるし、調味料も揃ってる。誰か料理をするの？」

　意外に思って尋ねると、琥珀が無言で翡翠を示した。内心ますます驚いてしまう。あの行儀の悪い食べ方の彼が料理をするなんて。

「へぇ君が！　楽しみだなあ」

「ハァ!?　俺が!?　テメェのために料理するとでも!?」

　と、もの凄くチンピラ顔で絡からまれてしまったので、珊瑚は取りあえずニコニコと彼を見下ろした。今までの人生において凄すごまれるという経験がほとんど無かったので、対処法がよく分からなかったのだ。

　すると翡翠は馬鹿にされたとでも思ったか低くうなって威い嚇かくし始めたが、琥珀がその襟えり首くびをつかんで珊瑚から引き離した。

「よせ」

（……親代わりっていうか、トレーナー？）

　珊瑚が興味深く二人を見守っていると、小さな溜め息をついた琥珀が珊瑚に言った。

「来い、珊瑚。案内の続きだ」

　リビングに隣接した小部屋は琥珀の部屋らしい。鍵はかかっていないし用があれば入っていいが、まず断ること、と言われた。

　他人の部屋を訪れる時に断りを入れるなんて常識だと思うが、もしや翡翠はドアを開けながら「ちわーす」と挨拶するタイプだったのだろうか。

　三階に上がると、三つの空き部屋が並んでいた。

「ちなみにここは俺たちの所有じゃない。ただの空き部屋だ」

「え」

「だが誰も入らないから勝手に使ってる。一応、シャワーもあるしな」

「そ、そんなんでいいの？」

　琥珀によれば、燭銀街の物件は又貸しによる又貸しでオーナー不明に陥おちいっているものが多数あるらしい。誰に賃料を払えばいいのか分からない部屋も多く、二重、三重に取り立てられることもある。

「普通なら空き部屋には不法滞在者がすぐ入り込むんだが、ここは一階で翡翠が番犬代わりをしてるから来ないだけだ」

「へえ……じゃあ、宝飾店の敷地は一階と二階だけなんだね」

「いや、二階だけだ」

　琥珀が最初に借りたのは二階の二間だけだった。翡翠と二人なら賃貸のそれで充分だったらしい。

　だがオーナーがころころ変わって賃料が変動するので面倒になり買い取った。

「つまり、三階建てのビルで宝飾店がちゃんと所有してるのは二階だけ、あとは不法占拠の状態ってことか」

「そうだ。だが燭銀街では実力で部屋を奪い合うのが当たり前だから、二階だけでも金を払った俺たちはとても善良だと見なされている」

　もの凄い話だが、暴力がはびこる無法地帯では、琥珀と翡翠の実力はビル一棟分に値あたいすると考えればいいだろう。

「お前はこの三つのうちどれかを使え。一つはシャワーとトイレつきだから、他人の出入りが嫌なら止やめた方がいいと思うがな」

　どの部屋にも前の住人の生活用品が残っていた。避妊具とベビー用品が放置された部屋や、酒瓶と割れた注射器が散乱している部屋もある。怨おん念ねんが渦うず巻まいていそうで、正直どこも遠慮したい。

　それよりも珊瑚は、外から見えた屋上が気になった。

「登ってみてもいい？」

「ただの屋上だぞ」

「でも何か、よさそうなものがあった」

　屋上は熱帯樹に囲まれたサンルームだった。

　はち切れんばかりに成長した植物でガラスは粉々になり、鉄製の枠わくも曲がっている。

　緑の合間に垣かい間ま見みえる椅子は長年の風ふう雨うにさらされているが、中国趣味シノワズリの高級品のようだった。元々は蘭を育てていた部屋らしく、温度管理のため空調設備もある。

（そっか、昔ここは宝飾店だったんだし、初代オーナーは金持ちだったんだろうなあ）

　緑に埋もれたゴミ同然の骨こっ董とう品ひん。

　珊瑚はそれが何だかとても気に入った。いかにもデラシネではないか。

「僕、この部屋がいいな」

「ここで？」

　さすがに琥珀も驚いたようだったが、まあ好きにしろと言われた。

　リビングに戻ると翡翠にジロッとにらまれたが、珊瑚は彼にキッチンを使わせてもらえるよう頼んだ。返事は無くとも拒否はされなかったので、さっき露ろ店てんで買い込んできた「博物学的食材」で実験だ。ワクワクする。

　しかし不思議なのが、自分の巣はあれだけ乱雑にしている翡翠が、キッチンはそれなりに整えていることだ。

（この調理器具に調味料、男の適当料理ってレベルでもないよな……ちゃんと料理を勉強したことあんのかな）

　気になってしょうがないが、どうせ答えてくれないのは分かっている。

　あれこれ推測しながら鍋を煮込んでいると、やがて凄まじい臭いを放ち始めた。激怒した翡翠に怒鳴られる。

「料理は俺がやる！　テメェはキッチンに触るんじゃねえ！」

「えー、実験したいのにー」

　ごねてみたが、尻を蹴けられるようにキッチンから追い出されてしまった。










　翌日から珊瑚の巣作りが始まった。

　手伝いにと、琥珀が便利屋を呼んでくれる。

「王ワンさんだ」

　もの凄く小さく、もの凄くしわくちゃの爺じいさんだった。目がどこにあるのか定かではなく、常に口をモグモグさせている。

「このビルのメンテナンスは全て彼だ。水道やプロパンガスの調子が悪かったら頼んでいる」

　それは何だか意外だった。

　爆弾を解体するぐらい器用な琥珀のことだから、その程度の修理はこなしそうなものなのに。

「サンルームの修理も王さんに任せてるから一緒にやれ。ちなみに彼は広東語しか話さない。それも時々、不明瞭だ」

「えっ」

　驚く珊瑚をリビングに残し、琥珀はさっさと出かけていった。途方にくれて、王さんと二人、ただ顔を見合わせる。

「え、えーと、你ネイ好ホウ」

　うなずかれた。

　そして沈黙が流れる。──これは難なん物ぶつだ。

　珊瑚は右手に辞書を持ち、左手で王さんの手を引っ張り、屋上に上がった。サンルームのフレームを指さし、真まっ直すぐ、というジェスチャーをしてみせる。

　すると彼はうなずき、道具箱から設計図を取り出した。有り難いことに、すでにサンルームの改装予想図を描いてくれていたらしい。

「あ、ありがとうございます──ええと、多トー謝チェ！」

　彼がフレームを一本ずつ直す間、珊瑚は生おい茂った植物を刈って刈って刈りまくった。袋に詰めては一階に運び、また屋上まで昇りの繰り返しだ。熱帯の太陽が容よう赦しゃなく照りつける屋上で鎌かまを振るっていると、三日前までイギリスの古都にいたなんて信じられなくなる。

　意外なことに、翡翠のテリトリーである一階にゴミ袋を置くのは許された。

「好きにしろよ。別に俺の部屋ってワケじゃねえし」

　どうも彼の認識では、一階全てが翡翠のものではなく、マットレスとその周辺だけらしい。なので入り口近くにゴミを溜められても問題ないそうだ。

（なーんか翡翠も距離感覚がつかめないんだよな）

　昨夜は長旅の疲れですぐ眠ってしまったが、今夜は三人で食事だと琥珀に言われている。あのことを翡翠にも説明しなければならないと思うと少々緊張するが、まあなるようになるだろう。

　一日中、汗だくになって働いた。時々どこからか銃声と悲鳴が聞こえてきたが、段々と気にならなくなってきた。

「ワンさん、そろそろ終わりにしましょう。多謝」

　夕暮れ時、彼にそう声をかけると、皺しわ深い顔をクシャッとさせた。笑ったようだ。

　彼が帰った後、珊瑚はしばらく屋上で外を眺めていた。

　南国の夕陽は巨大な赤い宝石が溶けていくようで、凄まじく美しい。密集した建物の群れに沈んでいく瞬間、オレンジ色の中に緑や青の複雑な光を放つ。極ごく彩さい色しきの鳥や小さな猿までも、屋根や電線の上からそれを見つめている。

　喧けん噪そうの街が、この瞬間だけはおとぎ話の国のように思えた。きっとこの景色は、慣れない労働に明け暮れた自分へのご褒ほう美びだ。

　その後は水のシャワーを浴びた。気持ちがいい。

（ああ、今までどうしてお湯が無いと駄目だなんて思い込んでたんだろ）

　この界かい隈わいでは一年中ずっと水のシャワーが当たり前らしい。それどころか井い戸ど端ばたで行ぎょう水ずいも多いそうだから、オンボロのシャワーにも感謝しなければならない。

　その日の夕飯は、実に不本意という顔で翡翠が作ってくれた。

　西洋料理、中華料理がごちゃ混ぜではあったが、どれもやたらと美お味いしい。少なくとも素しろ人うと男子の手料理というレベルではない。

「翡翠にこんな特技があったなんて意外だなあ」

　その褒ほめ言葉は黙もく殺さつされた。

　本人は相変わらずのマナーで自分の料理を食べており、珊瑚の存在は無視すると決めているようだ。

「そう言えば琥珀、翡翠に『床に服を脱ぎ散らかすな』というのは仕付けたらしいけど、食事マナーは構わないの？」

　何気なく珊瑚が尋ねたとたん、翡翠は顔を上げた。

「アァ？　俺のマナーが何だって？」

「構わない。床に服があればとっさの退避の時に足に絡まって死につながる可能性がある。だが食事のマナーがどうだろうと死にはしないから、俺は知らん」

　──なるほど。

　琥珀の教育基準は礼れい節せつでは無く、生命に関わりがあるか否いなかか。面白い。

　食事が終わると、珊瑚は咳せき払ばらいした。さて、と話し出す。

「で、翡翠。知りたがってた琥珀と僕の出会いなんだけど」

「……」

　待っていた、という顔だった。これのために、不承不承ながら料理をしたのだろう。

　珊瑚はかいつまんで七年前のヒースロー空港の事件を話した。自分の能力も、なるべく分かりやすく簡潔に。

「……声？」

「そう、『声』。人が考えていることが脳内に聞こえてくる、いわゆるサイキック」

「はあ？　じゃあ俺がいま何考えてっか当ててみろよ」

「それは『ばっかじゃねーの超能力とか何言ってんだコイツ』でしょ。別に『声』を聞かなくても翡翠の顔を見れば分かるよ」

　おそらく自称テレパスに出会った人間の大体はこんな反応を示すだろう。ならば、いま私が何を考えているか当ててみろ、だ。

「僕の能力はそこまで詳しくリーディング出来るわけじゃないよ。ただ、誰かの大きな感情の揺れを感知できるだけ」

「感情の揺れ？　何だそりゃ」

「たとえば翡翠が誰かに一目で恋に落ちたり、逆に一瞬でもの凄い憎悪を覚えたり、生命の危機を感じて焦あせったりした時とかかな」

　それでも翡翠は納得しかねる顔をしている。

　まだ珊瑚自身でさえ解明できていない能力をどう説明していいか考えていると、琥珀がボソッと言った。

「こいつの感情が大きく揺れるというなら、闘とう鶏けい場じょうだろう」

　とたんに翡翠はギクッと身を震わせた。

「え、琥珀さん知ってたんすか」

「お前は時々、髪にニワトリの羽根をつけて帰ってくる」

　琥珀はそれ以上追及しなかったが、翡翠の目が泳いでいる。おそらく以前ギャンブルで失敗をやらかし、叱られたことがあるのだろう。後ろめたいらしい。

　珊瑚はそれに構わず提案した。

「ギャンブルか、なるほど。じゃあ今度一緒に行ってみよう。僕は翡翠がどの鶏に賭けたか当てる自信があるよ」

「そうだな、明日行ってこい」

　琥珀がそう言うと、翡翠はフォークを握りしめて憤いきどおった。琥珀に食ってかかる。

「何で俺がコイツと！」

「珊瑚を早く調査員として使えるようにしたい。明日は街を案内してやれ、道を覚えさせるんだ」

「へー燭銀街見物か、楽しみだね！」

　笑顔で言うと翡翠は凄まじい仏ぶっ頂ちょう面づらになったが、最終的に琥珀に逆らいはしなかった。ご主人様に渋々従う犬に見える。

　翌日の午前中、珊瑚は王さんと一緒にサンルーム修復にいそしんだ。草を刈りながらも辞書を手放さず、あれこれ話しかけてみる。王さんには通じているのかいないのか、時折、不明瞭な返事はあった。

　午後はブスッとした翡翠と共に街に出た。

　琥珀と昨日通ったルートとは別の大通りを取りあえず流す。アパレルショップや高級レストラン、銀行などが建ち並び、燭銀街の表の顔という風ふ情ぜいだ。だが各店舗の前に無許可の露店が勝手に居座り、警備員に追い払われても追い払われても舞い戻っては営業を再開する様はやはりこの街らしい。

　彼らのたくましさに目を輝かせていると、翡翠からサングラス越しににらまれた。

「ったく、何が悲しくて野郎二人で仲良くお出かけだよ」

「まあまあ、この多人種な街だったら僕は結構、役に立つと思うよ」

「何が」

「フランス語とイタリア語、スペイン語、ポルトガル語なら話せる。ドイツ語とロシア語とアラビア語も少し。今は広東語を鋭意特訓中」

　すると翡翠は宇宙人を見る目を珊瑚に向けた。二年前、モロッコで話した時と同じ目だ。

「テメェ、何なの？　スパイ？」

「いや、語学は趣味。フランス語を覚えてしまえば、ロマンス語諸族は芋いもづる式だし」

　その時、珊瑚の後頭部に殴られたようなショックが走った。

　久しぶりの特大の『声』だ。

　しかもこの感じはおそらく。




　──惚れた。




　そう聞こえてきた。誰かが誰かに一目で恋に落ちた瞬間に居合わせてしまったらしい。

　一応、辺りを軽く見回した。人通りの多いメインストリートなので人物の特定は難しいだろうが。

「何キョロキョロしてんだよ」

「いや、別に」

　まあ、一目惚れなどよくあることだ。わざわざ人物を特定するほどのことでもない。

　翡翠の適当な案内で大通りを抜け、別の通りに入り、緩ゆるい坂道を登っていく。角度が急になるにつれ、何とも言えない異い臭しゅうが漂ってきた。

「何か変な臭いするね」

「スラムだ」

　ああ、なるほど。斜面に張り付いた蜂はちの巣のようなバラック群は、確かにあの辺りだった。船から見えた。

　坂道の左右には薄汚れた人々が座り込んでいた。

　路上で片方だけの靴を売っていたり、雑なタトゥーを彫ほっていたりするが、翡翠と珊瑚が通ると顔を上げ、じっと見てくる。

　アメリカのホームレスとは顔つきが違う。顔は汚れて真っ黒なのに目だけがギラギラ白く、瞬まばたきもせずにこちらを凝視してくる。無意識に翡翠の方にすり寄っていくと、舌打ちと共に押し返された。

「うっぜ、くっつくな」

「う、うん。ちょっと怖くて」

「はは、テメェみてえなの、とっつかまったら身ぐるみ剝がされて肉は喰われっかもな」

「……冗談だよね？」

「さあな」

　翡翠はサングラスを外してポケットに突っ込むと、ためらうことなくバラックの建ち並ぶスラムへと入っていった。

　腐くさった生ゴミが汚お水すい溜まりに散乱し、死体のように転がる老人や、全裸で桶おけの水を浴びる若い女性もいる。通りすがると、やはり翡翠と珊瑚をじっと見てくる。

　想像を遥かに超えた世界に珊瑚は怯おびえたが、誰一人近づいてこようとはしなかった。ただ、二人が通り過ぎるのを凝視するだけだ。

「身ぐるみ、剝がされたりしないの」

「あっちもビビってんだよ、堂々と入り込んでくる余よ所そ者ものは大たい概がい、武器を持ってっからな」

　そうか、スラムの住人にしてみればこっちの方が侵入者なのだ。警戒して当然だ。勝手にやって来て勝手に怯えていた自分が少し恥ずかしくなる。

「それに、俺はもう顔を覚えられてる。下手に手ェ出したら撃たれるってのも、ここらの住人は知ってる」

　それで翡翠はスラムに入るなりサングラスを取ったのか。顔パスだったのだ。

　ベニヤ板とトタン屋根のバラックの中、一つだけコンクリート製の建物があった。鉄格子の扉の奥から、男たちの歓声が聞こえてくる。さらには、けたたましい鶏の鳴き声。

「もしかして、ここが闘鶏場？」

「おー。琥珀さんのリクエストだから、仕方なくテメェを連れてきてやったぜ」

　すでに翡翠は舌なめずりしそうな顔になっている。琥珀公認のもとギャンブルを出来るのが嬉しいらしい。

　割れた壺つぼを持って回っている係員が、入場料を求めて来た。翡翠がコインを二枚、投げ入れる。

「俺とコイツの分ね」

　闘鶏場は入るのにも金がいるのか。知らなかった。

　男たちが取り囲む丸い金網の中で、立派な雄おん鳥どりが二羽、戦っていた。ほぼ満席に近い客席の奥に胴どう元もとのテーブルがあり、そこで馬ば券けんならぬ鶏トリ券チケットを買うらしい。

　三番人気に有り金をつぎ込んでいる翡翠に、珊瑚は言った。

「今日は声を出して応援するの我慢してね。翡翠が黙ってても、僕はどっちに賭けてるか分かるから」

「へーへー」

　まるっきり信じていない顔だった。目はすでに金網の中に釘くぎ付づけだ。

　肩をすくめた珊瑚は、それから翡翠の『声』に耳を傾けた。客達が発する本物の歓声と怒声の合間、「来い、来い」「おせえ」「やれ！」などの彼の『声』が飛び込んでくる。だが一応、約束を守って表面上は冷静を保ち、どちらを応援しているようにも見せていない。

　十二試合が一区切りらしく、それが終わると男たちはてんでに換金に走ったり、腹立ち紛れに金網を蹴りつけたりし始めた。鶏の羽が舞い散る中、人間同士の喧嘩も勃ぼっ発ぱつしている。

　翡翠はニヤニヤしながら換金所から戻って来た。

「楽勝だったぜ今日は」

「よかったね。──はい、これ」

　翡翠の『声』が応援していた鶏の一覧のメモだ。

「当たってるでしょ？」

　彼は不審そうな顔でメモを見ていた。確かに当たっている、でもやっぱり納得はいかない。そんな顔だ。

「……じゃあ、ヤンって誰？」

「何？」

「第五試合の時、翡翠ずっと『ヤン死ね』『ヤン殺す』って言ってたよね。ヤンって誰」

　翡翠の目がわずかに見開かれた。

「胴元」

「ああ、イカサマを疑って怒ってたのか。何のことかと思った」

　彼は信じられないものを見る目で珊瑚を見上げていた。

　宇宙人へ向ける目とは違う、もっと別の何かを。

　だが能力を認めさせるためだ。仕方なく駄目押しする。

「あと、最後の試合の後に『どうせフカシだし』って言ってたよね。あれ、僕の能力に対してだよね」

　珊瑚に『声』として聞こえたということは、相当に強くそう思っていたのだ。

「あのさ、翡翠。ただの自称超能力少年のために琥珀がイギリスまで勧誘に来ると思う？　少なくとも彼は僕の能力を信じてくれたよ、初対面で」

　ふいに身をひるがえし、翡翠は大股に闘鶏場から出て行った。一言も無かった。

　最後の瞬間、珊瑚を見上げていた時の彼の瞳。

　浮かんでいたのは狼ろう狽ばいではなく──怯え。

「……だよねえ」

　闘鶏場に残された珊瑚は、思わず一人で溜め息をついてしまった。

　人の心の中をのぞける化け物がそばにいるなんて、普通は怖いに決まっている。

　ましてや、誰にも知られたくない傷を持つ人間ならなおさらだ。










　それからしばらく、珊瑚は翡翠から徹底的に避けられた。

　物理的に距離を取らなければ心を全て読まれると思い込んでいるようで、とうとう宝飾店ビルに帰ってもこなくなった。おそらく映画やドラマに出てくる万能超能力者のイメージが刷すり込まれているのだろう。

「ごめん、琥珀。能力の説明の仕方、間違っちゃったみたい」

　珊瑚が溜め息と共に言うと、琥珀は淡々と答えた。

「仕方ない。自分の過去を暴あばかれる気がして、お前が怖いんだろう」

　珊瑚にそこまでの能力は無い。過去のビジョンが見えるとか、触れただけで相手の考えが分かるとか、ＳＦのサイキックみたいな真似は出来ない。ただ、感情の大きな揺れにともなう『声』が聞こえるのみだ。

　だが、それだけでも常人にとっては充分にモンスターだ。

　翡翠の来らい歴れきは全く知らないが、彼が普通の家庭に育ち、学校で教育を受けたようには思えない。あの若さにして魔窟と呼ばれる街で護衛として名を売っているからには、それなりの理由があるのだろう。他人に知られたくないトラウマを抱えているのかもしれない。

　ふと、目の前の琥珀を見て気になった。

　彼は出会った時から一度も珊瑚を恐れたことがない。かなりの修しゅ羅ら場ばをくぐってきたようだが、彼は他人に知られたくない過去など無いのだろうか。ためらいつつも尋ねてみた。

「琥珀は僕が怖くないの。側そばにいたら、頭の中を読まれるようで嫌だとか……」

「それはないな」

　彼はわずかに苦笑した。

「お前に他人の思考を全て読めるような力があったら、とっくに狂ってるはずだ。お前はまともだ」

　──だから、安心しろ。

　そう言われた気がした。

　彼は子供だった珊瑚と一緒にテロリストを探したからこそ、『声』を聞く力が限定的だと知っている。『声』の持ち主のいる方角は分かれど個人の特定は出来ない。しかも、よほど強い感情でないと聞こえない。琥珀のように冷静沈着な人間にとっては、恐れるほどの能力ではないだろう。

　少なくとも彼には厭いとわれていないと知り、珊瑚はホッとした。

「琥珀から翡翠に、僕の能力は大したものじゃないって説明してくれないかな。あなたの言うことなら聞くと思うけど」

「放っておいていい。腹が減ったら戻ってくるだろ」

「そんな、犬じゃあるまいし……」

　だがまあ、琥珀がそう言うなら放っておこう。

　今さら自分の能力は変えられないし、このさき宝飾店の仲間としてやっていくには翡翠に納得してもらうしかないのだ。

　翡翠の家出で唯一良かったのは、サンルーム改築が順調にはかどったことだろうか。

　一人では外に出るなと琥珀に厳命されていたので、翡翠がいなければ珊瑚は必然的に屋上にこもる時間が増えてくる。おかげで広東語学習も進んだ。

　王さんは口数は少ないが辛しん抱ぼう強い人で、何度聞き返しても同じ単語を発音してくれる。よくモグモグと不明瞭になるのをのぞけば、大変に有り難い先生だ。

　その間、琥珀と翡翠は外でちゃんと護衛の仕事をしていたらしい。単発の仕事なので大したことはないと琥珀は言っていたが、彼らが働いている間、珊瑚は自室改装と語学学習以外の何もしていない。これで宝飾店の一員と呼べるだろうか。

（もどかしいなあ。僕にも戦闘力があれば何か出来るんだろうけど）

　やはり二人とも不在の日、珊瑚がいつものように王さんとサンルーム改装に取り組んでいた時だ。階下でチャイムが鳴った。

「はいはい」

　額の汗をぬぐい、軍手を外し、珊瑚は一階に急いだ。

　ドアを開け、思わず目を見張る。

　やたらと綺麗な顔の人物がそこに立っていた。

　人形のように美形の男だ。高そうな中国服を着ており、一見して上流の人物らしい。

「こちらは宝飾店でございますか」

　綺麗なイギリス英語クイーンズ・イングリッシュ。

　だが人種は定かではなく、中国服なのに中国人には見えないし、かといってどこの出身とも判別出来ない。何だか謎の人物だ。

「はい、そうなんですが、今はリーダーが不在でして」

　なので用命は承うけたまわれない、と続けたかったが、彼は珊瑚の言葉を遮さえぎった。

「さようですか。私は希刺ヒイスと申します。こちらをお納おさめ頂けますか」

　彼が珊瑚に差し出したのは、油紙に丁寧に包まれた薄いものだった。感覚的に本だと分かる。

「『紅ホン楼ラウ夢モン』の現存最古の手ショウ抄チャオ本ベンでございます」

「え？」

　中国文学に詳しくない自分でも、紅こう楼ろう夢むの題名は知っている。確か清しん代の大だい傑けっ作さくで、中国四大名著の一つだ。──しかも、現存最古の手抄本だと？

「宝飾店の皆様にお守り頂きたいのはこの本でございます。全部で八十冊でございますが、今回は見本として第一巻のみをお持ちいたしました」

「あ、あの」

「これで依頼をお引き受け下さるかどうかご検討下さいませ。上司の方のおいでの際を見計らって、また訪れて参ります」

　ゆっくりと優雅に一礼した彼が頭を上げた瞬間、目が合った。




　──やっぱり惚れた。




「えっ」

　思わず声が出てしまった。

　今の、『声』は。

　確か翡翠と一緒にいた時に街中で聞いた、あの一目惚れ。

　謎の男は、では、と言い置いてくるりと背を向け、去って行った。呆然とその後ろ姿を見送る。

　背後で王さんの声がした。心配になって降りて来たようで、何事かと尋ねているようだ。

「問題ないです、えーと……何て言えばいいんだっけ」

　取りあえず身振りで大丈夫と伝えたが、王さんはまだ不審そうな顔をしていた。

　だが珊瑚には、彼をジェスチャーで納得させている余裕が無かった。

　まさか、さっきの「惚れた」の対象は自分なのだろうか。

（いやいや、いくら何でも初対面だし）

　『声』の発信元を間違うことはよくある。きっとすぐ側の建物で、誰かが誰かに惚れていたんだろう。

　リビングに戻って薄紙の包みを解といてみた。

　変色した手て漉すき紙に鮮やかな墨ぼっ痕こん。本物ならば二百年ほど前のもののはずだが、文字ははっきりしている。手袋をはめて慎重にめくってみても多少の虫食い跡があるぐらいで、目立つ傷いたみは無い。状態は良いようだ。

　最後のページに、メモが挟まっていた。

　電話番号と、「希刺」の名前のみ。あの奇妙な男の連絡先のようだ。

　紅楼夢の八十冊セットを預かって欲しい事情も、護衛の契約に関する質問もなく、ただ番号だけ。貴重な本をいきなり渡してさっさと帰って行ったのも妙だし、いったい何がしたいのだろう。

　その晩、珊瑚は琥珀に紅楼夢の一巻を見せて、昼間に訪れてきた希刺のことを話した。

「これはそんなに高価な本なのか？」

「稀き覯こう本ぼんは門もん外がい漢かんなんだけど、古書の贋がん作さくにありがちな化学薬品は使われていないと思う。ちゃんと調べたわけじゃないから、見た感じと匂いでしか分からないけどね」

「もし本物だとしたら、八十冊でどれぐらいの価値になる」

「うーん……紅楼夢と同じ時代に書かれた『ガリヴァー旅行記』の初版稀覯本に二百万ドルの値がついたのは知ってる。専門家に聞かないとはっきりしたことは言えないけど、それぐらいの価値はあるかもしれないね」

「お前はその希刺という男から妙な『声』は感じたか？」

　一瞬、「惚れた」の声が頭をよぎった。

　これは妙な『声』の部類に入るんだろうか。だが何だか、こんなことを琥珀に報告するのは恥ずかしい。

「全く。少なくとも殺気とか憎悪とかは」

「分かった。じゃあ、放っておけ」

「この電話番号には……」

「連絡しなくていい。本気で依頼したいならあちらから来る」

　おそらく琥珀は詐さ欺ぎを疑っているのだろう。

　美術品などの贋作を使った釣りは古典的とはいえ、未だに引っかかる人間は多い。希刺の狙いが何かは分からないが、こんな怪しい話に琥珀が乗るとは思えない。

　珊瑚は取りあえず一巻の鑑定だけでもしてもらおうかと提案したが、琥珀はそれも却下した。本当に依頼したいのであればあちらから連絡があるし、詐欺だったらこちらが連絡を取ってくるのを待っている。放置でいいと言うのだ。

　リーダーがそう言うのなら仕方がない。

　この真しん贋がんもあやふやな稀覯本がどうにも気になってしょうがなかったが、一応、デスクの引き出しに入れておいた。金庫も何も無いこの事務所で、鍵のかかるのはここだけだったのだ。

　それからしばらく、希刺からは何の連絡も無かった。

（やっぱり詐欺師で、こっちから連絡してくるのをジリジリ待ってるのかな）

　珊瑚は退屈を感じ始めていた。

　一人では危ないからと一歩も宝飾店から出してもらえず、つたない広東語で話せる相手は王さんだけ、たまに琥珀が夜に戻ってくるぐらいで、翡翠は相変わらず一歩もビルに寄りつかない。窓から見下ろす通りには子供も走り回っているし、この辺りを散策するだけならそう危険でもないように思えるのだが。

　時々、引き出しから紅楼夢の一巻を取り出して眺めた。

　メモの番号に電話してみようかと何度か思ったが、琥珀に許可を得ず勝手な真似も出来ない。

　王さんに紅楼夢はどんな話かと尋ねてみたが、顔をクシャッとさせて「水すい滸こ伝でんの方が面白い」と答えた。読んだことが無いらしい。

　希刺が訪れてから七日目のことだった。

　サンルームも完成に近づき、珊瑚と王さんは大量のガラスを屋上に運び上げた。午後からはこれらをフレームにはめ込む予定だ。

　そろそろ昼食にしようかと二人でリビングに降りると、珍しく琥珀が昼間に戻って来た。

「依頼人にキャンセルされた。食うか」

　どさりとテーブルに置かれたのは、ピザの箱だった。アメリカ人の店で買ってきてくれたそうだ。

　最近、王さんと二人で出前の中華ばかりだった珊瑚は涙が出るほど嬉しかった。この街の料理はとても美味しいのだが、やはり口に馴染んだ味が恋しい。イタリアの本格的なピッツァではなく、ペパロニやコーン、マッシュルームがこんもり乗った暴力的なピザ。これが故郷アメリカの味だ。

　年配の王さんの口には合わないかと危き惧ぐしたが、彼はキッチンでささっと焦こがしネギ油を作ってピザにかけ、美味そうに食べていた。少し分けてもらうと、意外にもなかなかいける。

　ガラス運びで空腹だった珊瑚は夢中になってピザを囓かじっていたが、ふと、目の端で何かが光った。窓の外だ。

　向かいのビルからのようだった。

　おそらくは、この事務所と通りを挟んで真向かいにあたる部屋。空き部屋のはずだが、誰か越してきたのだろうか。

　そう思った瞬間、チャイムが鳴った。

　──希刺。

　とっさに彼の顔が浮かんだ。なぜかは分からない。

「僕が出るね」

　口元を拭ぬぐった珊瑚が薄暗い一階に下りていくと、大樹の根に囲まれた入り口に希刺が立っていた。螺ら鈿でん細工の箱を抱えている。

「こんにちは、良いお天気ですね」

　人形じみた男はゆったりと頭を下げ、すうっと上体を起こした時にまた珊瑚と目が合った。




　──やっぱり、この子はいい。




「──」

　間違いない。

　彼はどう見ても、珊瑚に対して「惚れた」だの「いい」だの言っている。

　彼を二階に案内しながらも、珊瑚は動揺していた。

（ど、ど、どうしよう）

　焦ってしまったが、まさか本人の目の前で「僕、この人からけしからぬ興味を抱かれているみたいです」と琥珀に報告するわけにもいかない。

　事務所兼リビングに入った希刺は、テーブルに並べられたピザの箱を見て、再び一礼した。

「お昼時に突然、申し訳ありません。希刺と申します」

　琥珀は黙ってうなずいただけだった。自己紹介をしようとはしない。

　王さんはうさん臭そうに希刺をいちべつすると、仕事の話なら自分は席を外すと言い置き、さっさと屋上へ上がっていった。職人気質かたぎの彼は、上等の衣服に身を包んだ、つるんとした顔の希刺が気にくわないらしい。

　珊瑚は慌ててピザの箱を片付けた。

「こちらにおかけ下さい」

「ありがとうございます。さっそくですが、これをご覧いただけますか」

　希刺はテーブルに螺鈿の箱を置いた。中には綿が敷き詰められ、薄紙に包まれた本が何冊も入っている。

「まだ依頼を引き受けて頂いてもおりませんのに、現物を持ち込んで申し訳ございません。ですが、我が屋敷に保管しておりますと危険なのです」

　彼は紅楼夢の八十冊セットを持って、親族の集まる屋敷からここに逃げ込んできたそうだ。

　祖父の遺産をめぐって肉親同士で骨こつ肉にくの争い、数百万ドルの価値があると思われる紅楼夢セットを十冊ずつ分配しよう、などという話まで出ているそうだ。

「全て揃ってこその紅楼夢でございます。賈か宝ほう玉ぎょくと林りん黛たい玉ぎょくを書物の外でまで引き離すなど、どんな鬼の所しょ業ぎょうでございましょう」

　彼はとうとうと、八十冊の揃えでなければ意味が無い、と訴えた。自分はこの宝が欲しいのではない、誰が相続することになっても構わないが、その時には必ず本が揃った状態でいて欲しい。なので相続争いが落ち着くまで、宝飾店が保管して欲しい。それが依頼だった。

　珊瑚は希刺の許可を得て、二巻以降の手抄本をそっとめくってみた。古い紙の匂い。鮮やかな墨痕。漢字はまだまだ読めないが、中国四大名著とまで呼ばれるこの本には、一体どんなストーリーが紡つむがれているのだろう。

　希刺の登場からずっと黙っていた琥珀が、ようやく口を開いた。

「なぜ銀行に預けない。うちよりはるかにセキュリティは固いぞ」

「銀行に預けましたら、私が強奪したと思われますでしょう。ですが宝飾店のみなさまでしたら、遺族も裁定人として納得いたします」

　なるほど、実力主義の燭銀街らしい。銀行よりも弁護士よりも、護衛として名高い宝飾店が裁定人か。

「うちは人間の護衛が専門だ。本の守り番はしない」

「そこを何とかお願い出来ませんでしょうか。本の登場人物たちを人と思って頂ければ」

　無茶な言い分ではあるが、話に筋は通っているような気はする。これを受けるかどうかは琥珀の判断だが。

　渋る琥珀に頼み込む希刺という図式がしばらく続いたが、やがて希刺が小さく息をついた。

「少し……外の空気を吸って参ります。屋上へ上がらせて頂いてよろしいですか」

「あ、今は工事中なんですが」

「構いません。太陽を浴びて英気を養やしなってまいります」

　つまり希刺は、英気を養って再び琥珀に食い下がるつもりらしい。さっさと席を立ち、勝手に屋上への階段を上っていく。

　さすがに呆れた珊瑚は、琥珀に言った。

「顔に似合わず強引な人だね。どうするの？」

「お前はどう思う」

「……うーん、少なくとも今まで彼の危険な『声』は聞いてないし、やたらと美形なだけで特に怪しくは見えないし、あの熱心さからするに紅楼夢を守りたいのは本当っぽいし」

　ためらったが、「惚れた」と「いい」を報告するのはやめておいた。もし何か実害が出そうになったら助けを求めればいいだけだ。

　琥珀は珊瑚の目をじっと見た。

「お前は依頼を引き受けたいのか？」

「え、それはリーダーの琥珀が決めることでしょ？」

「最初に希刺から第一巻を預かったのはお前だ。判断にも加わってもらうぞ」

　宝飾店は琥珀が絶対かと思っていたが、考えてみればたった三人の組織だ。新参者の自分にも発言権があるらしい。

　珊瑚はデスクに保管していた紅楼夢の第一巻を取り出すと、残り七十九冊の入った箱に置いた。少々興奮しつつ、前のめり気味に言う。

「希刺さんがあれほど熱心だってことは、この手抄本は本物だと思うんだ。提示してきた護衛代も相当な額だし、まずは専門家の鑑定を──」

「それがお前の結論だな？」

　琥珀が珊瑚の言葉を遮った。

「お前は、希刺の依頼を受けてもいいと考えるんだな？」

　琥珀色の目に真っ直ぐ見つめられる。

　なぜだか、こっちの心が読まれているかのようだ。

　少々戸惑いながらもうなずいた。

「うん、僕は引き受けたいけど」

　希刺から怪しげな興味を持たれていることを差し引いても、貴重な古書の守護者ガーディアンとなれるのは嬉しい。本物なら、オックスフォードの東洋文学研究室が泣いて喜ぶほどの逸いっ品ぴんだ。

「それは嬉しいお言葉ですね」

　するり、と希刺がリビングに入ってきた。

　一体いつの間に屋上から降りて来たやら、全く足音を立てないので気づかなかった。彼は猫のような動きで珊瑚に近寄ると、腰をかがめて顔をのぞき込んできた。

「珊瑚くんにそう言って頂けるとは、光栄の至りです。あなたの顔をよく見せて頂けますか」

　彼は珊瑚の頰にスッと手を当てた。

　思わず動揺で固まってしまう。

　なぜ顔に触る？　仕事を頼もうとする相手にいきなり触るのは普通なのか？　どこの国の挨拶だ？　それとも彼は珊瑚に対する執しゅう心しんを琥珀の前で隠そうともしない恥知らずなのか？

　顔を引きつつ必死に言った。

「えと、その、僕、自己紹介しましたっけ」

　彼が最初にここを訪れた日は、第一巻を押しつけるなり帰って行った。まともな会話などしていない。

　今日だって、自分は一度でも彼に名前を教えただろうか。いきなり現れ強引に話を進められ、自己紹介を挟む隙間など無かったようだが。

　そして、なぜかは分からないが彼に言わなければならないと思ったことがある。

「あの、希刺さんはドイツの方ですか？　さっき紅楼夢の英題『Dream of the Red Chamber』を口にされた時、『ch』の発音からそうかなあと思ったんですが」

　ドイツ人は総じて英語が達者だが、『ch』の発音だけは苦手らしい。逆に意識しすぎて強く発声する人も多い。希刺もそのタイプに聞こえた。

　希刺は瞬まばたきもせずに珊瑚を見つめていたかと思うと、ニィーっと口の端を釣り上げた。

「Chamber……」

　ふいに神経を直接撫でられるような感覚がして、珊瑚は総そう毛け立だった。

　ふつり、ふつり。

　希刺の『泡』がさざめいている。

　これは喜びの感情。サイダーみたいに弾はじけつつ、静かな歓喜は高まっていく。

「あ、あの──」

　いつの間にかもの凄く近くに顔がある。至近距離から見下ろされる。

「可愛いねえ、可愛いねえ、七年前のあの日と同じぐらい、可愛いねえ」

　珊瑚は硬直した。

　七年前。

　自分が琥珀と出会ったあの事件。

　──つまり、自分がスズメバチに目をつけられた日だ。

「ずっとずっと捜してた、ヒースローの路線をしらみつぶしに調べてね。イギリス人だと思ってたから、だいぶ遠回りしてしまった」

　これが。

　目の前のこれが、スズメバチ。

　二年前に翡翠が射殺したのは、やはり偽物だったのか。

「一昨年おととし、テレビで見かけた時は狂喜乱舞した。もう二度と会えないかと思ってたから」

　そんな、ありえない。

　七年前に自分がヒースローで聞いた狂ったような憎悪の叫びと、この短く端たん的てきな『声』が同一人物から発せられたなんて。

　彼の冷たい両手が珊瑚の頰を挟んだ。ガラス玉みたいな瞳に縛られて、全く動けない。

「お前に会うために美しい顔を手に入れた。痛かったよ、何度もメスを入れてね」

　そろそろと琥珀に目をやった。

　彼は銃を手にしてはいるが、じっと動かずこちらを見るばかりだ。

　何をしている？　なぜ、長年追ってきたスズメバチが目の前にいるのに琥珀は捕らえないんだ？

「あのね、私の最高傑作をここにしかけたよ。それこそデラシネの夢みたいに、一緒に吹っ飛ぼうじゃないか」

　──吹っ飛ぶ。

　爆弾か！

　自分の唇が震え出すのが分かった。

「私の運命を変えた男と子供、三人一緒に粉々になろう。あの世のヒースローもきっと楽しいよ」

「あ、あなたは狂ってる！」




「『狂わせたのはお前じゃないか!!』」




　『声』と肉声の二重音声による咆ほう哮こうを浴び、珊瑚の身体は衝撃で壁に叩き付けられた。

　ずるずるとそのまま床に崩れ落ちながら、必死に考える。爆弾をしかけたとしたら、さっき屋上に上った時しかない。

「あと三十秒だよ」

　三十秒。

　三十秒あればこいつを倒せる。

　必死に跳ね起きようとした珊瑚だが、スズメバチの靴に肩をガッと踏みつけられた。
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「琥珀、こいつを撃って！」

　だが琥珀は両手を軽く上げたまま動かない。

「琥珀!?」

「そっちの男は分かってるみたいだね。爆発時刻前に逃げるものがいれば、遠えん隔かく操作で吹っ飛ばす」

　──王さん。

　王さんが屋上にいる。

「ま、待って、屋上に無関係の人がいる！　あの人はただの便利屋さんなんだ！」

「ああ、そっぽ向いて煙草を吸ってる爺様がいたね。私がサンルームの真ん中に爆弾を仕掛けてるのに気づきもしないで」

　スズメバチはククッと笑った。

「あの屋上は最高だよ。ガラスがたくさんあって」

　ゾッとした。

　確かスズメバチはガス管やガラスの多い建造物を好んで爆弾を仕掛けるのだった。ただの爆発より被害が甚じん大だいになるらしい。

　ごみごみしたこの通りで、宝飾店の屋上から大量のガラス片が降り注いだら一体どうなる？　駆け回っている子供たちは、井戸端会議のおかみさんたちは、将棋に興きょうじる老人たちは、一体──。

「十五秒」

　スズメバチの声が無情に響いた。

　あの時も彼は、こうしてカウントダウンしながら爆発を待っていた。

「お願い！　王さん最近、孫が生まれたんだよ、せめて彼だけでも」

「十秒」

「止めてくれ、一緒に心中でもなんでもするから、他の人を巻き込まないでくれ！」

　死に物狂いで暴れようとしたが、身体の支点を完全に押さえつけられて動けない。凄まじい力だ。

「無理無理無理、作った私にも止められないよ。天才スズメバチが作った爆弾は、一度作動したら絶対に解除できない」

　目の前が真っ暗になった。

　走そう馬ま燈とうなんてめぐらない。

　ただただ、苦い後悔ばかりが胸を駆け巡る。

　──父さん、母さん、メアリー、ごめん。

　スズメバチは優しい笑みを浮かべ、仰あお向むけになった珊瑚の顔に顔を近づけた。

　震えるほどの歓喜が伝わってくる。凄まじい音量の『声』に脳がグラグラ揺れ、気が遠くなる。

「五、四、三、二、一」

　珊瑚は固く目を閉じた。

　巨人に。

　いつか巨人の肩に立ちたかったのに。

　覚悟を決めた瞬間、瞼まぶたの裏に浮かんだのは、遙かな真理の地平を見つめる自分の姿だった。

　だが、いつまで経っても衝撃は襲ってこない。

「……？」

　何も起こらない。

　自分はもう死んだのかと思っておそるおそる目を開けると、呆然としたスズメバチが突っ立っている。

「そんな、私の爆弾が不発なんて」

「不発じゃない」

　琥珀が銃をガンベルトにしまいながら、スタスタとこちらに近づいてきた。

　スズメバチを押しのけると、ボーッとしている珊瑚の二の腕をつかみ、ぐいっと引っ張り上げる。

「ほら、しっかり立て」

　そう言われても、まだ何がなんだか分からない。本当に不発だったのか？

　その時、リビングのドアを開けて王さんが入ってきた。

　何事か広東語でわめきながら、テーブルの上に箱のようなものを置く。

　──まさか。

「私の爆弾！」

　スズメバチが悲鳴をあげた。

「そんな、解除できるはずが」

　とたんに王さんが彼に向かってマシンガンのように罵ば声せいを浴びせだした。広東語なのでよく分からないが、相当に激しい内容らしい。

「な、何て言って……」

「こんなチャチな爆弾でいい気になりやがって最近の若造は馬鹿じゃないのか、両手両足を肥こえだめに突っ込んで頭には豚の頭をかぶせてやる──ということを十倍ぐらい汚い言葉でわめいている」

　琥珀がそう訳したので、珊瑚は驚いた。

「琥珀、あの早口の広東語分かるの」

「いや、さすがに速すぎる。だが王さんが酔っ払った時に言う内容は大体一緒だから覚えてる」

　そこでようやく珊瑚にも事態が飲み込めてきた。

「ねえ、王さんて、ただの便利屋さんじゃなくて」

「元・中国人民解放軍陸軍の工兵隊長だ」

「──」

　突然、ギィ──ッとガラスの引っ搔かくような奇声を発し、スズメバチが珊瑚に突進してきた。

　──手にナイフ。

　とっさに身を引こうとした瞬間、激しい金属音と共にナイフが宙に跳ね上げられる。

「えっ」

　続いてスズメバチの頰、肩、腕、腿から血が噴いた。さらに髪の毛がちぎれて宙に舞い散る。

　ようやく気づいた。どこからかスズメバチが狙い撃ちされている。

　琥珀が溜め息をついた。

　大おお股またに窓に歩み寄ると、道路を挟んだ向かいのビルの窓に声をかける。

「そのぐらいにしとけ」

　珊瑚はあんぐり口を開けた。

　翡翠がスズメバチに向かって銃を構えている。彼はしばらく眉根を寄せたまま動かなかったが、琥珀から再度、降ろせ、と合図され、ようやく銃を納めた。

「なんで翡翠があんなところにいるの」

「ここしばらく、あそこに寝泊まりしてたからな」

「えっ、家出って向かいのビル？」

「ここを見張らせてた」

　そう言えばさっき、あの窓で何か光ったものが見えた。あれはもしかして、翡翠の合図だったのか。

「なんで今、あんなとこからスズメバチを撃ったの？　捕らえるなら琥珀がすれば……」

「翡翠は二年前に吹き矢で痺しびれ薬を盛られた。自分もどうしてもスズメバチに一いっ矢し報むくいたいと言い張ってな」

「……一矢どころじゃないよね、一ダースぐらい傷つけてない？」

　すると、琥珀は再び溜め息をついた。

「あいつはあれで、結構執念深い」










　怒ど濤とうの展開に珊瑚が呆然としていると、スーツの男たちがどかどかと宝飾店に乗り込んできた。

「スズメバチのお引き渡し、感謝いたします」

　彼らはスズメバチを引っ立てると後ろ手に手錠をかけ、猿ぐつわを嚙ませ、足あし枷かせまでつけた。えらく厳重だ。

　中でも一番偉そうなスーツが、王さんに向かって慇いん懃ぎんに礼をする。

「ご老体、貴き殿でんがすでに戦線から退しりぞいておられると聞き、驚きの念を禁じ得ません。現役工作員を凌りょう駕がする素晴らしいお手並みに感かん服ぷくしつつ、最大限の謝辞を述のべさせて頂きたい」

　ドイツ語訛なまりの、古くて固い英語だった。

　それを琥珀が広東語で一言「ありがとうだと」と翻訳する。雑にもほどがあるが、王さんは満足げにクシャッと笑った。

　スーツ集団はスズメバチを連行し、王さんも彼らの車に乗り込んだ。

　車が発車する瞬間、後部座席のスズメバチが振り返る。

　食い入るように珊瑚を見上げるその目はやはりガラス玉のようだった。狂気が凝ぎょう縮しゅくし、異様な光を放っている。

　二階からそれを見送った珊瑚は、ようやく琥珀に質問した。

「今の人たち、誰……？」

「西ドイツの連邦情報局だ」

　新聞の国際面でよく見かける名前。要するにアメリカのＣＩＡ、イギリスのＭＩ６、ロシアのＫＧＢに当たる諜ちょう報ほう機関か。確か西ドイツのは物凄く恐ろしいと聞いたことがある。

「琥珀が呼んだの？」

「チャイムが鳴った時点で連絡した。こちらが捕獲してから踏み込むよう、念は押したがな」

「何で王さんもついていったの？」

「爆発物の専門家だからだ。解体方法の解説をする」

　言葉は通じるのか心配だったが、すぐに広東語の堪たん能のうな職員が招集されるだろうとのことだった。

　まだ何が何だか分からないが、取りあえず自分は命拾いしたようだ。ソファに崩れ落ち、大きく息をつく。

　すると、西ドイツ連邦情報局と入れ違いのように翡翠がリビングに入ってきた。

　思わずソファから腰を浮かしてしまう。

「翡翠」

　彼が「家出」していたのは向かいのビルの部屋だったらしい。

　おそらく琥珀と翡翠は希刺がスズメバチだと最初から感づいていた。再び現れるのを待って、翡翠はこの事務所を見張っていたのだ。

　だが、それよりも真っ先に彼に伝えなければならないことがある。

「翡翠、この前は説明が悪かったけど、僕は人の心が読めるとかそういうんじゃなくて──」

「わーってるよ、この駄目サイキック」

　腰をかがめた翡翠は、いきなり珊瑚の顔に煙を吹きつけた。

「えっ、ごほっ、何っ」

「あんな分かりやすく怪しい奴をホイホイ事務所にあげるわ、上で爆弾解体作業進んでるのにも気づかねえわ、テメェが全てお見通しの超能力者様だなんてありえねえし」

　呆れ混じりに吐き捨てながら、翡翠はドサッとソファに腰を下ろした。

　散々な言われようだったが、それでも珊瑚は少し嬉しかった。

　闘鶏場で最初に翡翠が逃げ出した日。

　あの時の彼の怯えは本物だった。だがその後、珊瑚を観察してみて恐れる必要は無いと判断したのだろう。このまま彼に避けられ続けるのも辛いし、こうしてまたリビングのソファに三人座っていられるのは嬉しい。

「珊瑚。これだけの情報で、今までの状況を説明してみろ」

　いきなり琥珀からそう質問された。

　一気に色々起こりすぎて知恵熱が出そうだが、休ませてはくれないらしい。

「えーと、お茶だけ一杯、飲ませて」

　お湯が沸く間と紅茶を蒸らす間、珊瑚は計八分ほど考えた。今まであったことを全て時じ系けい列れつ順に並べてみる。

　三人分のお茶を出し、珊瑚は話し始めた。

「まず七年前。琥珀と僕がヒースロー空港で出会ったのは、全くの偶然でもなかった。そもそも琥珀は、スズメバチが所属していた西ドイツの極左組織を追っていたんだ」

　琥珀は何も言わない。これで正解らしい。

「琥珀はあの日、極左組織がヒースローで何かやらかすらしいという情報だけはつかんでいた。だが詳細は分からず、空港を巡回するしかなかった」

　そこへ自称サイキックの妙な子供が「爆弾」という情報を持って飛び込んでくる。

　子供は琥珀が元軍人であろうことも当てた。なので信じる気になった。

「そして琥珀と僕は無事にテロを阻そ止ししたけど、ここでスズメバチの恨みを買ってしまった」

　狂ったように珊瑚を探しつづけたスズメバチだったが、何も情報は無い。だがヒースローの屈辱から爆弾の腕を磨みがき、やがて天才爆弾魔と呼ばれるまでになる。

　そして五年後、ついにテレビに映ったエリオット・アダムズを発見する。これがあの時の子供かどうかは確信が持てなかったが、ちょうど都合良く、エリオットが治安の悪いモロッコへ旅するという。

　スズメバチは自分の影武者と現地の刺客二人を雇って子供を襲わせてみた。

　すると「現地で知り合った旅人」のはずの若者が見事に三人を撃退した。護衛がついている。──つまり、あの子供は本物だ。

　これでエリオット・アダムズ＝自分の宿敵だとスズメバチは認定したが、オックスフォードにいる間は下手に手が出せなかった。

「なぜなら、一流大学は左翼組織同士の縄張り争いが激しいところだから」

　これは世界的な傾けい向こうであり、組織抗争のバランスが崩れると一気に血で血を洗う内ゲバ状態に陥ってしまう。

　スズメバチはエリオット・アダムズをただ殺したかったのではない。

　自分の爆弾で美しく死なせて復讐したかった。安易に大学に踏み込んで、エリオットを内ゲバに巻き込ませるなど絶対に避けたかった。

　悶もん々もんとしていると、またまたスズメバチに朗ろう報ほうが舞い込んできた。

　何とエリオット・アダムズがオックスフォードを出て、治安の悪さで有名な東洋の魔窟に向かったではないか。彼は大喜びでエリオットを追いかけ、燭銀街までやって来た。そして希刺という偽名で近づいてきた。

「……というのが、スズメバチ側からの見方。でもこれが宝飾店側から見ると全く違って見える」

　琥珀はやはり何も言わない。

　翡翠も煙草の煙越しに、黙ってこちらを見ている。

「そもそも琥珀はなぜ、七年前から西ドイツの極左組織に目をつけていたのか？　これはおそらく、西ドイツ政府がかけた賞金目当てだと思う」

　護衛が仕事だと言いながら、琥珀はやたら積極的にテロ組織を追っていた。あれではまるで、護衛ではなくて賞金稼ぎだ。

「そしてヒースローで偶然、僕に会い、琥珀はスズメバチが大好きな『エサ』を手に入れることになる」

　琥珀は珊瑚を積極的に投げ出してまでスズメバチをおびき寄せようとはしなかった。

　だが状況が許せば、利用はしようと考えた。

「燭銀街という治安の悪い街に僕を呼び寄せる。わざと琥珀と翡翠が留守の日を多くし、スズメバチが寄ってきやすいようにする。だけど翡翠はこっそりと向かいのビルにひそませ、宝飾店には爆弾解体の専門家である王さんを常じょう駐ちゅうさせておく」

　スズメバチはまんまと引き寄せられてきた。

　自慢の爆弾を持って意気揚々と現れ、仕掛け、大演説をぶちまける。

「だけどあっさり解体され、御用になった。琥珀と翡翠、王さんはスズメバチの莫大な賞金を山分けすることになる」

「俺はなぜ、スズメバチ本人がノコノコ現れた時点でさっさと捕まえなかった？　わざわざ爆弾を仕掛けさせるまで待って」

「それはもちろん、爆弾が無いとスズメバチ本人の証明が出来なかったから。たぶんずっと整形で顔を変えてるんでしょ？　おそらく指紋も焼いて消してる。だったら爆弾魔の本人確認は自作の爆弾しかない。著名な爆弾魔ほど『作品』にサインを残すって本で読んだよ」

　やはり二人が答えないので、これで正解のはずだ。

　つまり自分は、「一緒に護衛をやろう」などという甘い言葉にのってノコノコと東洋の果てまでやってきて、高額賞金首を捕まえるエサにされた大間抜け。

　全く、とんだピエロだ。

　──と、言いたいところなのだが。

「外側だけ見るとそうなんだけど、でもやっぱり、僕は、何か違うと思うんだよね」

「なぜだ」

「自分の『声』の能力は関係ないよ。ただ、二人が言った本物の『言葉』を信じたいだけ」




　──お前が道を誤りそうになったら、俺が引きずり戻してやる。




　琥珀が珊瑚に言ったこと。あんな真しん摯しな言葉が、五年ぶりに会った子供相手にとっさに出てくるとは思えない。

　それにフェズの街で、翡翠は命がけで珊瑚を助けてくれた。珊瑚を捨てて逃げ出すことはいつでも出来たのに、さっさと逃げろと怒鳴りつけた。スズメバチをおびき寄せるためのただの「エサ」相手に、あそこまでする必要は無かったはずだ。

「で、色々考えた結果の希望的観測なんだけど……琥珀はやっぱりちゃんと僕を宝飾店に誘ってくれたんだ。ついでに、この状況を利用して新メンバーを鍛きたえようとも思った」

　あからさまに怪しいスズメバチの正体にいつ気づくかと、琥珀と翡翠は見守っていた。ところがまるで気づかず、爆弾を持ち込ませてしまう始末。これは宝飾店加入を断られても仕方が無いと思う。

　息を飲んで返事を待った。

　珊瑚の「希望的観測」を、琥珀は否定しなかった。つまり、正解でいいんだろうか。

　琥珀はじっと珊瑚の目を見ていたが、やがて言った。

「……一つだけ付け加えるなら、あの極左組織を追っていたのは、とある政治家から依頼があったからだ。組織に勧誘され引きずり込まれた娘を助けて欲しいとのな」

　組織からの脱退は裏切り者と見なされ粛しゅく清せいされる。そんなところから女を一人連れて逃げ出すのは至し難なんのミッションだ。だが翡翠が学生をよそおって組織に潜入した時にはもう娘は殺されていた。政治家から依頼があった時点ですでに遅かったのだ。

「その後は個人的にスズメバチを追っていた」

「……それは、その娘さんを救えなかった後悔から？」

「個人的にああいう奴が嫌いなだけだ」

　そう答えた琥珀の声は淡々としていた。

　テロリストを嫌う深い理由がありそうだとは思ったが、それ以上は聞けなかった。

　ふ、と息をついた琥珀が再び珊瑚の目を真っ直ぐに見る。

「珊瑚。結局お前は、自分の能力に頼りすぎてるんだ。ラッセル教授でこりなかったのか、もっと自身の観察眼を鍛えろ」

「観察眼？」

　聞き返すと、再び翡翠から煙草の煙を吹きかけられた。

「奴の手ェみろよバーカ、火傷やけどとか電熱線の焦こげ跡とかいっぱいあったろーが」

「火薬の匂いもしてただろ。奴が最初に来た時に王さんが広東語で訴えてたのは、そのことだ」

「あっ」

　──そうだったのか。

「王ジイはわざわざお前にヒントを出してくれてたんだよ、気づけってな」

「ご、ごめん。あの時、スズメバチに何かへんなこと言われて動転してて……」

「変なこと？」

　琥珀に問い返され、珊瑚はハッと口をつぐんだ。

「い、いや大したことじゃ。『声』の戯ざれ言ごとっていうか、そういうんで」

「珊瑚、俺はお前の能力を買ってスカウトしたんだぞ。敵から聞こえた『声』は全部報告しろ」

　珊瑚はしばらくためらった。

　やがて諦め、溜め息と共に報告する。

「惚れた、とか、いいね、とかの『声』を聞いた。その……スズメバチは復讐だけじゃなくて、僕にちょっと興味を持ってたみたい」

　琥珀はしばらく黙っていた。

　翡翠がきょとんと目を見開く。

「は？　復讐じゃねえだろ、テメェへの『興味』が今はメインだったろうが」

「え？」

「どう見てもクソ変態ショタコン野郎が一目惚れしたガキを追いかけ続けて、成長した姿にまた惚れ直してウキウキおびき寄せられただけの事件じゃねーか」

「翡翠、もっとマイルドに言ってやれ」

　琥珀のたしなめるような声が、珊瑚には余計辛かった。

　……そうだったのか？

「何か色々鈍いんだな、テメェ。妙な能力ある上に頭いーんじゃねえのかよ」

　さらに追い打ちをかけられたが、ごもっとも、と、うなだれるしか出来ない。

　珊瑚は咳せき払ばらいし、改めて言った。

「あのね、もう一度言うけど、僕の能力は本当に限定的なんだ」

　琥珀と翡翠、交互にゆっくりと目を当てる。

「誰かがずっと大事に想っているもの、抱えている心の傷、そんなものまでは絶対に分からない」

　そんな『声』まで聞こえてしまっては、自分は本物のモンスターになる。今となっては、この中途半端な力で良かったと思う。

「琥珀と翡翠の心に土足で踏み込むような真似はしない。だから安心して、仲間に加えて欲しい」

　真剣な顔で言うと、琥珀がなぜか苦笑した。

「今の、おかしかったかな？」

「……いや、あの小さかった子が立派なことを言うようになったもんだと感心しただけだ」

「ほんと、立派な演説だぜ。アメリカ人ってスピーチ好きよな」

「学校で習うしねえ」

「マジ!?」

「まじ」

　珊瑚が深くうなずくと、翡翠が「うげぇ」と舌を出してみせた。

　その時、地響きのような音が聞こえてきた。

　段々と近づいてくる。

「？」

　珊瑚は窓の外を見た。

　雨。

　空を見上げれば、西の空から巨大な積乱雲が迫っている。

　小さかった雨粒はやがてキャンディみたいなサイズになり、屋根を、道を、人を、菩提樹を、容赦なく叩き付け始めた。凄まじい轟ごう音おんだ。

「スコールだ」

　琥珀が言った。

「あー、もう雨季に入ったんすかね」

　翡翠が窓を閉じながら答える。

　珊瑚はただ、天の底が抜けたみたいな豪雨を口を開けて眺めていた。ガラスには滝が流れているかのようで、通りの様子もほとんど見えない。

　雨音に閉じ込められ、世界から隔かく絶ぜつされたかのようだった。

　熱帯にはこんなに美しい雨が降るのか。植物が旺盛にはびこるわけだ。花は無秩序に咲き誇るわけだ。この街の生命力の源は、きっとこの雨なんだ。

　スコールは二十分ほどで過ぎ去った。

　強い太陽の光が差し、宝飾店を覆う菩提樹の葉がきらめいている。

　珊瑚は目を輝かせて琥珀と翡翠を振り返った。

「屋上に上ってみない？　スコール直後の燭銀街を眺めたい」

「ハァ？　そんなん雨季なら飽きるほど見れっぞ」

　翡翠は肩をすくめたが、珊瑚は熱心に頼んだ。

「でも、見たい。今ならきっと、街全体が丸洗いされたようになってるはずだよ」

　琥珀が酒瓶を手に取った。どこか柔らかい笑みを浮かべて言う。

「俺たちには見慣れた景色だが、お前には新鮮だろう。屋上で宝飾店新メンバー加入の乾杯でもするか」










　これがエリオット・アダムズの人生を変えた三人目の男、スズメバチに関する話だ。

　琥珀と一緒に人の命を救い、翡翠と一緒に人を殺したエリオットは、スズメバチに殺されかけてある意味生まれ変わった。

　我知らず天才の孤独を抱えていた彼は、大切に思う仲間が二人も同時に出来たことをスズメバチに感謝している。彼がいなければ二人と出会うこともなかったからだ。

　ちなみにスズメバチ（本名・生年月日・国籍不明）は裁判を経へて禁固三百五十八年を言い渡された。

　もう二度と、生きてエリオット・アダムズに会うことは出来ない。
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　その朝、翡ひ翠すいはマンゴーから襲撃を受けた。

　熱帯に位置する燭しろ銀がね街がいに住んで初めて知ったことだが、雨季に入ると街路樹から庭木から熟した果実がボトボト落ちてくる。硬いのに当たっても痛いし、腐くさりかけたのに直撃されようものなら怒りで果樹を撃ちたくなる。

　人間からの襲撃ならば気配は察知出来る。だが相手が果物ではどうしようもない。

　一度、ボディガード業の相棒である琥こ珀はくに「アンタは落下フルーツ爆弾よけれんすか？」と聞いたら、「落ちてくる直前の影で分かる」と言われた。自分はまだまだだ。

　徹夜の賭けポーカーに大勝ちし、上機嫌で屋台の朝あさ粥がゆをすすり、さて宝飾店に戻って一眠りするか、というタイミングで脳天に熟し切ったマンゴーを喰らった翡翠はさらに、瘦やせこけた野良犬にまで付きまとわれた。食べこぼした粥トッピングの揚げパンと完熟マンゴーの匂いが彼を惹きつけたらしい。

　ようやく犬を追い払い、宝飾店に入ろうとした時だった。

　ビルの前に佇たたずむ老紳士に気づいた。

　身なりの良い白人だ。燭銀街でもガラの悪いこの辺りの住民とも思えない。

（ボディガードの依頼人か）

　上等そうな中折れ帽、スーツ、腕時計、靴を軽く見回し、これは金になりそうだと判断した翡翠は、髪にくっついたマンゴー果肉を適当に払い落とし、彼に声をかけた。

「爺さん、ここに何か用？」

　彼は翡翠を見て目を見開くと、中折れ帽に手をかけた。

「ああ失礼、ムッシュー。あまりにも不思議なビルだったので、しげしげと眺めておりました。こちらの住人でいらっしゃいますか？」

　強いフランス訛なまりの英語だ。

　いかにも好こう々こう爺やの表情と、翡翠の知る一般的フランス人とがつながらず、首をかしげてしまった。

「まあな。爺さんはフランス人か？」

「ええ、ルイと申します。パリ生まれです」

「フランス人にしちゃ感じいいな」

　思わず本音を言うと、彼は耐えかねたように笑い出した。その表情も仕草も気取っておらず、燭銀街のフランス人街にいるスノッブ連中とは全く違って見える。

「失礼ながらお名前をうかがってもよろしいですか」

　物腰柔らかに尋ねられ、普段なら初対面の相手になど名乗らない翡翠も、つい気を許した。

「翡翠」

　すると、老人は目を細めた。

「その瞳の色から？」

　自分が名乗るとよく聞かれる質問だ。これもいつもなら「知るか」で終わらせるところだが、依頼人かもしれない彼には一応、答えておいた。

「まあな」

「なぜあなたの髪の毛から甘い香りがするのか、お尋ねしてもよろしいですか？」

　肩をすくめた翡翠は、マンゴーでベタベタになった髪をかき上げ、宝飾店のビルを見上げた。絡からみついた枝に色とりどりのフルーツが実っている。

「爺さんも気をつけろ、この街じゃあ空から果物が降ってくる。マンゴーならともかく波羅蜜ジャックフルーツなんか直撃で死ぬ奴いるかんな」

　老人は再び宝飾店を見上げ、忠告にしたがって、立ち位置を慎重にずらした。それでも感嘆の声で呟く。

「それにしても、何という生命のはびこりでしょうか。この大樹は」

「あー、こんな街でも結構珍しいらしいな」

　燭銀街は数世紀を経へた寺と高層ビルが隣接し、金持ちエリアと貧ひん民みん窟くつが混在している。風変わりな建築物など山のようにあり、闇鍋のようなカオスっぷりだ。だが生おい茂った大樹が古いビルを侵しん食しょくし、それにまた別の熱帯植物がはびこって極ごく彩さい色しきの花や果実をつけている様にはそうそうお目にかかれないだろう。

「まるでアンコール・ワットの寺院ですね」

　それがどこの寺だか知らず、また聞く気もない翡翠は、話を進めることにした。

「で、爺じいさんは俺らに依頼？」

「……依頼？」

　彼は少々意外そうな顔だった。翡翠の顔をしげしげと見る。

「ここは弁護士か何かの事務所なのですか？」

　こんなビルに住む弁護士なんかいるかよ、と思いつつ答えた。

「ボディガードの事務所だ。宝飾店って呼ばれてる」

「ほう、ボディガードですか。この物ぶっ騒そうな街でそのご職業とは、お若いのに腕が立つのでしょうな」

「まあな」

　肩をすくめつつ言ったものの、翡翠はすでにこの老人から興味を失っていた。

　どうも彼は、ただ建物の珍しさに足を止めただけの通行人らしい。金を払ってくれる依頼人でないなら、話すのは時間の無駄だ。きびすを返してさっさとビルに入ろうとしたが、呼び止められた。

「そこに書いてあるフランス語の意味をご存じですか？」

「あ？」

　皺しわだらけの指が差していたのは、ビルの入り口にかけられていた看板だった。傾き、ヒビ入り、蔓つる草くさにおおわれてはいるが、何とか文字は確認できる。

「デラシネ宝飾店って書いてるらしいな。アルファベットと漢字で」

「はい、déracinéとは根無し草という意味なのですよ」

　──根無し草。

　それはまさに、自分のことではないか。

「故郷をなくした人、ただ流れさ迷う人、そんな感じでしょうか」

「……へえ」

　根無し草との看板を掲かかげたビルが、大地にもコンクリートにもしっかり根を張った大樹と共にあるのか。妙なものだ。

　気がつけば翡翠は老人と共に、貪どん欲よくに日光を貪むさぼり、鳥や虫を誘い、隙あらば隣のビルにまではびころうとする樹木を見つめていた。植物を眺める趣味など皆無の自分でさえ、生命力の象徴のような姿だと思う。

　老人は再び帽子のつばに軽く手をかけ、言った。

「老いの戯ざれ言ごとに付き合っていただき、ありがとうございました。こんな美しい樹に抱かれて暮らすことが出来るなんて、このビルの住民であるあなたが羨うらやましい。では、ごきげんよう」

　紳士然とした足取りで歩み去っていく彼を、さっそく身ぐるみ剝はがされるのではないかと見送っていたが、ボディガードらしき男が目立たぬよう二人も付き添っている。

（金持ちの爺さんが気まぐれに足を止めただけか）

　ふと翡翠は、自分が初対面の老人をわずかながらも気にかけているのに気がついた。くるりと背を向け、今度こそ宝飾店のビルへと入る。二度と会わないであろう赤の他人なんかどうでもいい。










　それから翡翠は老人をすっかり忘れていたが、七日後、唐突に彼の名前を知ることになる。

「翡翠あてに手紙だよ」

　そう言いながら二階のリビングに入ってきたのは、宝飾店の新人、珊さん瑚ごだ。

　人の心の『声』が聞こえるという特殊能力を持ち、博識かつ語学にも優すぐれている。銃のひとつも扱えない男ではあるが、役立つのは本当だ。何より悔しいことに、宝飾店のリーダーである琥珀が彼を認めている。

　翡翠は三ヵ月前にやって来た彼をまだ信用していないが、あちらは全く気にしていないようだ。お坊ちゃん育ちゆえの天てん真しん爛らん漫まんさがしゃくに障さわるものの、年上のこちらから突っかかると琥珀に呆れられそうなので我慢している。

「俺に手紙？」

　普通、依頼書なら宝飾店名義、もしくは琥珀あてに届く。それがわざわざ翡翠あてなんて初めてだ。そもそも翡翠の知り合いは読み書きさえ出来ない奴らが多いというのに。琥珀も不審そうな顔をしている。

　珊瑚は封筒を差し出しながら、感心したように言った。

「封筒は蓮はすの透かし入りルネ・ラリック風、封ふう蠟ろうはスイスの最高級品、かすかに漂う品の良い香水、そして字は高等教育を受けた人のもの。差出人はきっと貴婦人だね」

「きふじんー？」

　今までの人生でそんな人種には一度も接触したことがない。翡翠の知る上玉の女といえば、高級娼婦かマフィアの情婦ぐらいだ。

　封筒からは香水の匂いがした。市販の既製品ではなさそうだが、どこかで嗅かいだような気がする。いったいどこでだっただろう。

　いぶかしみながら差出人を見ると、ノルトハイム夫人とある。全く知らない上に、差出人住所も無い。

　珊瑚が興味津しん々しんに言った。

「ノルトハイム家はさかのぼれば、かのハプスブルク家にもつながるプロイセンのもと名門貴族だよ。その夫人が翡翠にいったい何の用だろう？」

「知らねえよ」

　差し出されたペーパーナイフを無視し、翡翠は封筒を手で開けた。上質な紙だけにやたらと厚みがあって苦労したが、今さらペーパーナイフなんてお上品なものを使いたくない。

　出てきた便せんにもまた蓮の花の透かしが施ほどこされていた。




『宝石の名を持つ方々へ』




　手紙の書き出しはこうだった。

　自分は遺産相続絡がらみで命を狙われており、そのため宝飾店に護衛を頼みたい。本来なら自みずからそちらの事務所を訪れるべきだが、治安の悪い地域とあり、まずは手紙でコンタクトを取らせてもらった。そのような内容だ。

　流麗な字といい、簡潔にして明瞭な文章といい、この差出人が高い教養の持ち主であることは翡翠にも分かった。




『燭銀街の名高いボディガードである宝飾店の方々をわたくしに勧めて下さったのは、友人であるルイ・ミシェーレ氏です。彼は七日前、翡翠と名乗る若者と言葉を交わし、この人物ならば信用できると確信したそうです』




「誰だよ、ルイ・ミシェーレって」

　手紙の途中ではあったが、思わず呟いてしまった。横からのぞき込んでくる珊瑚をグイッと押しやり、首をひねって琥珀を見る。

「マジ、知らねーんすけど、ノルトハイムもミシェーレも」

「ミシェーレはフランス系の名だな。先を読んでみろ」

　琥珀にうながされ、翡翠は声に出して手紙を読み上げた。




『ミシェーレ氏は燭銀街に来たばかりで、街を散策していたところ、巨大な菩ぼ提だい樹じゅに侵食されたビルを見つけたそうです。そこはボディガードの事務所であり、利発そうな若者と言葉を交わした彼は、興味を持って宝飾店を調べさせました。誰もが燭銀街一のボディガードであると言ったそうです』




　そこで翡翠はようやく思い出した。

　七日前の朝、宝飾店のビルを眺めていたフランス人老紳士と確かに会った。まさか、完熟マンゴーで髪の毛がベタベタだった自分が「利発そう」だと？

　琥珀に目で問われ、翡翠は戸惑いながらも言葉を付け足した。

「七日前の朝、ビルを見物してる爺さんになら会ったっすよ。いい身なりで、プロの護衛も１ユニットつけてた」

「すると、ミシェーレは自分の護衛をしている奴らをこの夫人に勧めず、わざわざ別会社の護衛を雇うよう薦すすめたことになるな」

　用心深い彼らしい疑問だったが、翡翠にはそう奇妙とも思えなかった。

　あの老人についていた護衛は「ごく普通の」民間軍事会社が派遣した元軍人あたりだろう。だがこんな物騒な街で、か弱い女がはっきりと命を狙われているならば、名の売れた宝飾店を雇いたいと思っても不思議ではない。

「まー、リッチそうな爺さんの紹介だし、このノルトハイムって女も金は持ってんじゃないすか」

「この封筒も職人手作りの一点物らしいし、裕福なことは間違いなさそうだね。いかにも最高級、って押し出してる感じじゃなくて、控えめで趣味がいい」

　珊瑚はレターセットに感服しているようだ。しげしげと蓮の透かしを見つめているが、翡翠にはその「いかにもじゃない趣味の良さ」が余計にうさん臭く思われた。金持ちなら金持ちで派手に誇こ示じする奴らの方が、よほど付き合いやすい。

　珊瑚はワクワクした顔で琥珀と翡翠を見比べた。

「この手紙ひとつで僕はノルトハイム夫人に興味が湧いたんだけど、どうする？」

「不審なのは、この女が差出人の住所を明かしていないことだ」

　琥珀が言うと、珊瑚もうなずいた。

「それは僕も気になる。消印は燭銀街だし、この街に住む貴婦人ならすぐ調べられるだろうけど、あえて自分の居所を隠す意味って何だろう？」

「おそらく、こちらの返事が届くのを恐れてる。誰かに手紙を盗み読みされるのを心配してるんじゃないか」

　なるほど、差出人住所を書かないのは「返事は出さないで」の意思表示か。

　つまり、ノルトハイム夫人は誰かに監視されている。

　そして再びあちらからこっそりとコンタクトがあるだろう。この二つだけは分かる。

「依頼を受けるかどうかはともかく、分かる範囲でノルトハイム夫人を調べておくか」

　琥珀がそう言うと、珊瑚はアイアイサー、と右手を額にかざした。

「僕の出番だね。行ってくる」

　彼はあっという間にリビングから飛び出していった。

　少々呆れてそれを見送った翡翠は肩をすくめつつ琥珀を見る。

「あいつ、ここに来たばっかの時は財布やら時計やら盗まれてばっかだったのに、慣れてきたもんすね」

「さすがに用心深くなってきたからな。それに珊瑚は、命は自分で守れるから有あり難がたい」

　他人の心の『声』が聞こえる珊瑚だが、最も響いてくるのは強い殺意なのだそうだ。なので危険を回避できる。

　彼は銃を持つ必要が無い。人を殺す必要も無い。そんな生まれと育ち、そして能力だ。

　神様の存在などまともに考えたこともない翡翠だが、一つだけ言える。もしいたとしたら、奴が無慈悲で不公平なのは間違いない。










　翌日、ノルトハイム夫人から宝飾店に電報が届いた。

　手紙は読んで頂けただろうか。もしご興味がおありなら依頼の詳しい内容をお伝えしたいので、鴛イェン鴦ヤン街のこの番地まで、この時間にご足そく労ろう願えないか。そんな内容だ。

「最初は手紙、次は電報。ノルトハイム夫人は直接ここを訪れることも、電話をかけることも出来ないみたいだね」

　珊瑚の声には、すでに彼女への同情の響きがあった。とらわれの貴婦人、という言葉に何らかの浪ろ漫まんを抱いているかのようだ。

「貴族って手紙も電報も執事に出させるし、電話だって取り次がせるんだよ、交換手なんてどこにも存在しない今どきでも！　使用人の目に囲まれて暮らしてる人たちだし、きっと僕たちに連絡を取るのも一苦労だっただろうね」

　まあ翡翠もうさん臭い話だとは思う。いくら推すい薦せんされたとはいえ、金持ち女が下町の荒あら事ごと専門ボディガードなど雇うか？　ここまで用心しているからには、使用人も全て敵側なのか？

　取りあえず話だけでも聞くかと、三人は呼び出しに応じることにした。

　鴛鴦街は別名リトル・ウィーンとも呼ばれ、ドイツ系住民の多い土地柄だ。元は外国人租そ界かい地ちだった一等地で、十九世紀に建てられたレトロな西洋建築物が並んでいる。

　この辺りを初めて訪れるという珊瑚は、キョロキョロしながら言った。

「ドイツは東西とも大戦ですっかり街が破壊されちゃったけど、こんなアジアの街にまだドイツ建築物が残ってるなんてなあ。ほら、フランス式の優雅さとも、英国式の厳げん粛しゅくさとも違う、重じゅう厚こうなのにモダンな造りで──あっ、しかもあの書店を見て！」

　いきなり駆けだした珊瑚は、四つ角に建つ店の屋根を指さした。興奮して大声を出す。

「ほら、欧州ならガーゴイルが飾られてるところに中国の鬼の像だ！　面白いねえ、これは設計はドイツ人だけど大工はこっちの」

　ゴッ、と音がして、珊瑚の頭にココ椰子が直撃した。その書店の庭木から落下してきたのだ。

「[image: ][image: ][image: ]！」

　頭を押さえてうずくまる珊瑚に琥珀が呆れて声をかける。

「はしゃぎすぎだ。少し落ち着け」

「ばーか、あと一回りデケェ椰子だったら、テメェ頭パーになってたぞ」

「……痛い……」

　涙目で起き上がった珊瑚だったが、特に怪我などはしていなさそうだ。全く、トロいわりに丈夫な男だ。

　気を取り直した彼は、地図を見て四つ角を曲がった。

「番地はこっちだね」

「ノルトハイム夫人について何か分かったか」

「一日しかなかったから大したことは。一年ほど前に燭銀街に来た西ドイツ人で、その美貌と歌声で一いち躍やく、社交界で有名になったことぐらいかな。今じゃ燭銀街の歌姫と呼ばれてる」

「歌姫？」

　翡翠はつい、聞き返した。お貴族様とは自みずから歌うのか？　金で芸人をかき集めて、歌わせたり踊らせたりするのを扇おうぎ片手に見物する奴らじゃないのか？

　珊瑚はふいに立ち止まった。

「ここだ」

　ノルトハイム夫人に指定された番地にあったのは、古い劇場だった。

　鴛イン鴦ヨン大ダイ戯ヘイ院ユン、との金文字の看板に、英語で「Mandarin duck theatre」と添えてある。やはり西洋建築物で比較的こぢんまりしているが、何度も塗り替えられた跡や焼け焦こげた跡、山のように貼られたポスターから、不思議と奇妙なエネルギーを感じる。繁はん盛じょうしている劇場のようだ。

　さっきココナッツの洗礼を受けたばかりの珊瑚が、また興奮しだした。

「うわー、ここが鴛おし鴦どりシアターか！　十九世紀末の雰囲気を残す建物として有名でね、老ろう朽きゅう化かで何度も取り壊しの危機に陥おちいったけど、そのたびに反対運動が起こって何とか生き延びてるそうだよ。見事だねえ、このアール・デコ風のアーチ！」

　劇場前のポスターは、演劇、バレエ、オペラ、映画と何でもありだった。主にヨーロッパの作品をかけているようだが、京劇や雑技団の演目もあって雑多な印象を受ける。ＳＯＬＤ　ＯＵＴのシールが貼られているものも多い。

　まだ昼も早いこの時間帯だと何もやっていないようで、劇場入り口には閉館中との札があり、鍵がかかっている。

　バックヤードに回ってみたが搬はん入にゅう口ぐちにはシャッターが降り、人間用の裏口も施せ錠じょうされていた。最新式の電子ナンバー錠で、四桁けたの数字が必要なようだ。

　珊瑚が困惑したように言った。

「番地は確かにこの劇場なんだけど……ここじゃないのかな」

「歌姫とやらに呼び出されたんだから、劇場で間違いはねえだろ。大体、たかだか劇場の裏口に軍事施設ご用よう達たしのミュラー社ロック使うかっての」

　翡翠はそう言い、銃を取り出した。物理的にドアの蝶ちょう番つがいを破壊すべく狙いを定めると、珊瑚が慌てて止める。

「い、いきなり乱暴だよ！」

「あ？　呼び出しといて閉め出す気なら押し入るしかねえだろうが」

「でも」

「うっせえな、サイレンサーついてんの見えねえのか？」

　との押し問答をしていると、じっと裏口の横を見つめていた琥珀が言った。

「待て。あのポスター、おかしくないか？」

　彼が見ているのは、裏口付近の壁にベタベタ貼られたポスターだった。

　近隣の小劇団らしき舞台の案内がびっしりで、風雨にさらされボロボロになった上からまた新しいものが貼られ、幾いく層そうにもなって膨ふくらんでいる。それに飲ヤム茶チャやピザの配達広告まで重ね貼りされているからカオスなことこの上ない。

　琥珀はその中で、最も新しいと思われるポスターを指さした。裏口ドアの真横だ。

「まだインクが乾いてない。ついさっき印刷したものだ」

「ええ？」

　奇妙なイラストのポスターだった。

　古代書みたいな稚ち拙せつな版画絵で、湖こ岸がんで何かの粒を拾い上げている娘たちと、蛇へびの髪の毛を持つ怪物の首を切る甲かっ冑ちゅうの英雄が描かれている。最も目立つのが、白黒刷りのポスターなのに唯一彩色されている小鳥の絵だ。『詩人と侍じ女じょと盗人イタチ』という演目の舞台らしいが、正直、イラストとの関連性がさっぱりつかめない。

　珊瑚が言った。

「……これは、僕たちに宛てたメッセージかもしれない」

「あ？」

　聞き返すと、珊瑚は指先でトン、と娘たちのイラストをつついた。

「古代ギリシャの博物学者プリニウスが、『ポプラの樹の天てっ辺ぺんからエレクトロンの沼に落とす宝石が琥珀である。それはヘスペリデスの娘たちによって集められる』と記してる」

「はあ？　何言ってるか意味わかんね」

「まあプリニウスは稀き代たいのほら吹きエンタメ作家だと思ってくれれば。で、これ」

　次に珊瑚の指は怪物の首を持つ英雄を指さした。正確には、怪物の首から吹き出る血ち飛沫しぶきをだ。

「有名なギリシャ神話の英雄ペルセウスが怪物メドゥーサの首を搔かき切った時、大地に飛び散った血が珊瑚になったという伝説がある。今でも珊瑚は護ご符ふの宝石とされるよ」

　要するにこのポスターが琥珀、珊瑚を示しているらしいというのは分かってきたが、ペルセウスやらメドゥーサやらを翡翠はよく知らなかった。ギリシャ神話も聖書も、西洋文明の基礎とされるもの全て、自分はまともに触れ合ったこともない。

　珊瑚はさらに、鮮やかな青色とオレンジに塗られた小鳥を指さした。

「これはカワセミだと思う。中国語だと翡翠って書くよ」

「俺たちに宛てたポスターというわけだな」

「うん、カワセミだけ彩色してあるでしょ。翡翠を見み初そめたルイ・ミシェーレ氏から宝飾店を紹介してもらったことを示してると思うんだ」

　琥珀はしばらくポスターを見上げていたが、『詩人と侍女と盗人イタチ』の開演日に目を留めたようだ。

「珊瑚。ウサギの年とはいつだ？」

「えーと、アジアの干え支とだね。今年が丑うし年どしだから、えっ、これ再さ来らい年ねんの舞台のポスター？」

　それはさすがにおかしい。他の小劇団ポスターは全て数ヵ月以内の上演を宣伝している。なのにこの妙な刷り立てポスターだけ再来年の上演？

　琥珀は無言で、再来年の西暦１９７５を電子ナンバー錠に打ち込んだ。

　ピー、と小さなデジタル音がして、カチリと錠が開く。

「行くぞ」

　琥珀が中に入ると、珊瑚は「すごいね！」とでも言いたげな顔で翡翠を見た。このポスターの暗号が気に入ったらしいが、ついさっきドアをぶち壊そうとしていた自分としてはむっつり黙り込むしかない。

　裏口からは楽屋や舞台への通路もあったが、琥珀は大回りして劇場のエントランスロビーへと向かった。彼は建物に入るとき必ず、こうして全体像を把握する。

　エントランスロビーは狭いながらも凝こった造りだった。珊瑚がうっとりと言う。

「うわあ、階段の手すりが黒こく檀たんだよ。見てこの彫刻、青せい竜りゅうと白びゃっ虎こと」

「うっせえ黙れ！」

　放っておくといつまでも続く彼の後頭部をはたいた。琥珀が劇場内の気配をうかがっているのが分からないのか。

　中は静まり返っており、スタッフなども見当たらなかった。だが、確かに人の気配はする。

　階段を上ると、劇場ホールと書かれた扉があった。

　かすかなピアノの音と、女の歌声。

　琥珀が扉をわずかに開け、中の様子を見てから取っ手を引いた。とたんに歌声が大きくなる。

　すり鉢ばち状になった円形ホールの舞台には女が一人、そしてピアノの前に男が一人。

　彼女が伴奏に合わせて高らかに歌い上げるメロディは、翡翠にも聞き覚えがあった。高尚な音楽になど全く無縁の自分でさえ知っているのだから、おそらく有名な曲なのだろう。フランス語のようだ。

　遠目にも女の美貌ははっきりと分かった。

　すらりとした長身で、艶つやのある黒髪を後ろに垂たらしている。肌は光こう沢たくをはなっているかのように輝き、華きゃ奢しゃそうな骨格なのに肉付きは豊かだ。

　そして何より、黒目がちの瞳。

　長い睫まつ毛げに縁ふち取どられたそれは、うっすら濡れているかのようだった。

（こりゃ、会う男会う男全てに、初対面から頭ん中で脱がされる女だな）

　彼女に対する翡翠の第一印象は、そんな身も蓋ふたもないものだった。

　一目で分かる。──あれは男を狂わせる女だ。

　ピアノを伴奏しているのは、東洋人の若い男だった。女より年下に見える。

　やがて曲が終わると、珊瑚が弾はじけるような拍手をした。
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「ブラボー！　素晴らしいハバネラでした」

　ノルトハイム夫人と思われる女は、ゆったりと一礼した。

「ありがとうございます。わたくしがマレーネ・ノルトハイムです。宝飾店の方々ですね？」

　彼女は軽くドレスをつまみあげ、客席へと降りて来た。

　その一挙一動をピアノの若い男が見守っている。彼女の姿を目に焼き付けようとしているかのようだ。

（あの若造、完全にイカれちまってんな）

　いかにもピアニストらしい清潔そうな外見の彼の目には、はっきりとした恋れん慕ぼがあった。あんな一いち途ずな瞳で年下から見つめられれば、大抵の女はほだされるだろう。

　こちらも通路を下り、舞台最前列まで降りた。

　彼女が優雅に一礼し、客席に座るよううながす。珊瑚はそれに従ったが、琥珀と翡翠は立ったままでいた。何かあった時にすぐ対処するためだ。

　ノルトハイム夫人はドレスの裾すそをさばき、客席に浅く腰掛けた。近くで見れば美しい顔は面おもやつれしており、黒い瞳には拭ぬぐい去りようのない憂いが見て取れる。

　十代の少女のような顔立ちだが、落ち着いた雰囲気は三十代にも見える。どうも年齢のよく分からない女だ。

　翡翠はふと、彼女の香水に混じるどこか懐かしい香りに気がついた。あの封筒にも染みついていた匂い。自分はこれを知っている気がする。

　彼女が睫毛を伏せたまま何も話さないでいると、珊瑚が取りなすように言った。

「ビゼーのオペラ『カルメン』のアリア、通称ハバネラですね。ピアノ伴奏のは初めて聴きました」

　カルメンというオペラには翡翠でさえ聞き覚えがある。どんな話かは全く知らないが、さっきの歌はテレビでもよく聞く。

　ノルトハイム夫人はわずかに微笑んだ。

「歌は数年学んだだけで、素しろ人うと同然ですのよ」

「いや、歌姫と呼ばれるわけが分かります。五月の雲雀ひばりのようだ」

　珊瑚の歯の浮くような褒ほめ言葉に、翡翠は内心突っ込みを入れた。あいつらがピーチュチュうるせえ時は発情してんだからな。

「今度、仲間内だけでささやかなチャリティー劇をやることになっております。カルメンの一幕と四幕だけを、オーケストラもなく、ピアノと打楽器のみで」

「ピアノアレンジも素晴らしかったですよ。彼の演奏もですが」

　珊瑚がにっこり笑って、まだ舞台上のピアノの前に座っている青年へと目をやった。暗に彼を紹介しろとうながしている。

　ノルトハイム夫人はハッと息を飲み、舞台を振り返った。

「申し訳ありません、ご紹介が遅れまして。彼は雨ユー澤ゼェア、わたくしには発音が難しいのでユージーンと呼んでおります。舞台ではピアノ伴奏を担当しており、アレンジも彼が作ってくれました」

　ユージーンはこちらに向かって丁寧に頭を下げた。珊瑚のみが返礼する。

　琥珀が言った。

「今から依頼内容を詳しく聞くが、あいつはいてもいいのか。赤の他人に見えるが」

「構いません。今、わたくしが信用できるのは彼だけです」

「あれ、アンタの男？」

　無遠慮に聞いた翡翠に、ノルトハイム夫人はゆっくりと首を振った。

「一年前、この街のナイトクラブで演奏している彼に出会いました。苦学生で、働いて家族に仕送りをしながらもピアノの勉強を続けていました。わたくしは彼を支援すると決め、上シャン海ハイの音楽院へと進ませたのです」

「つまり若きアーティストの支援者パトロンということですね」

　珊瑚がメモを取りながら言うと、彼女はうなずいた。

「はい。わたくしはこれまでも、芸術家の卵を男女問わず支援して参りました。中でもユージーンは才能に溢れており、将来が楽しみな一人です」

「関係は分かった。だが上海で学生をしている男がなぜ燭銀街に戻って来ている？」

　琥珀が尋ねると、ノルトハイム夫人はユージーンを振り返り、かすかに微笑んだ。

「わたくしが燭銀街で知り合った人々とカルメンを演やると知り、ちょうど学校も長期休暇中だしと編曲とピアノをかって出てくれたのです。恩返しだからと」

　とは言え、ただのパトロンと音楽家の卵というだけの関係ではないだろう。ノルトハイム夫人の方はどうあれ、少なくともユージーンの方はまるで女神を見るかのような目をしている。

　琥珀はそれ以上、ユージーンついて何も言わなかった。

　本来なら依頼人以外はここにいて欲しくないだろうが、追い詰められた様子の彼女が「信頼できるのは彼だけ」とまで言っているのだ。追い払えはしない。

　彼女ははかなげに微笑み、三人を見回した。

「初めてお三方とお会いしますのに、誰が誰だかもう、わたくしには分かっておりますのよ。ムッシュ・ミシェーレがお会いした方が翡翠さん。これは瞳の色から判断できます」

　翡翠から珊瑚に目を移し、彼女は続けた。

「そして一番お若そうに見える方が珊瑚さんですね」

「僕が琥珀ではなく珊瑚の方だと思う理由をお尋ねしてよろしいですか？」

　興味深そうに珊瑚が聞くと、彼女は少しおかしそうに言った。

「珊瑚なんて可愛らしい呼び名で許されるのは、この中であなただけのように思えますし、それに琥珀という宝石は」

　黒い瞳がゆっくりと琥珀に向けられた。不思議な声のトーンで言う。

「はるか古代の昆虫や植物を内ない包ほうしていることがあるでしょう。何か様々なものを抱えた人に似合う呼び名だと思うのです」

　それには琥珀の返事は無かった。

　特に表情を変化させることもなく、軽く顎あごを上げてうながす。

「依頼内容を教えてくれ」

「……どこからお話ししてよいものやら」

「最初から最後までだ。あんたが関係あると思おうが思うまいが、起こったことを全て」

「分かりました」

　彼女は細い指を悩ましげに頰に当て、しばらく頭の中で話を整理していたようだった。やがて憂うれいを帯びた声で話し出す。

「わたくしは西ドイツで早くに夫を亡くし、莫ばく大だいな財産を相続いたしました。生活には不自由いたしませんでしたが、彼と暮らした屋敷にたった一人でいるのが苦痛で……旅に出ました。長い、長い旅に」

　まずは新婚旅行で夫と訪れたエジプトの地を踏み、そこから東へ、東へと流れてきた。いつか夫と行こうと約束していた国々は全て回り、芸術家の卵を見つけては支援した。芸術に造ぞう詣けいの深かった夫の遺志を継いでいるつもりだった。

　そうして何人も支援しながら旅をし続け、とうとう魔ま窟くつと呼ばれる燭銀街まで辿り着いた。西ドイツを旅立ってから五年が経っていた。

「ヨーロッパの友人に手紙を書くと、みんなが『そんな危険な街になぜ滞在しているのか』『アジアがいいならせめて香港に移れ』と言うのです。ですがわたくしはなぜか、この街が気に入りました」

　通過してきた東南アジア諸国は、情勢や治安に差はあれど、どこも熱帯特有ののんびりした空気が流れていた。

　だが燭銀街は喧けん噪そうに満ち、世界中から集まったうさん臭い人々の吹き溜まりで、良くも悪くも凄すさまじいエネルギーに満ちている。

「ゆっくりと悲しみを癒いやす時間と空間など、燭銀街は私に与えてくれなかったのです。でもこの街の騒々しさのおかげで、私も生きる気力を取り戻すことが出来ました」

　長い旅で少しずつ回復してきた彼女は、ちょうど良いタイミングでこの街に着いたのかもしれない。

　港を一望できるマンションのペントハウスを借り、生活を始めた。世界中からこの街に『吹き溜まった』友人たちも出来て、芸術を通じて交流するようになった。

　彼女は静かな声で言った。

「恋もしました。夫を失って以来、五年ぶりのことです」

　とたんにユージーンが痛みをこらえるよう、下を向いた。膝の上で両手のこぶしをギュッと握っている。

「アメリカ出身のビジネスマン、ケビン・ハドソン氏です。この街に住んで長いそうで、わたくしに色々なことを教えてくれました」

　彼もまた十年以上前に奥方を病で亡くしていたが、子供たちも独り立ちして屋敷に一人になると、孤独に耐えられなくなった。突然思い立ってトランク一つで飛行機に飛び乗り、アジアを放浪したあげく燭銀街に腰を落ち着けた。

　同じような境遇だった二人は自然と恋に落ちた。音楽鑑賞を趣味とする彼はノルトハイム夫人に感かん化かされ、自分も音楽家の卵を支援するようになった。

　ノルトハイム夫人はかすかに微笑み、舞台のユージーンを振り返った。

「ユージーンを見つけたのはわたくしですのに、ケビンの方が夢中になってしまいましたのよ。彼は元々ピアニストを目指していたそうですが、早々に自分の才能に見切りをつけた過去がありました。ですから、若いユージーンの才能にすっかり惚れ込んでしまいまして」

　それを聞いたユージーンははかなげな微笑みを返した。

「……ハドソン氏には、本当にお世話になりました」

「彼が上海音楽院を卒業した後のことまで、ケビンはあれこれ考えていました。もてるコネは全て使ってデビューさせると息巻いて」

　おかしそうに笑ったノルトハイム夫人の横顔を、ユージーンはただ見ていた。

　惚れた女の恋人に応援される、か。他人の色恋沙汰になど興味の無い翡翠だが、ユージーンの心境は察してあまりある。

　ノルトハイム夫人はマンションを引き払い、ケビン・ハドソンの屋敷で暮らし始めた。

　そして二人は、他にも芸術家の卵を探し始めた。こんな街だからこそ素晴らしい才能が埋もれているに違いないと、楽しい日々だった。

「ある日、彼にプロポーズされました。ですが、わたくしはいったんお断りしました。ノルトハイムの名を捨てたくはない、このまま恋人同士でよいではないかと」

　ケビン・ハドソンはがっかりした様子だったが、諦めはしなかった。もしあなたが亡き夫の名前を捨てたくないのなら、自分が改名してもいい。もしくは夫婦別姓を選べる国で結婚することも可能だ。

「彼は結婚という契約が欲しかったようなのです。それはもう熱心に口く説どかれて……わたくしも迷い始めました」

　ノルトハイム夫人の心が揺れ始めた、その時だった。

　アメリカから突然、彼の三人の子供たちがやって来た。何の前触れもなく、本当にいきなりだった。

「なるほど、父親に後妻が出来たら自分たちの遺産が減っちまうもんなあ」

　翡翠がズバッと言うと、彼女は悲しげに眉を寄せた。

「わたくしは彼の財産などいらなかったのですが……」

「失礼ですが、ケビン・ハドソン氏は資産家だったのですか？」

　珊瑚の問いに、ノルトハイム夫人は一拍おいてから答えた。

「彼は不動産業を営いとなんでおりまして、屋敷だけで一億ドルの価値があるそうです。その他の財産を含めると相当なものになると聞きました」

「それを夫人に伝えたのは？　ケビン・ハドソン本人か？」

　琥珀が鋭く尋ねると、彼女は長く細い溜め息をついた。

「彼の娘さんです。財産目当てで父親をたぶらかしたんだろうと、とても神様の前では口に出来ない言葉で罵ののしられました」

　淫いん売ばい、もしくは雌めす犬いぬか。まあ一億ドル以上の財産を横からかっさらおうという女が現れれば、子供たちは気が気でないのも分かる。翡翠は煙草の煙を吐き出しながら言った。

「で、アンタは三人の子供たちからワーワー責められたわけだ」

「それがそうとも言えず……長男ジェレミーは結婚に賛成でした」

「へえ？」

「彼はノルトハイム家の家柄に興味津々でした。元貴族の家とつながっておくのも悪くないと。結婚したらケビンの方が姓をノルトハイムにするといいと言っていました」

　珊瑚が苦笑した。

「あー、アメリカ人の成金にありがちですねえ。ヨーロッパの爵しゃく位いを金で買い漁あさってるの、ほとんどがアメリカ人ですよ」

「ナチス時代にドイツの貴族など解体されておりますのに。まあ思惑はどうあれ、私たちの結婚に賛成してくれたのは有り難かったです」

「で、娘は反対と」

「はい、ケビンの第二子、長女パトリシアになります。彼女は徹てっ頭とう徹てつ尾び、大反対でした。どうもファーザーコンプレックスが強いようで、財産のことばかりでなく、わたくしに父親を盗られるような気がしたのでしょう」

「末っ子は？」

「末の次男ロバートは、どっちつかずでした。ジェレミーがノルトハイム家の名が欲しいといえばそれもいいと賛成し、パトリシアから後妻に遺産を半分も持っていかせるつもりかと怒鳴られれば、そんなものかと意見を覆くつがえすのです」

「はー、日ひ和より見み主義って奴か」

「ロバートは狡こう猾かつなジェレミーと高圧的なパトリシアの下でふらふらすることで、自分を守ってきたのでしょうね」

　ケビン・ハドソンはノルトハイム夫人も資産家であることを話し、彼女が財産目当てなどではないことを子供たちに納得させようとした。お前たちが満足するような遺言書を書き、遺産相続で揉もめないようにもするつもりだと。

　ノルトハイム夫人も、子供たちが嫌がるなら結婚はしない、恋人同士のままでいいと彼らに伝えた。だがケビン・ハドソンがどうしても結婚したいと譲らなかった。

「もう収しゅう拾しゅうがつかなくなって、わたくしも途方にくれておりました。そして、あの悲劇が起こったのです」

　ふいに、珈琲の香りが漂ってきた。

　いつの間にか劇場ホールを出ていたユージーンが、珈琲を四つトレイに乗せ、近づいてきたのだ。

「どうぞ」

　彼は宝飾店三人に珈琲を配り、最後にノルトハイム夫人の目を真っ直ぐ見下ろしながらカップを差し出した。

「貴女あなたのお好きな、タンザニアです」

「ありがとう」

　若きピアニストは、これから『悲劇』を話さなければならない彼女を、精一杯はげまそうとしているかのようだった。ひたり、と誠実な目が向けられている。

　彼女は珈琲を一口飲み、しばらく黙ってからようやく口を開いた。

「子供たちがやって来てから一週間後、ケビンは殺されました」

「えっ」

　珊瑚が短く声をあげたが、この話の流れで翡翠は大体の予想がついていた。琥珀もそうだったようで、口を挟まない。

　彼女は細い眉を寄せ、睫毛を伏せた。

「彼の屋敷の寝室で、胸を一突きされたのです。朝、メイドが発見した時にはすでにこときれて数時間経っていたようです」

「……それは……残念です」

　痛ましそうに珊瑚が言った。

　新しい煙草に火をつけた翡翠は、もう一度、ノルトハイム夫人の顔をよく見た。

　夫を失い、恋人も殺されたのか。

　この女を美しく見せているのは、拭っても拭いきれぬ悲劇の香りのせいなのかもしれない。きっとまた、この薄はっ幸こうさに別の男がすぐに引き寄せられてくるのだろう。

「もちろん大騒ぎになりました。その夜、屋敷には三人の子供たちと使用人がおり、誰でも殺せる状況でした」

「貴女にも疑いがかかりましたか？」

「はい、警察には疑われました。ですが、わたくしは子供たちが来てからケビンの屋敷に居づらくなって、しばらくホテルで暮らしておりました」

　まあ、それはそうだろう。

　面と向かって財産目当てだと罵る娘と一緒にはいたくないはずだ。

「死亡推定時刻に、わたくしはホテルの自室におりました。フロントにも目撃されていますし、監視カメラで一度も部屋を出ていないことが確認されました」

「それは不幸中の幸いでしたね」

「そうですね。パトリシアからは私が殺したに違いないと責められたのですが、しっかりしたアリバイがあったので警察も相手にしませんでした」

　もしこの女が見た目通りの聖女ではなく、金目当ての悪女だとしたら、結婚前にケビン・ハドソンを殺したりはしないだろう。気の進まないふりで結婚し、相続の権利を得た後で殺害するはずだ。容疑者からは外していい気がする。

「わたくしは恋人を突然失った悲しみと恐怖で、しばらくはホテルの部屋から一歩も出られませんでした。ですが葬儀を終え、彼の日記を読み、やらなければならないことを思い出したのです」

「やらなければならないこと？」

「このユージーンですわ」

　影のように控えていた青年に、彼女は目をやった。

　彼は熱っぽく彼女を見返したが、すぐに人前であることに気づいて目を伏せた。だがそのうつむいた首から、こわばった肩から、彼の抑えきれない恋れん慕ぼが溢れそうだった。

「カルメンのチャリティー劇にユージーンが参加してくれることとなり、ケビンは張り切っておりました。知人の音楽プロデューサーや批評家を呼んで、ユージーンをお披ひ露ろ目めしたいと」

　チャリティー劇は上流階級のお遊びのようなものらしく、社交界では珍しくもないそうだ。ケビンはそれを利用し、ユージーンを売り込もうとした。

「ユージーンのピアノの腕は抜ばつ群ぐんです。そして女性にも人気が出そうな優しげな顔立ちです。ピアニストとして成功させたいと、ケビンはそれは熱心でした」

　自分の子供たちに辟へき易えきしていたケビンは、控えめで真面目なユージーンの人柄も気に入っており、ある程度名が売れたらアメリカに呼んでもいいとまで言っていた。

　琥珀が尋ねた。

「それはケビン・ハドソンがユージーンを養子にしようとしていた、と解釈していいのか？」

　とたんにユージーンがハッと顔を上げた。驚きの目でノルトハイム夫人を見る。

「その通りです。ユージーンにその気があれば、という程度で、まだ本人にも話しておりませんでしたが」

　ノルトハイム夫人が慈いつくしみを込めてユージーンに微笑みかけたが、彼は戸惑いを隠せないようだ。養子など想像もしていなかったのだろう。

　つまりユージーンにも相続の可能性があった。これを三人の子供たちは知っていたのか？

「こんなことがあった燭銀街に、わたくしはもう住める気がしません。ですが、ケビンがやり残したユージーンのお披露目だけは……」

　恋人の遺志をついで、自分に惚れている若造の支援をするのか。

　この女はユージーンの恋心に気づいていないのだろうか。

　気づいているとしたら残酷だし、気づいていないとしたらとんだ天然だ。初対面の翡翠にさえ丸わかりなものを。

　しかもケビン・ハドソンが彼を養子にしたが上でノルトハイム夫人と結婚していたら、ユージーンは彼女の息子になってしまう。ますます手の出せる相手では無くなっていたのだ。

　二人を見比べた翡翠は、唐突にユージーンに聞いた。

「で、アンタの方のアリバイは？」

　彼は一瞬、動揺で固まった。

　ノルトハイム夫人の頰にさっと朱がさし、憤いきどおった口調で言う。

「ユージーンはあの晩、以前働いていたナイトクラブで弾いておりました。長年お世話になった店だからと、無償で」

「あー、目撃者はいっぱいいるわけだな」

「彼の優しさが幸いしました」

　殺された男の恋人に岡惚れしているユージーンは、本来なら第一容疑者になっただろう。だが店の人間や客に見られているなら、確固としたアリバイがある。

　結局、ケビン殺しの容疑者は三人の子供たちに絞しぼられた。

　使用人は大部屋で眠っており、誰か抜け出せばすぐに気づかれる。個室を与えられている執事は老齢で、人間の胸を深々と突き刺せるほどの腕力は無い。長男か、長女か、次男の誰か、もしくは共きょう謀ぼうと思われた。

　犯人捜しは警察に任せ、ノルトハイム夫人はカルメンのチャリティー上演を目指すことにした。これが終われば燭銀街を離れる。自分を元気づけてくれた街へのはなむけのつもりでもあった。

「ですが、私の周りで次々と恐ろしいことが起こり始めたのです」

　最初は枯れた薔薇が送られてきた。

　気味は悪かったが、ただの植物だ。スイートルームの隣に住まわせている臨時雇いの執事に頼み、処理してもらった。

　だが贈り物は段々とエスカレートし、死んだ蝶ちょう、蜻蛉とんぼ、金魚、この前はとうとうネズミの死し骸がいが送りつけられた。

　ノイローゼ気味になったノルトハイム夫人がふらふらと街を歩いていると、鉄骨が落下してきた。すんでのところで助かったものの、三十センチずれていたら即死だったと言われた。

　さらに、ホテルの廊下で非常階段に引きずり込まれそうになった。たまたまボーイが通りかかったので助かったが、犯人は黒い目出し帽の男ということしか分からなかった。監視カメラは塗りつぶされていた。

「そしてつい先日のことです。ナイフが送られてきました」

「ナイフ？」

「舞台で使う小道具で、押せば刃が引っ込みます。血ち糊のりが仕込んであるので、舞台上で人を刺せばまるで本当に殺しているかのように見えます」

　珊瑚がハッと息を飲んだ。

「カルメンのクライマックスシーンで使われるものですね」

「そうです。ドン・ホセがカルメンを刺し殺す時のナイフです。『次は本物を使う』とのメッセージカードが添えられていました」

「おいおい、オペラってのはそんなに物騒な話なのか」

　翡翠が聞くと、珊瑚は苦笑した。

「カルメンのラストは特に有名だけどね。悲劇を題材にしたオペラなんかじゃよく殺したり殺されたりしてるよ」

　ノルトハイム夫人も言葉を添えた。

「奔放なジプシー女のカルメンが、復縁を迫る男を挑発するのです。お前と復縁なんかするものか、刺したいなら刺せばいいと。そして殺されます」

「ジプシー女ァ？」

　翡翠はついつい、語尾をあげてしまった。

「オペラってのは上品なお貴族様とかのもんなんだろ。何でジプシーが出てくんだよ」

「作曲したビゼーにはエキゾチックな放浪者に対する憧あこがれがあったんだと思うよ。実際、ヨーロッパの絵画でジプシーはよく題材にされていたし」

「それにしたって、こんなお綺麗なメロディがジプシーかよ」

　肩をすくめると、珊瑚が不思議そうに目を見開いた。

「翡翠は本物のジプシー音楽を聴いたことがあるの？」

「は？」

　思わずギロリと珊瑚をにらんでしまった。

　ライターを開いては閉じ、カチカチと彼を威い嚇かくする。

「俺がどんな音楽聴こうがテメェに関係あっかよ」

「ご、ごめん」

　珊瑚に心の『声』を聞かれたのではないかと思い、つい突っけんどんになってしまった。そこまで詳しく分かるわけではないと彼は言っていたが、それでも翡翠の心の揺れは感じ取られただろう。

　ノルトハイム夫人は微妙な空気を察知したか、話を元に引き戻した。

「なぜ、わたくしの命が狙われるのかさっぱり分かりません。まだケビンとは結婚もしていませんでしたし、三人の子供たちには何の利害も無いのです」

「アメリカ出身の資産家の男が殺され、西ドイツ出身の資産家の女が脅おどされる。確かに犯人の狙いが分からないな」

　琥珀がそう言うと、ノルトハイム夫人は不安そうにうなずいた。

「そこなのです。わたくしと彼が結婚した後だったなら、わたくしを狙う人間がいてもおかしくありません。なのに、なぜ今さら？」

「宝飾店を推薦したのはミシェーレというフランス人だったな」

「はい、ミシェーレ老は欧州にいた時からのお友だちです。私のことを大たい層そう心配しておりまして……宝飾店の評判を聞きつけ、雇いなさいと勧めてくれました」

　ノルトハイム夫人が手紙に差出人住所を書かなかったのも、劇場の裏口を頑がん丈じょうな鍵に変えて暗号ポスターを貼らせたのも、ミシェーレの口出しによるものらしい。彼はおそらくそれで、宝飾店をテストした。

「自分が見込んだ護衛ならば、きっと謎かけも分かるだろうとおっしゃって」

「自分が見込んだって……爺さんとは俺が少し立ち話しただけだぞ」

　翡翠が呆れて言うと、ノルトハイム夫人は苦笑した。

「大樹に守られたビルに宝石の名前を持つ男たちが住んでいる、ということにミシェーレ老は大層な浪漫を覚えたそうですわ。目をキラキラさせて私にそう話してくれました」

　要するに、ロマンチストの爺さんは宝飾店とつながりを持ちたくて友人に推薦したらしい。あの面倒くさい暗号ポスターもノリノリで考えたそうだ。

「ミシェーレ老はとても忙しい方で、今は仕事でインドシナにいます。カルメンの公演にはきっと駆けつけるから、それまで宝飾店の方々にしっかり守ってもらいなさい、と言い残して」

　彼女は琥珀としばらく話し、二十四時間の警護をチャリティー上演までの一週間、正式に依頼した。あからさまに屈くっ強きょうな男たちを雇うと敵を刺激するかもしれないので、少人数の宝飾店でちょうどいいと言う。

　彼女は微笑んだ。

「それに、琥珀さんはとてもお強く見えるのですが、翡翠さんと珊瑚さんはお若いし、軍人らしさもないし、わたくしの周りにいてもおかしくないと思うのですよ」

「アァ？」

　弱そうに見えるとでも言いたいのかこの女、と思って翡翠が声のトーンを落とすと、彼女は言った。

「お三方、芸術家の卵のふりをなさいませんか？　音楽家でも、画家でも」

　とたんに珊瑚が人差し指を立てた手を挙げた。

「あ、じゃあ僕はヴァイオリン奏者になります。子供の頃に習っていたので」

「それは好都合ですわね。琥珀さんは彫刻家でいかが？　彫刻家は体格のいいかたが多いんですのよ」

「別に何でもいい」

「翡翠さんは画家でどうでしょうか。画家には気難しかったり、他人とコミュニケーションが取れない方が多くいらっしゃいますから、翡翠さんにちょうどいいと思います」

　何を上品な口調でディスってんだこの女、と翡翠は憤ったが、琥珀がほんの少しだけ笑っているのに気づき、我慢してやることにした。










　それからノルトハイム夫人は二度、ハバネラを歌った。

　翡翠にはどうしてもジプシーの曲に聞こえないのだが、その辺の退屈なオペラ曲とも違うのだけは分かる。リズムが独特で耳に残るのだ。

　舞台上のノルトハイム夫人とユージーンを見ながら、翡翠は珊瑚にボソッと聞いた。

「カルメンってどんな話だよ」

「舞台はスペイン、奔ほん放ぽうなジプシー女のカルメンの色香に惑わされた伍ご長ちょうドン・ホセは、婚約者を捨てて彼女に走る。でもカルメンはあっさり他の闘牛士に心変わり。逆上したドン・ホセがカルメンを刺し殺し、ジ・エンド」

「身も蓋もねえ話だな。ただのビッチじゃねえか」

「ま、まあ言うなれば……でも、フランス語のオペラって珍しいわりにカルメンは世界的に人気だよ」

「あの女がジプシーのビッチ役かよ。あんま似合わなくね？」

　芸術方面にはうとい翡翠だが、清楚な美貌の彼女がスペインのジプシー女役というのは何だか違う気がする。

「うーん、ノルトハイム夫人はあんまりドイツ人らしくないけど、確かに黒髪ぐらいしかジプシーっぽさはないねえ」

　翡翠の知るドイツ女は金髪で背が高く、骨太なのが多い。だがノルトハイム夫人は黒髪に黒い瞳で華奢、肌色も少しオリーブがかっている。

「どこかでラテン系の血が混じってるようにも見えるな。だからカルメンを題材に選んだのかも」

「まー何歌おうとどうせ客はあの女のツラ拝おがみに来るんだろ」

「はは、まあこんな美貌の歌姫ならね」

　稽古を終えると、ノルトハイム夫人は驚いたことに、ケビン・ハドソンの屋敷に戻ると言い出した。

「ハァ？　アンタの命狙ってんの、三人のガキどもの誰かかもしんねえんだぞ？」

　翡翠は呆れて言ったが、彼女は首を振った。

「彼の屋敷に私の荷物がたくさんありますので、整理しないといけません。燭銀街を去る前に、送ってしまわないと」

　彼女が今まで支援してきた芸術家たちから贈られた作品や手紙などが、かなりの量あるという。護衛としてはホテルに閉じこもっていて欲しいのだが、それらの宝物を諦めろというわけにもいかない。

　珊瑚が聞いた。

「次はどちらへ向かう予定ですか？」

「船で日本へ渡ろうと思います。そこでまた新しい芸術家の卵を見つけられたら、アメリカへ。ケビンが生まれ育ったコロラドの大自然を見たいのです」

　チャリティー上演は七日後、日本へ向かう船は八日後。すでにチケットは取ってあるそうだ。

　ノルトハイム夫人と宝飾店の三人がケビン・ハドソンの屋敷に向かおうとすると、ユージーンが言った。

「荷物の整理、僕もお手伝いさせて下さい」

「あなたも？　駄目よ、ピアニストの大事な手をそんなことには」

「力仕事は出来ませんが、手紙や書類の整理ぐらいなら」

　彼は熱心だった。

　八日後には彼女は燭銀街を去ってしまう。どうせかなう恋ではないと分かっていながらも、せめて少しだけでも側にいたいだろう。

「そうね、では一緒に来て下さいな。あなたがいれば心強いし」

「はい！」

　宝飾店の三人はチラッと目線をかわした。

　ド素人が護衛対象の周りをウロウロするのは出来れば避けたいが、依頼人が許可したからにはしょうがない。この様子では彼女に銃じゅう口こうが向けられた時に盾たてになりかねないし、ユージーンの存在はまあプラスマイナスゼロというところか。

　車で向かった先の屋敷は、港を見下ろせる高台にあった。豪華な邸宅ばかりが並ぶ、燭銀街でも屈くっ指しの高級住宅地だ。

　中でもケビン・ハドソンの豪邸はひときわ目立った。敷地面積も相当ありそうだ。

「ドン・ロッシというイタリアン・マフィアから借りている屋敷です。ケビンは映画のようなドンと知り合いになれたことを大層喜んでおりました」

「ドン・ロッシかよ……」

　翡翠はつい、呟いた。燭銀街で知らぬ者はない大物だが、不動産業にも手を出していたとは。

　正門のインターフォンで来訪を告げると、大おお仰ぎょうな彫刻をほどこされた門もん扉ぴは自動で開いた。ここから屋敷までまだ距離がある。

　しかもようやく車が停止した玄関前には、わざわざ執事とメイドたちが出てきてずらりと並んでいた。それこそ映画でしか観たことのない「お出迎え」に翡翠がげんなりしていると、ノルトハイム夫人が戸惑った声で言う。

「ベールマン、これは？」

　執事らしき老人が答える。

「お帰りなさいませ、ノルトハイム夫人。ジェレミー様が、今後はこのように家人の出迎えをせよとおっしゃられまして」

　ジェレミーといえば、ノルトハイム家の家名に興味津々の長男か。ずいぶん仰々しいものだ。

　ノルトハイム夫人は小さな溜め息をついた。

「ケビンはこんなことさせなかったのに……」

「オヤジが死んだとたんに我が物顔か」

　翡翠の皮肉な呟きに、彼女は小さく首を振っただけだった。もう何を言う気もおきない、という顔だ。

　豪華な玄関ホールに入ると、階段の上に男が現れた。

「やあマレーネ！　戻って来てくれたんだね」

　金髪で背の高い男だ。

　大げさに両手を広げ、満面の笑みで降りてくる。

「ジェレミー」

　ノルトハイム夫人が答えた。これが結婚賛成派だった長男か。

　ジェレミーは大仰な身振りで彼女をハグしてから、完璧な笑顔を宝飾店とユージーンに向けた。

「こちらは？」

「わたくしが支援している芸術家の卵たちです。ピアニストのユージーン、彫刻家の琥珀さん、モダンアート画家の翡翠さん、ヴァイオリン奏者の珊瑚さん」

　モダンアートって何だよ炒めて食えんのか。

　自分が画家というだけでもおかしな話だと思うのに、さらに余計な属性つけやがったぞこの女。

　と、翡翠は内心ブツブツ言っていたが、ジェレミーから特に突っ込みはなかった。アメリカの政治家みたいな「親しみやすい」笑顔は、不自然なほど歯が真っ白だ。

「マレーネがパトロンになっている方々ですね。今日は何を？」

「わたくしの引っ越しのお手伝いに来て下さいました」

「引っ越し？　おおマレーネ、本当に行ってしまうのかい」

　ジェレミーが大きく首を振った。仕草も言葉もいちいち芝居がかった男だ。

「そんなに慌てて出て行かなくてもいいじゃないか。親父の思い出を一緒に語ろう」

「いえ、わたくしもケビンを思い出すと辛いので……」

　そんな会話の間、ジェレミーはちらちらと琥珀を見ていた。彼が気になるらしいが、どういうことだろう。

（琥珀さんのツラに見覚えあんのか？　外国人が宝飾店のリーダー知ってるとも思えねえが）

　琥珀の方は微動だにせず、目線で玄関ホールの構造を確認していた。狙撃しやすそうな場所、事故を装よそおえそうな場所、そんなものを探しているのだ。

　その時、廊下の向こう側から金切り声が聞こえてきた。

「あの女が帰ってきたって!?」

「お、お待ち下さい、マレーネ様だけではなく男性のお客様がいらっしゃって」

　必死になだめるメイドと共に玄関ホールに現れたのは、全裸の女だった。

　いや、よく見れば全裸ではない。股に手のひらサイズの水着が張り付いてはいるものの、今にもアレコレはみ出しそうだ。

　彼女はずぶ濡れで、たったいま水から上がってきたようだ。必死にガウンを着せかけようとするメイドの手を乱暴に払いのける。

「私は泳ぐ時はトップレスって決めてんのよ、この女が来たからって何で慌てて着込まないといけないわけ!?」

「でも、男性のお客様が」

　中国人らしきメイドの方が真っ赤だった。彼女の常識では、ほぼ素っ裸で見知らぬ男の前に立つなど有り得ないだろう。

　男の本能で、翡翠はトップレス女にサッと目を走らせた。

（んー、体だけなら七十点ってとこか）

　まあ全然好みではないのだが。

　女は両手を腰に当て、ノルトハイム夫人の前に仁王立ちした。

「今さらノコノコ何の用よ。パパの葬儀は済んだでしょ、あんたとはもう関係も無いわよ！」

「パトリシア」

　案の定、これが結婚反対派だった長女パトリシアか。想像していたよりもずっと強烈だ。

「コイツら何よ!?　パパが死んだらさっそく男を引き込もうとしてんの、しかも四人も!!」

「違うのよパトリシア、話を聞いて」

「止やめないかパトリシア、マレーネに失礼だろ」

　ノルトハイム夫人に食ってかかるパトリシアをジェレミーが何とか引き剝はがそうとしたが、彼女は大暴れし出した。

　ユージーンと珊瑚はさっきから目のやり場に困っているようで、二人ともあらぬ方を凝視するばかりだ。

　すると階段の上にまた男が一人、現れた。

　駆け下りてきたかと思うと、持っていたグラスをパトリシアの口元に押しつける。

「姉さん、これ飲んで」

　ピタリ、とパトリシアは動きを止めた。

　グラスの中の液体をクンクン嗅かいでから、それを奪い取り、一気に喉に流し込む。

　ぷはっ、と息を吐いたパトリシアは、グラスを床に叩き付けた。派手な音がして割れる。

「ロバート、アンタ私には酒さえ与えておけばいいと思ってんでしょ!?」

「ただの気付け薬だよ、姉さん。ね、落ち着いて」

　これが末っ子の日和見ロバートか。三人とも年齢順に登場してくれて有り難いことだ。

　パトリシアは再び暴れ出したが、酒のせいかさっきまでのキレが無い。隙を見てメイドがガウンをかぶせると、ジェレミーがそれでグルグル巻きにして彼女を奥へと連行していった。だが最後までこちらに向かって吠えている。

「西ドイツに戻れ売ばい女た！　ジャーマンポテト食ってろ雌犬！　パパの金なんか一セントだってあげないんだから！」

　彼女の罵りはやがて小さくなっていった。

　ようやくホールが静まり返り、別のメイドが割れたグラスを片付け出す。

　ロバートが深く長い溜め息をついた。ほとほと困り果てた顔だ。

「マレーネ、お客様方、申し訳ない。実に恥ずかしいところをお見せしてしまって」

　ノルトハイム夫人が苦笑した。

「ある程度の事情は、彼らにも話していましたから大丈夫です」

　とはいえパトリシアがあそこまで強烈だとは思っていなかったが。琥珀でさえ呆れ気味の顔だ。

　ノルトハイム夫人がさっきと同じように宝飾店とユージーンを紹介すると、ロバートはうなずいた。

「ああ、引っ越しの手伝いに。業者を呼べばよかったのに」

「大事なものが多いので、他人に触らせたくなくて」

　さっきの素っ裸大暴れを見た直後なので、ロバートがずいぶんとまともに見える。彼はノルトハイム夫人を引き留める気もないようで、自分にも何か手伝えることがあったら遠慮無く、と社交辞令を述べている。まあ死んだ父の恋人へなど、これぐらいの態度が普通だろう。

「彼らもしばらく、屋敷に滞在させて頂いてもよいかしら。ケビンがいない今、誰に許可を求めればいいのか分からないのだけれど」

「もちろん、部屋ならたくさんあるし。じゃあ、僕が案内しよう」

　ロバートに連れられ、宝飾店とユージーンにはそれぞれ個室が与えられた。

「あとでメイドに部屋を整えさせるから、好きにくつろいで。──それにしても」

　彼は四人の男をサッと見回すと、にこりと笑った。

「いやあ、よりどりみどりだねえ。僕より年上っぽいのから、十代に見える子まで」

　彼は人差し指を立てると、琥珀、翡翠、珊瑚、ユージーンを一人ずつ指さした。

「ど・れ・に・し・よ・う・か・な。楽しい数日間になりそうだなあ」

　チュパッと投げキッスを送った彼は、笑顔で去って行った。

　琥珀が天井を見上げ、珊瑚が手で目元を覆い、よく意味の分からなかったらしいユージーンはおろおろしている。

　翡翠はげんなりして煙草の煙を吐いた。

「唯一まともだと思ったらソッチかよ」










　ノルトハイム夫人の引っ越しには、確かに人手が必要なようだった。

　広い部屋のあちこちに絵や彫刻、工芸品が飾られ、レコードは千枚以上もある。支援してきた芸術家たちの作品だけでなく、旅をしながら蒐しゅう集しゅうしたものも多いらしい。

「定期的に西ドイツの屋敷に送ってはいるのですが、すぐに溜まってしまって」

　彼女の指示でそれらの梱こん包ぽうにかかった。日本ではカルイザワという地に逗とう留りゅう予定だそうで、そこのホテル宛てに厳選品を送り、あとは西ドイツ行きだ。これが護衛の仕事かよ、とは思うが、対象にぴったり張り付いていられるのはいい。

　ユージーンには万が一でも怪我をさせたくないからと、ノルトハイム夫人はレコードの仕分けを頼んだ。日本に送るのは百枚のみらしい。

　作業中、ジェレミーが顔を出した。

「マレーネ、本当に行ってしまうのかい」

「ええ、早い方がいいと思って」

「残念だよ、せっかく君とも親しくなれたのに」

「そうね」

　じろじろとノルトハイム夫人を見回す彼の目には、あからさまな欲望があった。彼女の身体のラインを視線で撫で回しているかのようだ。

「僕も作業を手伝うよ」

「いいえ、美術品やレコードの仕分けだから扱いの分かる人たちにやって欲しくて。この五人で大丈夫よ」

　彼女は暗に部屋を出て行けと言っているのだが、ジェレミーはいつまでもグズグズしていた。よりによって琥珀に絡み出す。

「君は彫刻家だって？」

　琥珀は返事をしないまま、巨大オルゴールの梱包を続けた。ジェレミーと話す必要など無い、と思っているのだろう。

「いい体格だねえ、あまり芸術家というタイプにも見えないけど」

「ジェレミー、琥珀さんは作業中だから」

　ノルトハイム夫人にたしなめられると、ジェレミーは嫌な笑い方をした。

「どれが君の新しい男かと探りを入れてるんだよ。僕の予想ではこの背の高い彫刻家なんだが」

「ジェレミー、いい加減にして」

　なるほど、長男がやたらと琥珀を気にすると思っていたら、ノルトハイム夫人と出来ているのではと疑っていたわけか。まあいかにも若造の翡翠、珊瑚、ユージーンよりは、琥珀の方が彼女にふさわしく見えるだろう。

　ようやくノルトハイム夫人がジェレミーを追い返すと、珊瑚が苦笑した。

「どうも、すんなりお引っ越しともいかないようですね」

「……初めて会った時から、ああでした。ノルトハイム家の家格ばかりでなく、わたくし自身に興味津々のようで」

「早めにこの屋敷を去りたいのは、ジェレミーのせいもあるのですね」

「ええ。わたくしにはケビン以外、考えられません。夫にも恋人にも先立たれ、恋をする心自体が摩ま耗もうしてしまった気がします」

「それは──」

　もったいない、とでも続けたかったのだろうが、珊瑚は口をつぐんだ。悲しみにひたる女に余計なことを言うべきではないと判断したのだろう。

　だが、ユージーンが控えめに言った。

「心は摩耗しても、消滅はしません」

「ユージーン」

「亡くなった旦那様やハドソン氏を慕われる貴女の心は、永遠の星となって輝きます。きっとまた、新たな星が生まれる日も来ます」

　さすがピアニスト、詩的な慰め方をする。

　彼は儚はかなげに微笑んでいた。ノルトハイム夫人の姿を目に焼き付けようとしているのか、呼吸さえ忘れているようだ。

　やがて彼はハッと息を飲み、我に返った。慌てて一枚のレコードケースを差し出す。

「ミセス、この一枚だけジャケットも何も無く真っ白です。これは何ですか？」

　ノルトハイム夫人は懐かしそうに言った。

「これは、私の母よ」

　──母？

　彼女は白いケースから慎重にレコードを取り出した。奇妙な半透明の素材で、向こう側が透けて見える。ペラペラした薄さだ。

　彼女は窓の光にそれをかざした。

「何が写っているか、見える？」

　それが何だか翡翠にはよく分からなかった。縞しま々しまの白い模様のようだ。

　琥珀が言った。

「〝肋ろっ骨こつレコード〟だな」

「肋骨レコード？」

「東側諸国はこの冷戦下で物資が欠けつ乏ぼうしていて、レコードの材料さえない。だから医療用レントゲンフィルムを流用し、手作りしたんだ」

「えっ、これレントゲンフィルムなの！」

　驚いた珊瑚がレコードをのぞきこむと、ノルトハイム夫人は微笑んだ。

「この肋骨は医師であった父が母を撮影したものです。彼は患者のレントゲンで何枚もレコードを作り、ひそかに入手した西側のポップスやジャズなどを楽しんでいました。ですが、この母の一枚にだけは母の歌声が入っています」

「西側の音楽……ってこたあ、あんた、東側から逃げてきた人間か」

　翡翠が尋ねると、ノルトハイム夫人はゆっくりと頷いた。ユージーンが驚いた顔をしているのは、彼女の過去を聞いたことが無かったのだろう。

　彼女は梱包しかけていた蓄ちく音おん機きを開くと、慎重に肋骨レコードをセットした。目を近づけ、そっと針を置く。

　やがて細い女の歌声が聞こえてきた。録音状態は悪いが、メロディは分かる。

「カルメンの『ハバネラ』だ」

　珊瑚が呟いた。

　確かに、舞台でノルトハイム夫人が練習していたあの曲だ。

「『恋は野の鳥』とも呼ばれる曲です。気まぐれで奔放なカルメンを表す名曲ですわね」

　彼女は疲れたように嘆たん息そくし、窓の外の光に目をやった。

「遠い……本当に遠いところまで来てしまいました。父と母と三人で国境を越えようとしたのに、生き残ったのはわたくしだけ」

「東ドイツの警備兵にやられたのか」

「はい。父がおとりになってわたくしと母を逃がしてくれました。ですが母も途中でつかまり……覚えているのは、彼女の『走って！』という叫び声と、それに続く銃声だけです」

　生き残った彼女は二日間、真冬の沼地に隠れていた。芦あしの陰で震えながら、何度も気を失ったという。だが、母の肋骨レコードの入った鞄だけは手放さなかった。

「さいわい、他の逃亡者の助けもあり、わたくしは西側に逃げ込むことが出来ました。会ったことのなかった叔母を頼り、西ドイツの国籍ももらい、生きてきました。一人だけ、のうのうと……」

　この女に漂う薄幸な雰囲気は、ただ夫や恋人を亡くしたから、というだけではなかった。目の前で父と母を殺されていたのか。

　翡翠の半生と少し似ていた。

　自分が生まれたのがどの国だったのか、今となってはよく分からない。漠然とこの辺り、とのイメージがあるだけだ。

　ただ大きな戦争があり、物資は不足し、幼い翡翠はいつも腹を空かせていた。父親はおらず、母親と二人暮らしだった。

　ある日、「ばくだん」が来たので母と二人で逃げ出した。かくまってもらった村で何かがあって、自分は母と生き別れになった。この辺りは記憶があやふやだ。

　その後、ジプシーの馬車に拾われ放浪した。

　彼らは自分たちを「ロマニ」、白人は「ガジャ」と呼んで区別していた。族長の妻が翡翠の世話をしてくれたが、他のものたちは「ガジャの子をさらってきたと思われるから捨てろ」と言った。だが子のなかった族長の妻はガンとして譲らなかった。翡翠は髪と顔に泥どろを塗られ、ジプシーの子と同じように扱われた。

　馬車は欧州の小さな村々を回り、芸や占いで生計を立てていた。二頭の熊も飼っており、優すぐれた熊使いウルサリである族長が笛を吹けばよく踊った。

　熊のダンスはどの村でも大人気だった。戦争中の国でさえ、遠くからわざわざジプシーの熊ダンスを見に来る人々が後を絶たなかった。

　翡翠は壺つぼで投げ銭せんを拾って回る係だった。

　時々、翡翠の瞳に目を留めて「お前は白人ではないか？」と聞く兵士などもいた。だがその時は、族長の妻が用意した答えを使った。




　──ジプシーが黒い目ばっかりだと思われちゃ困ります。最近は『こっきょうのりゅうどうか』で色んな血が混じったロマニも多いからね！




　実際、旅先で会う他のジプシーたちにはほぼ白人と変わらぬ容姿の者もいた。特に放浪を捨て定住が長いロマニほどそうだったので、翡翠もあまり追及されなかった。

　族長の妻は優れた占い師であり、良い料理人でもあった。

　翡翠は彼女について回り、野草の知識を得た。季節によって薬になるもの、毒になるもの、熊の虫むし下くだし、そんなものも覚えた。




　──料理で一番大事なのは、舌だよ。




　彼女は常々、そう言っていた。そして翡翠に目隠しをし、口の中に乾燥した草を入れた。種類と季節を当てれば、ご褒ほう美びにソーセージをもらえた。

　銃を使った狩りも覚えた。鹿が獲とれればみんなで祝いのダンスを踊った。熊には内臓のいいところを与え、肉はそれぞれの馬車で分けた。

　だが族長の妻が最も好きだったのはハリネズミだ。

　翡翠が穴で眠っていたハリネズミを捕らえてくると、彼女は大喜びで肉団子にし、スープを作った。抜いた針は綺麗に磨みがいて占いの道具とし、他のジプシーに売ったりもしていた。

　思えば、あの時が一番、幸せだった気がする。

　ジプシーの子たちとスリやかっぱらいで荒あら稼かせぎをし、族長の妻にネックレスを買ったりもした。彼女は皺しわ深ぶかい顔で笑ってくれた。

　本当に、遠いところまで来てしまった。

　さっきノルトハイム夫人が呟いた言葉が、自分の胸にも刺さる。

　突然、レコードの針が飛んだ。

　同じフレーズが何度も繰り返される。ノルトハイム夫人は急いでレコードを止めた。

「大事に聞いていたのですが、素材が素材ですから、どうしても傷つきやすくて」

「そんなに貴重な思い出の品、僕たちに聴かせて下さってありがとうございます」

　珊瑚が礼を言うと、彼女は微笑んだ。

「ノルトハイムと出会ったのも、このレコードのおかげなのですよ。彼は東側諸国の音楽調査をしており、わたくしが母の肋骨レコードを持っていると聞きつけ、訪ねてきました」

　それで東からの逃亡者が西ドイツの名家にトントン拍びょう子しで収まったのか。まあこの美貌ならばうなずけるが。

　引っ越し作業は再開されたが、どれだけ仕分けしても終わりの気配さえ見えない。

　それからも何度かジェレミーが顔を出してはノルトハイム夫人に追い返された。

　夕方近くにはベロベロに酔っ払ったパトリシアも乱入してきたが、今度は一応、服を着ていた。

「ねえ、酒の相手に男の一人ぐらい貸しなさいよ」

　ウイスキーを頭から浴びたのかと思えるほど酒臭い彼女にそう言われ、ノルトハイム夫人は溜め息をついた。

「何度も言うけれど、彼らは芸術家で、わたくしの引っ越しのお手伝いをして下さっているのよ」

「いいじゃない、芸術家だって酒も飲めばセックスもするでしょ」

　彼女のにごった目が、室内の男たちを値踏みし始めた。おいおい冗談じゃねえぞ、と翡翠が思っていると、いきなり琥珀が言う。

「翡翠。相手してやれ」

「──ア!?」

「話し相手が欲しいらしい。こっちの邪魔をさせるな」

「ちょっ、ま、何で俺が」

　彼は翡翠の耳に口を寄せ、素早く囁いた。

「珊瑚も連れて行って、事件の夜の話を聞き出せ。ジェレミーとロバートからもだ」

「……まあ、そういうことなら」

　珊瑚も連れて行け、というのは例の能力をあてにしてのことだろう。

　翡翠は不承不承、右手を上げた。左手で珊瑚の手首をつかみ、これもグイッと上げさせる。

「じゃあ、俺とコイツがオネーサンの相手しますんで」

「えっ、ぼ、僕も？」

　珊瑚は動揺したが、パトリシアは大喜びした。

「若いのが二人も！　ねえ、こっちのお兄さんは来ないの？」

　彼女は琥珀に興味津々のようだったが無視された。珊瑚が慌てて彼女を部屋の外に引っ張っていく。

「まあまあ、僕たちが話し相手になりますから」

「そうねえ、どっちも可愛いから許してあげる」

　なーにがゆるしてあげる、だ、このアル中女が。










　とにかくパトリシアが酒臭かったので、翡翠は室内を避けてプール際に誘導した。

「一緒に泳ぐ？」

　さっそく脱ごうとする彼女を、珊瑚が全力で押しとどめる。

「いえいえいえいえいえ、プール際でカクテルでも楽しみましょう」

「そうねえ」

　と、答えつつもパトリシアはスパーンと服を脱いだ。パンツ一枚の姿になる。

「自宅でまで窮屈な服なんか着ていたくないわ。この前、近くのビーチで脱いだら逮捕されそうになって」

　そりゃそうだ。いくら燭銀街とはいえアジア文化圏、トップレス女などただの変態にしか思われない。

　珊瑚は目のやり場に困っていたが、咳せき払ばらいをすると、長々とデッキチェアに横たわったパトリシアの隣の椅子に腰を下ろした。メイドがマティーニを三つ運んでくる。

「お父様が亡くなられたこと、お悔やみ申し上げます」

「いきなりパパが死んじゃうなんて、ほんと人生って最低最悪。犯人はあの女に決まってるけど」

　パトリシアは憎々しげに言い、ノルトハイム夫人の部屋の方角を睨んだ。もともと大したツラでもないのに、歪ゆがんでいると余計に醜みにくい。

「ですが、ノルトハイム夫人にはしっかりとしたアリバイがありますよ。あの夜、彼女はこの屋敷でケビン・ハドソン氏と食事を取り、その後ホテルに戻っています」

「どうにかして殺したのよ、窓から忍び込んだんじゃない？」

「誰にも見られずにホテルを抜け出し、ここに舞い戻ったと？」

「どうせホテルの奴らもあの女に骨抜きにされてんのよ。噓ついてるに違いないわ」

「監視カメラもありますし、ホテルの従業員を複数丸め込むのは難しいかと」

「じゃあ取り巻きの男に命令してパパを殺させたのよ。芸術家支援とかいう名目で、若い男いーっぱい囲ってるんでしょ」

「ノルトハイム夫人が支援しているのは、男女半々だそうですよ。実際、彼女に送られた作品は女性からの物も多かったですし」

「じゃあ若い男だか女だかにパパを殺させたのね」

　彼女は頑かたくなにノルトハイム夫人犯人説を捨てなかった。あの女でなければ手先にやらせた、の一点張りだ。

　珊瑚は話を少しずつパトリシア自身のアリバイへと向けていった。

「お父様が殺された夜、貴女もジェレミーもロバートも屋敷にいたのですね」

「そうよ」

「ずっと自室におられたのですか？」

「ここで寝てたわよ」

「──ここ？」

　珊瑚が驚いて辺りを見回した。翡翠もつい、プールサイドから屋内への距離を目で測ってしまう。

　彼女は肩をすくめた。

「泳いだ後、ウォッカを飲んだら眠くなってこの椅子で寝てたわ。メイドが何度か起こしに来たらしいけど、私はぜーんぜん覚えてない」

「いつまで寝ていたのですか？」

「明け方よ。オシッコしたくなって」

　メイドが様子を見に来たのか。

　とはいえ、それはアリバイにはならない。このプールサイドからケビン・ハドソンの部屋までそう遠くはない。ナイフで胸を一突きして戻ってくるまで、五分もあれば足りるだろう。

　それまで黙って煙草を吸っていた翡翠は、一つだけ聞いた。

「遺産は子供たちで三等分か？」

　するとパトリシアは強いカクテルをグイッと飲み干し、翡翠をキッと睨んだ。

「アメリカから急きゅう遽きょ、弁護士が来たわよ。莫ばく大だいな額だから整理にも時間がかかるけど、きっちり三等分」

「ケビン・ハドソン氏は恋人のノルトハイム夫人には財産を残さなかったのですか？」

「あったわ。でもあの女は放棄した。善人ぶって馬鹿みたい」

　──結婚前でも遺産分けはあったのか！

　だがノルトハイム夫人はそれを受け取らなかった。金目当てでの交際では無かったと子供たちに示したかったのだろう。

「アンタが何を言いたいか分かるわグリーンアイズ、どうせ私たち兄弟のうち誰かがパパを殺したと思ってんでしょ」

「まあ、悪わりぃが疑うよな。すげー金持ちだったんだろ、あんたの父ちゃん」

　するとパトリシアはデッキチェアから立ち上がり、怒鳴った。

「私はやってない！　ジェレミーとロバートならやりかねないけど、私だけはパパを殺したりしない！」

　彼女は空になったカクテルグラスをプールに放り投げ、さめざめと泣き出した。

「パパはいつも、パティは僕の宝物だって言ってくれたのよ。女の子は特別だって」

「……」

　彼女の涙は本物に見えた。

　だが女は噓が上手い。あまり頭が良いとも思えないが、莫大な金に目がくらんで父親殺害、嘆なげく演技をしてみせることもあり得るだろう。

　珊瑚が言った。

「ジェレミーとロバートならやりかねないとおっしゃいましたね。ご自身の兄と弟に対してずいぶんと辛しん辣らつな発言ですが、具体的な理由があってのことですか？」

　パトリシアはグスッ、と鼻をすすり上げた。

「ジェレミーはパパから受け継いだ会社、潰しかけてんのよ。あいつ無能なくせにデカいことばっかりやりたがって。前にも二つ潰してるくせに」

「なるほど、会社の立て直しのために早急に金が必要だったんですね」

「ロバートは男遊びのあげく、相手の奥さんから訴訟起こされたのよ。しかも今までロバートに夫を寝取られた妻たちが集まって、集団で！」

　いかにもアメリカ的な話だ。集団ともなれば慰謝料は恐ろしい額になるだろう。

「二人とも金に困ってる時に、パパが結婚しそうになったのよ？　さっさと殺してもらうものもらおうって考えかねないわよ」

「そういうアンタは、金に困ったりしてねえの？」

　翡翠が突っ込むと、パトリシアは目をそらした。不自然にうわずった声で答える。

「私には借金とかないから」

　──あるんだな。

　翡翠と珊瑚はちらりと目線をかわした。実に分かりやすい女だ。

　咳払いした珊瑚はデッキチェアから立ち上がった。

「では、僕たちはこれで」

「ええ？　ちょっと、私の酒の相手してくれるんでしょ！　ねえ！」

　さっさとプールサイドから逃げだそうとする翡翠と珊瑚の背中に、パトリシアの罵ば声せいが浴びせられた。

「せめてどっちか一人、置いていきなさいよ！　セックスするんだから！」










　次に二人がつかまえたのは、ちょうどゴルフから戻って来たロバートだった。

「やあ、翡翠くんに珊瑚くんだっけ？」

　笑顔でにこやかに言われる。

　さっき恐ろしい集団訴訟の話を聞いたばかりの翡翠は彼を警戒したが、事情聴取しないわけにはいかない。重要な容疑者だ。

「あー、ちょっと事件の話きけっか？」

「親父の？　もちろん」

　図書室で話そうと言うので、二人はロバートについていった。

　父親が死んだ直後だというのに彼は鼻歌交じりで上機嫌だ。おそらく遺産を受け取ったことで集団訴訟への光が見えたからだろう。

　図書室に入ると、翡翠は出口の前を確保した。

（よし、いつでも逃げられるよう俺の立ち位置はここだな。まあいざという時は珊瑚を犠牲にして逃げれば）

　翡翠が無慈悲な逃走計画を立てているとも知らない珊瑚は、ロバートの向かいに座った。

「お父様は残念でした」

「そうだね、あんまり突然で僕もびっくりしたよ。ところで君たちは探偵か何かかな？」

「──」

　どうもあっさりと正体がばれてしまったようだ。翡翠は顎あごの下をポリポリ搔かきながら言った。

「護衛」

「そんなところだろうね。マレーネも下手な噓をついたもんだ、どう見ても君たちは芸術家タイプじゃない」

　彼はテーブル越しに手を伸ばし、いきなり珊瑚の手を取った。

「ヴァイオリン奏者の手じゃないね。僕も音楽にはそこそこうるさいんだ、すぐに分かる」

「あ、そ、そうですか」

　ロバートはいつまでも珊瑚の手を離そうとせず、逆に握り始めたので、珊瑚は慌てて手を引っ込めた。咳払いして続ける。

「お察しの通り、僕たちはノルトハイム夫人に雇われた護衛です。脅迫めいた品々が届くとのことで、彼女が燭銀街を去るまでお守りしています」

「脅迫？」

　ロバートはノルトハイム夫人に枯れた薔薇や小道具のナイフなどが届いていることを知らなかった。彼女は誰にも相談せず、思い詰めていたのだろう。

「マレーネが脅されてるなんて初耳だったけど、犯人はなぜそんな真似をする？　彼女はまだ親父と結婚していなかった上に、恋人としての遺産の受け取りさえ拒こばんだ。脅おどしたって意味が無いだろう」

「そうなんです、だから僕たちも不思議で。取りあえずお父様が殺された夜のことを調べているんですが、ロバートさんは自室におられたのですよね？」

　するとロバートは苦笑した。

「まあ、僕たちが疑われるのは分かるよ。どうせパット辺りから聞いてるだろうけど、僕もジェレミーも金が必要だった。もちろん借金まみれのパットもね。父の死で三人同時に救われたのは本当だ」

　男好きというのは警戒すべき点ではあるが、ロバートは話が早くて助かる。彼は自分から言った。

「だが有り難いことに、僕にはアリバイがあるんだ。これは警察にも話した」

「アリバイ？」

　彼は卓上のベルを鳴らした。中国人の召使いが顔を出す。未成年のようだ。

「お呼びでしょうか、ロバートさま」

「レン。旦那さまが亡くなった夜のことを、彼らに詳しく話してあげてくれ」

　とたんに少年の頰が赤くなった。困った顔でロバートをにらみつける。

「もう警察には話しました。また僕に言わせるんですか」

「いやあ、君の恥ずかしがる顔が可愛くて」

「待て、待て待てちょっと待て」

　ニヤニヤするロバートと赤い顔の少年の間に、翡翠はついつい割って入った。何をいちゃついてやがるんだ、こいつらは。

「察するに、事件のあった夜、アンタはこのガキと一緒にいたんだな？」

「ご名答。朝までね」

　咳払いをした珊瑚が、少年へ尋ねた。

「ロバートさんは一度も部屋から出なかった？」

「確かです。自室にバスルームはありますし」

「君は全く眠らなかったの？」

　すると少年はまたパッと頰を染めた。

「……はい」

　珊瑚は少年にあれこれ尋ねたが、彼の記憶はしっかりしていた。夜の十一時にロバートの部屋を訪れ、朝六時半、メイドがケビン・ハドソンの死体を発見して悲鳴をあげるまでずっと一緒だった。ロバートは自室を一歩も出ていないそうだ。

　偽ぎ証しょうの可能性もあるが、それならば珊瑚の能力で何か分かるだろう。

　図書室を出た翡翠と珊瑚は、次にジェレミーを捜して広い屋敷を歩き回った。

「さっきのガキ、噓はついてそうか？」

「彼が平然と噓をつけるサイコパスじゃない限り、言っていることは本当だと思う。僕には彼の『声』は感じられなかった」

「あの脱ぎたがりアル中女はどうだ」

「あんまりな言いようだけど、彼女も噓はついていないと思う。自分だけは父親を殺さないって叫んだ時の嘆きは本物だったよ。強い『声』で分かった」

「うーん、娘は殺しそうにない、末っ子にはアリバイがある、やっぱ長男か」

「さて、どうだろうね」

　どこを捜してもジェレミーは見当たらず、これは使用人も気づかぬうちに出かけてしまったか、と思っていると、屋敷の一角から騒ぎが聞こえてきた。

「──ノルトハイム夫人の部屋だ」

　翡翠と珊瑚が急行すると、ジェレミーがノルトハイム夫人の部屋に居座り、大声を出していた。

「だから、ほんの五分でいいんだ！　たったそれだけの時間さえ、僕にくれないというのかマレーネ！」

「お願いよジェレミー、大声を出さないで」

「どうしても二人きりになりたいんだ、言いたいことがあるだけなんだ」

　彼女の両肩に手をかけようとしたジェレミーの腕を琥珀がつかんだ。

「触るな」

　とたんにジェレミーが激高する。

「君は彼女の何なんだ！　たかが彫刻家ふぜいだろうが！」

　琥珀はノルトハイム夫人をちらりと見た。

「正体を明かしてもいいか？」

「構いません」

　琥珀はジェレミーの腕をつかんだまま、真っ直ぐに彼の目を見下ろした。

「俺たちは彼女に雇われた護衛だ。対象に危害をくわえそうな奴がいれば排除するのが仕事だ」

「ご、護衛？」

「たとえば」

　いきなり琥珀はジェレミーの腕をねじり上げた。ひいっ、と情けない悲鳴があがる。

「いつまでも部屋に居座って怒鳴る男を排除するのも仕事だ。出て行け」

「ま、待ってくれ。痛い痛い、腕を放してくれ」

「今すぐこの部屋を出るな？」

「出る、出るから」

　腕を解放されたジェレミーは、恨みがましい顔で琥珀を見たが、ノルトハイム夫人にドアを指さされ、うなだれた。

「二人きりになりたかったのは、君にプロポーズしたかったからだよ、マレーネ」

　それには一同、啞あ然ぜんとした。

　翡翠もさすがに呆れ返り、しょぼくれたジェレミーをまじまじと見る。

（こいつマジかよ。父親が死んだらその恋人にプロポーズだと？）

　ノルトハイム夫人の頰にサッと血が上るのが分かった。

　怒りに震える指で再びドアを指さす。

「出て行って」

「マレーネ」

「出て行きなさい、恥知らず！　わた──私がどれほどケビンを愛していたか知っていて、そんな──」

　絶句した彼女の目から涙がぽろりとこぼれた。

　ユージーンがそっと彼女によりそい、ハンカチを手渡す。気の毒そうな顔だ。

「ありがとう、ユージーン」

「奥さま、少しあちらで休まれますか」

「そうね」

　ユージーンがノルトハイム夫人の背に遠慮がちに手を添え、寝室へとうながそうとすると、ジェレミーがしつこく言った。

「待ってくれ、マレーネ。君は絶対に僕のプロポーズを受けてくれるはずなんだ」

「……何ですって？」

「これを見てくれ」

　ジェレミーがポケットから取り出したのは、木製のパイプだった。どこにでも売っている安物だが、奇妙な紋もん様ようが彫り込まれている。

「興味があるだろう」

　差し出されたパイプを、ノルトハイム夫人は無表情に見下ろした。

　長い睫毛を上げ、ゆっくりと首をかしげる。

「このパイプが何ですの？」

　ジェレミーは薄ら笑いを浮かべた。

「君はよく知っているはずだけどね、この飾り紋様を」

「さあ、わたくし喫きつ煙えん具ぐには詳しくありません。いったい何をおっしゃりたいの？」

　ノルトハイム夫人の声にはわずかな苛立ちが混じっていた。

　それを感じ取ったか、ジェレミーが満足そうに笑う。

「ね？　僕と結婚したくなってきただろう？」

「いいえ、全く」

　彼女はスッと無表情になり、彼に背を向けた。

「少し休みます」










　ノルトハイム夫人が寝室に引っ込むと、ユージーンは彼女のために温かい飲み物を取りに階下へ行った。

　その隙に、残された宝飾店の三人で素早く情報を交換し合う。

「さっきジェレミーが見せたパイプは何だ」

「戦前からヨーロッパで出回ってる量産品だよね。だけどあの紋様は何だろう。手彫りみたいだったけど」

　琥珀と珊瑚が話す横で、翡翠は一人、じっと額に手を当てていた。

　──どこかで。

　どこかであの紋様を見たことがなかったか、自分は。

　ずっと遠い昔、まだ幼かった頃。あれによく似た紋様が薄暗い壁にあった。いや、あれは壁だっただろうか。背が低かった自分には壁に見えたけど、大きな箱か何かだったのでは。

「翡翠」

　ふいに琥珀から名を呼ばれ、翡翠はビクッと身を震わせた。

　集まりかけていた記憶の欠片かけらが、一瞬で霧む散さんする。

「……あ、何？」

「どうした、ボーッとして」

「いや、何でもねえ」

　はっきり思い出せないことを今しゃべってもしょうがない。

　あの紋様が東ドイツ出身のノルトハイム夫人に関係あるとすれば、自分の生まれた辺りとも近い。子供の頃、どこかで見たのかもしれない。

　琥珀は翡翠にはそれ以上何も言わず、珊瑚に尋ねた。

「ジェレミーはノルトハイム夫人をあのパイプで脅おどそうとしていた。夫人から何か『声』は聞こえたか？」

「何にも。見事に静まり返ってて、特に心の乱れは感じなかった」

「じゃあ、夫人は本当にあの紋様に覚えが無いのか」

「たぶんね。まあ彼女が琥珀なみに冷静沈着なタイプで、平静を保つ訓練を受けてるとかなら別だろうけど」

「ジェレミーからは何か聞こえたか」

「喜びの『泡』は感じた。夫人を脅して結婚できるって思ってたみたい」

　つまりジェレミーは見当外れの脅迫をしていた？

　それともノルトハイム夫人が上手にとぼけていた？

　夜になり、翡翠と珊瑚はジェレミーの部屋を訪ねた。

「マレーネの護衛たちか。あの背の高い男はともかく、君たちはそう見えないな」

　彼はノルトハイム夫人が連れてきた男たちがただの護衛であると知り、機嫌がいいようだ。最初は彼女を狙うライバルに見えていたのだろう。

　珊瑚がにこやかに言った。

「お父上が亡くなられた夜のことをお聞きしたいのですが」

「親父の？　護衛ってのは警察の真似事もするのか？」

　そう軽口を叩きつつもジェレミーは二人を部屋に入れてくれた。こんな熱帯では無用の暖だん炉ろの上に、ずらりと酒さか瓶びんが並んでいる。

　彼はドサリとソファに座り、横おう柄へいに顎を上げた。

「で？」

「お父様が亡くなられた夜、あなたは自室にいらしたのですか？」

「夜だからな、普通にぐっすり寝ていたよ」

「プールサイドで寝ていたパトリシアさんはメイドに何度か目撃され、ロバートさんは使用人と自室で一緒でした。あなたには誰かアリバイを証明してくれるような人はいますか？」

「いないね」

　ジェレミーは肩をすくめた。

「残念ながらその夜、俺は男も女もベッドに引っ張り込んでないからな」

「アリバイ無し、ということですね」

「俺は殺してないけどな」

　彼はウイスキーをグラスに注ぎながら言った。

「どうせパットかロバートから聞いてるだろうが、確かに俺は金が必要だった。だが、それはあいつらも同じだ。あの二人のうちどちらかか、もしくは共謀して親父を殺したに違いない」

　ジェレミーからそれ以上の情報は得られなかった。

　怪しいことには間違いないが、かといって父親殺しの決定的な証拠も無い。

「燭銀街は無法地帯と聞いていたが、一応、警察らしき組織はあるんだな。ずいぶんと疑われたよ」

「ま、アンタが一番怪しいからな」

　翡翠が遠慮無く言うと、彼は歪んだ笑いを浮かべた。

「警察にもそう言われたが、金をやったら黙ったよ。結局、真相は闇の中、だ」

　彼はグイッとウイスキーを呷あおった。

「あとはマレーネがプロポーズを受けてくれればな。俺は晴れて、ヨーロッパの名門一族の仲間入りだ」

「……僕には、あなたが彼女を脅迫したように見えたのですが」

　珊瑚は慎重に言った。

「あのパイプが何だか僕には分かりませんが、ノルトハイム夫人を脅す材料にしていましたよね。ジェレミーさん、あなたは彼女の弱みを何か握っていて、それで結婚を強要しようとしているのでは？」

「マレーネはしらばっくれてたけどね、彼女はこのパイプをよく知っているはずなんだ」

　彼はポケットからさっきのパイプを取り出した。ニヤニヤしながら撫でている。

「手に入れるのは苦労したよ、数が少なくてね」

「ノルトハイム夫人に枯れた薔薇やナイフを送りつけたのは、あなたですか？」

「俺じゃないよ。未来の花嫁にそんなことするもんか。さ、俺は今から結婚式のプランを練るんだ。さっさと出て行ってくれ」

　しっしっ、と手で追い払われ、翡翠と珊瑚はジェレミーの部屋を出た。

「やっぱ長男怪しいな。何か『声』は聞こえたか？」

　あいつが犯人なら遠慮無くボコるのになーと思いつつ翡翠が聞くと、珊瑚は首をかしげた。

「『もっと上手くやればよかった』。彼が強くそう思ったのだけは、分かった」

「もっと上手くやればよかった？　殺しをって意味か？」

「どうも違うような……彼がそう『声』を発したのは、ロバートには完璧な、パトリシアには不完全ながらもアリバイがあるって聞いた時だ」

「つまり、自分もアリバイを作っておくべきだったってことか？　完全に犯人の思考じゃねえか」

「うーん。かといって、単純そうな彼が平然と噓をつけるかなあ。父親を殺したりしたらもっと動揺してそうだけど」

　それよりも翡翠には、彼の部屋で気になることがあった。

「暖炉の上に大きな封筒が乗ってたの、気づいたか？」

「ああ、あったね。酒瓶が重し代わりにしてあった」

「差出人は西ドイツの探偵社からだった。ジェレミー宛に」

「……探偵社？」

「おそらくジェレミーはノルトハイム夫人と結婚したくて、地元の探偵社にあれこれ調べさせた。その過程で彼女の弱みを握り、脅している」

「なるほど。絶対にプロポーズを断るはずがないって自信満々だったからね」

「あいつが部屋にいない時、あの封筒を探ってみる。何か分かるだろ」

　だが翡翠がその封筒を調べることは永遠に出来なかった。

　ジェレミーは翌朝、死亡した状態で発見された。

　外がい傷しょうは無かった。

　屋敷は大騒ぎになり、すぐに医者が呼ばれた。心臓発作との判断で、酒が過ぎたのだろうとのことだった。

　さすがのパトリシアも驚いて号泣し、ロバートもひどくうろたえていたが、彼らが真の意味で悲しんでいないのは翡翠にも分かった。これで遺産の取り分がそれぞれ１・５倍になったのだ。

（アル中のパトリシアならともかく、まだ若くて健康な男がちょっとの酒ぐれえで死ぬか？）

　翡翠はどうも納得がいかず、ジェレミーの死体が運び出された後、彼の部屋に忍び込んだ。

　暖炉の上にあった封筒は消えていた。

　ノルトハイム夫人の秘密を記していたであろう封筒はもう無い。だが他に何か手がかりがあるかもしれない。

　その時、翡翠はほんのわずか、空中に漂う匂いに気がついた。

　ノルトハイム夫人の香水？　いや少し違う。──自分は確かに、この匂いを──。

　とたんに翡翠は思い出した。

　あの紋様を、パイプを、壁に似た箱を、あの場所に漂っていた濃厚なこの香りを。連鎖反応で鮮やかに蘇よみがえってくる。

　記憶を呼び覚ます力が強いのは、視覚よりも聴覚よりも嗅きゅう覚かく。

　そう聞いたことがある。

　この懐かしい匂いが、犯人を教えてくれる。










　ノルトハイム夫人の「カルメン」は大入りだった。鴛イン鴦ヨン大戯院は満席で、立ち見も山ほど出ている。

　翡翠はロビーでルイ・ミシェーレとも会った。

「これはこれは、翡翠さん」

「爺さんも観劇か」

「ええ、彼女にフランス語の発音を正して欲しいとお願いされ、何度かレッスンに付き合ったのですよ。まあ、最初から彼女の発音は完璧でしたが」

「ハバネラってのはどんな歌詞なんだ」

「おお、では教えましょう」

　彼はカルメンのアリア「ハバネラ」、通称「恋は野の鳥」の歌詞を翻訳してくれた。

（なるほどな。あの女がこれを選んだのも分かる気がする）

　ミシェーレ老人は混雑するロビーを見回すと、声をひそめて聞いた。

「彼女の護衛、引き受けて下さったのですね」

「まあな。このチャリティー公演が終われば、明日には日本に旅立つ。それまでの護衛だ」

「ならば安心です。美しいビルに住む、宝石の名を持つ護衛たちが、彼女のナイト。実に詩的ですね」

「そうかあ？」

　フランス人ってのは訳の分からないことを突然言い出すもんだ、と思いつつ、翡翠は手を振った。

「ほら、開演だぜ爺さん」

「おお、では後ほど」

　彼は自らのボディガードと共にボックス席へと向かって行った。一番高いのに見づらいという、存在意義がよく分からない席だ。

　翡翠も立ち見客に紛まぎれ、ホールの後方からカルメンを見守った。

　彼女の細い歌声が響き渡る。




『恋は野の鳥　誰にも手なずけられない』

『恋！　恋！　恋！　恋！』

『恋は放浪者のこども』




　さっきミシェーレ老人に聞いたばかりなので、翡翠にもところどころフランス語が聞き取れる。恋の歌はユージーンのピアノと絶妙に溶け合い、融ゆう合ごうし、ホールを満たしていく。

　この上演が終わったら、翡翠にはやるべきことがある。

　事件の始末はお前に任せる、と琥珀に言われているが、どうすべきかまだ決めていない。

　考え込んでいると、ワッと拍手が湧き起こった。

　ノルトハイム夫人が笑顔で一礼し、ユージーンへと手を向ける。立ち上がった彼がお辞じ儀ぎをすると、またひときわ大きな拍手が起こった。

　何度かアンコールがかかり、翡翠が彼女の楽屋を訪れたのはそれから三十分後だった。

　ノックもせずにいきなりドアを開けると、彼女は驚きに目を見張る。

「ヤニ吸ってるとこ、わりぃな」

　彼女が手にした紙巻き煙草を見て、翡翠は確信を深めた。──やっぱりだ。

　灰皿に吸すい殻がらを押しつけた彼女は、笑顔で言った。

「構いませんのよ。できればノックはして頂きたかったですが」

　翡翠は肩をすくめた。

「育ちが悪ぃもんでな」

「一本いかが？」

　彼女が差し出したのはいかにも貴婦人が好みそうな、香水入りの煙草だった。細長く巻いてある。

　翡翠はそれに手を出さず、彼女の手元にあるハンドバッグを見つめた。

「こっちの煙草じゃなくて、今あんたがバッグに隠した方の煙草、くんねえ？」

「……え？」

「たった今まで吸ってた煙草、この香水入りのじゃねえよな。他の煙草だ」

　彼女は返事をしなかった。

　翡翠は自分のポケットから煙草を取り出し、煙草に火をつけた。

「煙草ってさ、普通、こう持つだろ」

「何ですって？」

「指と指の間に挟んで、吸うときは手のひらで口を覆おおうみたいにして」

「え、ええ」

「それが一般的だ。だけどあんたはさっき、こんな風に煙草を持ってた」

　翡翠は親指と人差し指の先で煙草をつまんでみせた。そしてパイプのように手のひらを丸め、吸ってみせる。

「これ、ジプシー独特の吸い方なんだよな」

「──」

　ノルトハイム夫人は動きを止めた。

　固まった笑顔のまま翡翠を凝視している。

「あんたがさっきハンドバッグに隠した方の煙草、どっか懐かしくて甘い匂いすんだろ。胡桃くるみ油あぶらだよな？　ジプシーが煙草の葉に混ぜて使ってた」

　ジプシーの男たちは髭ひげに、女たちは髪に胡桃油を塗っていた。煙草にもよく使われ、独特の甘い香りを発していた。

　ノルトハイム夫人は香水で安煙草の匂いを消していたつもりだったのかもしれない。だがどうしても、煙草に胡桃油を混ぜる習慣だけは止められなかったようだ。

「あんた完璧だったよ、ジプシー娘が完璧に白人に化けてた。でも昔からの癖だけは抜けねえもんなんだな」

「……」

「東ドイツの国境を越えた時、他の逃亡者に助けられたって言ってたな。あれ、ジプシーの幌ほろ馬ば車しゃに隠れてたんだろ？」

　ジプシーは各国を自由に行き来できる通行証を持っている。東側から西側へ逃げだそうとする者たちにとっては、格好の隠れ蓑みのだ。

「あんたは東ドイツの医者の娘じゃない、ジプシーだ。放浪中に東ドイツの娘を助けた。彼女は母親の肋骨レコードだけを手にし、逃げていた」

「私が噓をついていると？」

「殺された父親も母親の話も、芦の間に二日間隠れていたのも本当さ。ただし、全てそのドイツ娘のことだ。あんたじゃない」

「……」

「たまに白人ガジャに間違われていたあんたは考えた。年も背格好も同じ、黒髪なのも同じ。ひょっとしたら自分はこの娘に成り代われるのでは？　と」

　ジプシー娘はドイツ娘を殺し、肋骨レコードと共に西側へ入った。

　ドイツ娘の叔母は初めて会う彼女をすっかり信じ込み、自分の養女とした。

「そしてトントン拍子で西側の元貴族の男と結婚。誰もあんたを疑わなかった」

　もちろん、名家と結婚するのだから身元は詳しく調べられただろう。それも彼女は乗り切った。

「あんた、旦那も殺したろ？　財産家と結婚したら都合良く相手が死ぬなんてな」

「どれも推測でしょう」

「そうだよ、証拠はねえ。俺はあんたを糾きゅう弾だんしてるわけじゃなくて、ただ確認してるだけだ」

「……」

「で、今になって財産家のアメリカ人からもプロポーズされた。また詳しく身元を探られてはかなわねえから、アンタは結婚を拒否した。珊瑚の奴が知ってたぜ、この十年で血液型鑑定、めっちゃ発達したらしいな」

　以前は単純なＡＢＯ式でしか判別できず、彼女と叔母も血縁関係あり、と判断された。

　だが今は十数種類の判別法がある。叔母と血のつながりが無いことはすぐにばれる。

「でもケビンは結婚しようとしつこかった。勝手にあんたの身辺調査もやった。正体がばれたから、殺した」

「私はあの夜、ホテルに……」

「そうだ、あんたはケビンを刺し殺したんじゃない。毒殺したんだもんな」

　族長の妻が言っていた。

　怪我した熊を安楽死させたい時は、この歯は車ぐるま草そうを使うんだよ。そうだ、この季節のものだけだ。眠るように死んでいけるから……。

「まあ年が年だったし心臓発作と判断されるだろうとアンタは思った。ところが予想外のことが起きてしまう。ジェレミーのアホだ」

　真夜中、ジェレミーは父親の部屋に金を無心しに行った。

　すると彼は死んでいた。

　もちろんジェレミーは驚いたが、これはチャンスだと考えた。死体の胸をナイフで刺し、それをロバートの部屋に放り込めば彼は逮捕される。自分の遺産の取り分が増える。

　ナイフをロバートの部屋に隠そうとしたジェレミーだったが、ロバートは部屋に少年を引っ張り込んで真っ最中だった。これではさすがに中に入れない。

「そこでパトリシアの部屋にナイフを仕込もうとしたが、こちらは鍵がかかってて、肝心の本人はプールサイド。上手いこと殺人をなすりつけられそうにもなかった」

　そこからジェレミーのとった行動がアホなのだが、ナイフの処置に困ったあげく、明け方、父親の胸に「戻しに」行ったのだ。

　琥珀の推測では、父親の死体の手にナイフを握らせ自分の胸を刺して自殺したかのように見せかけたかったが、死後硬直で手を動かせず、ただナイフを再び父親の胸に突き立てただけとなってしまった。

　だが結果的にこのジェレミーの行動が、ノルトハイム夫人に鉄壁のアリバイを与えた。

「アメリカの警察なら司法解剖も詳しくやっただろうが、あんたはここの警察がそんなことをしないのを知っていた。毒殺も自然死とされるだろうと踏んではいたが、いつの間にか胸にナイフが刺さってたあげく、あんたは容疑者から外れた。内心、ほくそ笑んだだろうな」

　こうして自身の正体を知るケビンとの結婚を回避したノルトハイム夫人だったが、今度は息子のジェレミーから脅され始めた。

「ジェレミーはただノルトハイムの名が欲しいだけだ。アンタがジプシー出身だろうとどうでもよかった」

　だがジェレミーの想像よりノルトハイム夫人は恐ろしい女だった。ジプシーが作ったパイプを見せて脅したその夜、毒殺されてしまう。

「あのパイプの模様、思い出したぜ。あれは木工細工ルダーリの部族のロマニだな」

「……」

　彼女の無表情は動かなかった。ただじっと翡翠がしゃべるのを聞いている。

「ちなみに俺は熊使いウルサリの馬車に拾われた。残念だったな、こんな東の果てでジプシーに詳しい奴に会うとは思わなかったろ」

　ジプシーの馬車は年に一度、祭りで大集合する。他の一族と情報や物品を交換し、結婚相手を探すためだ。

　幼かった翡翠はその祭りの時に、木工細工ルダーリの馬車を見た。彫刻の施された箱、ついたて、椅子などがどっさり積まれており、子供たちの隠れん坊には持ってこいだった。

　木工細工ルダーリは家具だけではなく、市販の安いパイプを大量に仕入れ、それに彫刻を施して倍の値段で売っていた。熊使いウルサリほど派手ではないが安定した商売だったらしい。

　年齢的に翡翠と会ってはいないだろうが、彼女はあの一族の出身だろう。

「薔薇やらナイフやらで脅されてたってのも、ジェレミーを陥おとしいれるための自作自演だな。あわよくばあいつを逮捕させようと、狙われてるフリをした」

　彼女はハンドバッグを探り、口紅を取り出した。

　いきなりそれを向けられ、翡翠はとっさに顔をそらした。壁に小さな穴が空く。銃弾だ。

「リップスティック型拳銃か。初めてみたぜ」

「あんたも殺しとくんだった」

「昨夜までならヤれただろうな。俺がパイプの模様を思い出す前なら」

　彼女なら護衛の飲み物に毒を混ぜるぐらい簡単だ。下手したら翡翠だけではなく、琥珀も珊瑚も殺されていただろう。

　彼女の表情に変化が現れた。

　氷のようだった顔が徐々に笑顔に変わり、唇の端がニーッとつり上げられる。

「さあて、あんたをどうしてくれようかな」
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　この期ごに及んで、彼女の言い草はこうだった。

　楽屋の外には琥珀と珊瑚が控え、翡翠の合図でいつでも動けるというのに。

　今度は本物の口紅を取り出した彼女は、鏡に向かってゆっくりと唇を塗った。

　毒々しいまでの赤。さっきまでの上品さ、清せい楚そさは消え失せ、肉食の蝶ちょうのようだ。

「あんた達はお金で黙る人たち？　あたしには死んだ旦那の遺産がうなるほどあるけど」

「あんたの護衛代ならきっちりもらうぜ。それ以外は受け取らねえ、琥珀さんが厳しいからな」

「じゃあ三人とも殺すしかないわね」

「気の強つええ女だな。普通、ここは犯人絶体絶命の場面だろ」

　彼女の武器が毒薬だと知った今、むざむざ殺されなどしない。宝飾店がこの女に負けるはずがない。

　なのにこの余裕はどうしたことだ。

　翡翠は一つだけ気にかかることがあった。

「ユージーンも共犯か？」

「まさか！　あの子は私を盲目的に崇すう拝はいするだけの、可愛らしい子」

　それを聞いて、翡翠は少しだけ安心した。

　珊瑚は、この女の『声』が全く聞こえないので最初は疑っていなかった。同じくユージーンからも、痛いほどの恋れん慕ぼしか感じなかったという。

　この女は平然と人を殺せる。琥珀と同じぐらい冷静沈着だから珊瑚にも見抜けなかった。

　だが、あの素直で真面目そうなユージーンまで珊瑚を欺あざむいていたとしたら、珊瑚の能力に疑いを持ち始めるところだった。

「じゃ、あいつがあんたに死ぬほど惚れてんの知ってて知らんぷりだったのかよ。残酷だな」

　すると彼女はニッコリ笑った。

「ねえ。あんた、音楽は好き？」

「あ？」

「あたしはね、大好き。この心臓の鼓動にさえ、刻み込まれたリズムがあるの」

　ジプシーは老若男女、みんな歌と踊りが大好きだった。白人ガジャから石を投げられ追われても、飢うえても渇いても、馬車にはいつも歌が溢れていた。

　彼女は煙草の煙を天井に向かって吹き上げた。

「貴婦人になりすますって決めてからね、あいつらがやってること片っ端から真似したの。慈善事業とかね。入れ物さえ整えておけば、中身がジプシーだろうとみーんな騙だまされる」

「ユージーンは慈善事業のまねっこの産物か。どうでもいいんだな」

「馬鹿ね、あたしは音楽が大好きだって言ったでしょう。あたしに盲目的に恋するユージーンのピアノ、ちゃんと聴いた？　焦がれる想いを鍵けん盤ばんにぶつけているのよ、あんなに美しいメロディ、本気の恋をしてなきゃ生み出せるわけがない」

　翡翠は驚きに目を見張った。

　目の前のこの悪女は、まさか。

「あんた、ユージーンのピアノのために、自分に惚れさせたのか……？」

「そうよ。一生かなわぬ想いを抱き、あの子はきっと世界的なピアニストになる。あたしは音楽が大好きだからね。──歌だけじゃなくてダンスも」

　彼女は髪をほどき、手ぐしで乱した。

　ドレスの裾すそを持ち上げ、軽くステップを踏んでみせる。

「幌馬車で散々踊ったダンス、時々一人でやるのよ。本当はオペラなんて大嫌い」

「俺も」

　ふくらはぎもあらわな、躍やく動どう的てきなダンス。扇せん情じょう的てきで下品だと行く先々の教会から責められたが、ジプシーたちはどこ吹く風で踊っていた。

　彼女はくるりと回って見せた。

「あたしを警察に突き出す？」

　──さて、どうしよう。

　パトリシアもロバートもジェレミーの死に動揺こそしていたが悲しんでいる様子はなかった。父を慕したっていたパトリシアはともかく、ロバートの方は今さら敵かたき討うちなどどうでもいいだろう。むしろこの女に感謝したいはずだ。

　彼女の処遇をしばらく考えていた翡翠は、ふと、彼女に聞いた。

「あんた、本当の名前は？」

「名前？」

「あんだろ、ロマニの本名」

　すると彼女は、真っ赤な唇で笑った。

「ナディラ」










　日本に渡る船を見送り、翡翠が桟さん橋ばしから戻ると、琥珀と珊瑚がオープンカフェで待っていた。

「ノルトハイム夫人にさよならは言えた？」

　笑顔の珊瑚に、翡翠は肩をすくめた。

「言うかよ。船に乗り込んだのをきっちり見送っただけだ。仕事だかんな」

　桟橋にはユージーンがまだ立っている。

　船が曲がって消えた入り江をいつまでも見つめ、微動だにしない。

　ノルトハイム夫人の正体は、彼に明かさなかった。彼女はこれからも支援を続けるらしい。

　これからも彼女はマレーネ・ノルトハイムという非の打ち所の無い貴婦人として生きていく。ユージーンの思い出の中の彼女は永遠に、清らかで美しいままだ。

　あの後、翡翠は彼女に聞いた。

　ドイツを出てからずっと旅をしていたのはどうしてかと。

　すると彼女は大声で笑った。




　──放浪しないなんてジプシー女じゃないでしょ！




　翡翠は彼女に放浪を続けさせることにした。

　彼女はドイツ娘になりすましてみたが、定住の生活は苦だった。最初の夫を殺したのは財産目当てでも何でもなく、「同じ家にずっと住み続けること」が苦痛だったからだそうだ。

　彼女は旅をするため、自由になるために、夫に毒を盛った。

　ケビン・ハドソンを毒殺したのも、自分の正体がばれそうだったというのが一つ。

　そしてもう一つは。




　──あいつも同じ。アメリカの屋敷でずっと一緒に暮らそうなんて言い出して。




　彼女はケビンのことは本当に好きだったそうだ。

　だが彼もまた彼女に定住をうながそうとした。だから殺した。

　それから、ジェレミーに罪をなすりつけるため、またさっさと燭銀街を去るために狙われているという自作自演をした。鉄骨が落ちてきたのだけは本当に事故だったが、ホテルの暴漢も存在しなかったそうだ。しつこく迫るジェレミーをかわすのが目的だったが、お節せっ介かいにも何も知らないミシェーレが宝飾店を護衛につけるよう勧めてきた。

　俺たちのことなんか断りゃよかっただろ、と翡翠が言うと、彼女はうっすら笑った。




　──デラシネという名のビルに住んでいると聞いて、あたしも少し興味を持ったのよ。




　宝飾店の三人と会った彼女は、直感で「こいつらも根無し草だ」と思ったそうだ。どうせ燭銀街を去るまでの七日間だし、近くで観察してみようとも思った。

　だがそのうちの一人から正体を暴かれてしまった、というわけだ。

　あたしを警察に突き出すか、と聞かれた時、翡翠はしばらく迷った。

　琥珀は好きにしろと翡翠に一任し、珊瑚は参考材料に一つだけ伝えたいことがあると言った。




　──彼女は人を殺しても心が全く動かない。だから僕に『声』は聞こえなかった。でも『恋は野の鳥』を歌う時だけは……燃えるような欲求を感じたよ。自由への、放浪への、焦こがれるような思いを。




「お前が彼女を見逃すとは、正直意外だった」

　琥珀に言われ、翡翠は顎の下をポリポリと搔いた。

「ま、ノリで」

「ノリか」

「だって俺らの仕事って、あの女を守ることだったっすよね。相手が殺人犯だろうが何だろうが、護衛対象には違いねえし」

　珊瑚が忍び笑いをした。

「まあ、彼女の過去を見抜いたのは翡翠だから自由にしていいと思うけどさ。警察に突き出さなかったのは、美人だったから？」

「アホか。そりゃ本性表してからの方がいい女だとは思ったけどよ」

　翡翠が彼女を見逃してもいいと思った理由は、彼女の名前だ。

　ナディラ。

　自分を拾ってくれた族長の妻と、同じ名前だった。ただそれだけだ。

　それを聞いた翡翠は、彼女に放浪を続けさせることにした。

　日本からアメリカに渡り、ヨーロッパに戻ってもまた旅を続ければいい。金ならたっぷりあるだろうから、自分の馬車を買えばいいのだ。

　彼女の乗った船が小さくなっていく。

　恋は野の鳥、誰にも捕まえられない。

　彼女は鳥のように去って行く。

　それを見送り、翡翠は自分もいつかこの街を出て、再びさ迷うこともあるかもしれない、と思った。

　幼かった翡翠のジプシーとの旅は、そう長く続かなかった。

　ある日、熊使いウルサリの一族はソ連の国境警備兵から「疫えき病びょうを持ち込んだ」との言いがかりをつけられた。幌馬車は滅茶苦茶に壊され、ジプシーたちはどこかへ引き立てられて行った。

　だが族長の妻ナディラが泣き叫びながら翡翠の瞳を警備兵に見せ、「この子はガジャだから」と繰り返した。おかげで翡翠だけは連行をまぬがれた。

　あれ以来、ナディラとは会っていない。幌馬車で一緒に旅した時間はそう長くなかったが、実の母と生き別れた自分にとって、彼女が育ての母だった。

　ジプシーたちと別れてから、翡翠は独りで放浪した。一箇所に留まっていた記憶はほとんどない。それこそ根無し草のように流れて生きてきた。

　自称貴婦人のナディラが旅立った入り江に目をやった。

　デラシネの自分が、デラシネの彼女を見送った。今回の事件は、ただそれだけのことだ。
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　自分はなぜここにいるのか、どうやってここに来たのか、自分は何者か。

　珊さん瑚ごは混乱する頭でそう考えた。脳内のみの呟きのつもりだったが、実際に口にしてしまっていたらしい。翡ひ翠すいが低い声で言った。

「何だそりゃ」

「ゴーギャンにね、我々はどこから来たのか我々は何者か我々はどこへ行くのか、って長いタイトルの絵があって、名画として有名なんだけど、あ、タイトルは元々フランス語で、ゴーギャンがタヒチで描いたもので、熱帯の絵だからかな、全然違うのに何故か燭しろ銀がね街がいを思いだ」

「黙りんしゃい」

　こめかみに銃口を押しつけられた。見知らぬ老ろう爺やからだ。

　緊張と恐怖でベラベラしゃべっていた珊瑚はヒュッと息を飲んだ。口の中がカラカラに渇いて粘ねん膜まくが貼り付いている。後ろ手に縛られた手首と、椅子の脚に固定された足首が痛む。

　同じく目の前で椅子に拘こう束そくされた翡翠は、銃を取り上げられているようだ。煙草を吸えなくて口寂しいのか、自分の長い前髪をもしゃもしゃ嚙んでいる。珊瑚と目を合わせようとしないのは、それなりに罪悪感があるかららしい。

　ここは、どこかの倉庫だ。

　気絶させられている間に運び込まれた。カモメの声が聞こえるから港の近くだろうか。今は使われていないようで、拘束された自分と翡翠、謎の老爺、そして手下らしき若者が数人だけ。容よう貌ぼうと民族衣装から東南アジアの民たみに見えるが、正体は不明だ。

　珊瑚に銃を押しつけた老爺は、広カン東トン語と英語と謎の言語が絶妙に混じり合った口調で言った。

「さあ、どっち、おいらの孫娘の婿むこなるのよ。早く決めんしゃい」

　とたんに翡翠が顔を上げた。珊瑚に向かって顎あごをしゃくる。

「そいつの方が背が高たけぇだろ。背の高ぇ子供が生まれっぞ」

「冗談止やめてよ、翡翠！　お爺さん、そっちのお兄さんは運動神経抜群ですよ！　あと料理上手だし、小ずるいとこあるから多分、頭もいいと思うし──」

「アホぬかせ、脳味噌の出来ならテメェの方だろうが！　おいジジィ、天才児のひ孫が欲しいならコイツにしろ、俺は馬鹿だから止やめとけ」

「僕を推薦しないでよ、元はと言えば翡翠の招いた事態でしょ！」

　縛られた珊瑚と翡翠はしばらくギャーギャー言い争った。お互い、花婿の座を押しつけようと必死だ。

　それを黙って見ていた老爺は、にたりと笑った。

「いつまで争ってる。さっさしないと、あれ入浴してもらうのよね」

　彼が煙管きせるで示した先には、手下がテントのようなものを設置していた。インディアンの天てん幕まくによく似ている。

　そして天幕の隙間からは不気味な赤い煙が漏れ始めていた。手下たちが全員、水中眼鏡とマスクで顔を覆う。

「あれ唐辛子パウダーいぶした小屋。あの中で二人たくさん考える、花婿決まるのね」

　珊瑚と翡翠は同時に息を飲んだ。

　唐辛子小屋に閉じ込められる？　冗談じゃない、熊避よけスプレーの材料じゃないか。そんなとこに入れられたあげく、見知らぬ女の子と結婚させられてはたまらない。

　二人の押し付け合いはヒートアップしたが、老爺はあまり忍耐強いタイプではないらしい。早くしろ、と言わんばかりに煙管と銃をカチカチ打ち合わせている。

　珊瑚は絶望で目の前が暗くなった。

　ああ、どうしてこんなはめに陥おちいったんだ。










　発ほっ端たんは今日の午後だった。

　琥珀は用事があると朝から出かけていた。燭銀街には明後日あさってまで戻らないと言っていたので、珍しいこともあるものだと珊瑚は思った。翡翠はしょっちゅう徹夜麻マー雀ジャンやポーカーで朝帰りだが、琥珀が仕事以外で外泊するのは滅めっ多たに無い。ましてやこの街を出るなど。

　一緒に暮らすようになって半年近く経たつが、琥珀のプライベートは相変わらず謎で、今回の「用事」も何なのかは分からない。翡翠に尋ねても肩をすくめられ、聞いても教えてくんねーし、という、ふてくされた返事だった。知り合って長いと思われる彼でさえそうなのだから、自分が知らされるはずもないだろう。

　だが琥珀がいないからといって珊瑚の日常が変わるわけではなく、頼まれていた調査を午前中に終え、昼はお気に入りの屋台で烏う骨こっ鶏けいスープの麵めんを堪たん能のうし、午後、宝飾店のビルに戻った。

　すると意外なことに翡翠がいた。

　よほどの雨か二日酔い以外は基本的に外をフラフラしている彼が、珍しく昼間からキッチンに立っている。ゴッ、ゴッ、という音を立てて何か削けずっているようだ。

「何してるの？」

　彼の肩越しに手元をのぞくと、ナイフでココ椰や子しの実に穴を空けている。夏の頃、落下したこれから脳天への直撃を喰らって以来、珊瑚にとっては恐怖の対象だ。

　翡翠はココ椰子のジュースを鉢はちにあけながら言った。

「美う味まい酒つくる」

「これで？」

「テメェも飲むか」

　その誘いには驚いた。

　初めて会った時から警戒されてはいたが、同じビルで寝起きするようになってからも距離は大して縮まらなかった。もともと他人と馴れ合うタイプではないようだし、琥珀が珊瑚をスカウトしてきたことで「二人組」だった宝飾店に異物が混入したように感じているのか、煙たがられているのだ。

　琥珀が外泊となれば宝飾店に翡翠と二人きりだ。少々気詰まりになりそうだが、どうせ翡翠も留守にするだろうと思っていた。なのに昼間からキッチンとは。

　と、そこまで考えて気がついた。

　翡翠は、琥珀から珊瑚を一人にするなと命令されているのだ。

　いくら自分に他人の『声』を聞く能力があっても、このビルに一人きりのところを囲まれてはひとたまりもない。あの宝飾店の新メンバーを仕留めた、という称号を欲しがる奴は燭銀街に山ほどいるらしい。翡翠は今日、珊瑚のボディガードなのだ。

　まだまだ自分はお荷物だ、と感じる反面、翡翠が上機嫌そうなのが気になった。

　いつもなら琥珀に命じられて渋々、という顔を隠そうともしないのに、二つ目のココ椰子を削りながら鼻歌でも歌いそうな気配だ。単純に、ギャンブルで勝ったからとかその程度かもしれないが。

「じゃあ、もらおうかな」

　理由は何にしろ、せっかく翡翠が歩み寄りを見せてくれたのだ。まだ日は高いが、酒も少しぐらいならいいだろう。

　翡翠はココ椰子ジュースに生卵を割り入れ、ミルで挽ひいたナツメグをたっぷり、砂糖もたっぷり、そこにオランダ・ジンをどぼどぼ注ぎ込んだ。泡立て器でガシガシかき混ぜると、乳白色の泡がぷつぷつ浮かんでくる。

「エッグ・ノックの作り方に似てるね、アメリカじゃクリスマスによく飲むけど。これは何てカクテル？」

「ココヤージュ。カリブ出身のねーちゃんに教えてもらった」

　ほい、とグラスを渡される。

　カリブの酒は美お味いしかった。他人のうるさい『声』で満ちている酒場は苦手だが、店ではなく、リビングで仲間と飲むだけなら楽しいかもしれない。翡翠がココ椰子を割ってはココヤージュを作ってくれるし、本人はストレートのジンをグイグイあおっている。これまで半信半疑だったが、酒は人間関係の潤じゅん滑かつ剤ざいというのも本当かもしれない。

　だが一つ気になったのが、翡翠から聞こえる小さな『声』だ。

　ずっとポーカーの役を羅ら列れつしている。ロイヤルストレートフラッシュから始まり、フォーカード、フルハウス、と頭の中で呟いているのだ。

　それがワンペアまでたどり着くと、次は麻雀の用語らしきものを並べ始めた。珊瑚にはよく分からないが、十シー三サン幺ヤオ九チューだの、緑リュー一イー色ソーだの聞こえてくる。

　ギャンブル好きという人種は、酒を飲みながらでも常に頭からギャンブルが離れないのだろうか。これまで酒を飲む翡翠の側そばにいても、こんな『声』が聞こえてきたことはなかったのだが。

　酔いでふわふわする頭でそう考え、もしかしてアルコールによって自分の能力も敏感になっているのかもしれないと思い当たった。普段は聞こえないような翡翠の小さな『泡』も、『声』として把握できているのかもしれない。

（そうかー、なら、どうしても誰かの心を詳しく知る必要がある時は、僕が酒を飲むって手もありかなあ。琥珀と翡翠が近くにいて、安全が確保されてる場合のみ使える技だけど）

　もっと自分も役立てる方法があるのではないかと気づき、珊瑚は嬉しくなった。

　翡翠がいつもより愛あい想そがいいのも嬉しいし、頼まなくてもココヤージュやつまみを作ってくれるのも嬉しい。酒がこんなに楽しいものだとは知らなかった。琥珀がいなくても上手くやっていけそうではないか。

　いつの間にか真っ赤になっていた珊瑚は、意味も無く笑いながら聞いた。

「翡翠、今日は何かのお祝い〜？」

　すると翡翠もヘラヘラ笑った。

「やー、さっき道端で札束拾ってよ」

「──札束？」

　今朝、珍しく午前中に目覚めた翡翠は飯を食いに外に出た。

　道端でココ椰子が頭上から降ってくる影に気づき、慌てて避けた。そして分ぶ厚あつい封筒を踏んだ。

「何だこりゃと思って拾ったらよ、中に一万ドル近く入っててよ」

「一万……？」

　確かに大金だが、それで分厚い札束になるなどおかしい。

　何だか胸騒ぎがして翡翠に見せてくれるよう頼むと、差し出されたのは意味ありげな赤い封筒だった。謎の文字がびっしり書かれているが、全く読めない。

　しかも、中の一万ドルは小額紙幣の寄せ集めだった。使い込まれたしわしわのもので、米ドルだけでなく香港ドル、ポンド、中国元も混じっている。燭銀街では珍しくない紙幣ばかりだが、どう見ても「かき集めた金」のようにしか見えない。

「ねえ、翡翠。これ落とした人、困ってるんじゃ──」

　酔いの覚めかけた珊瑚がそう言おうとした時だった。

　ふいに、身体がぐらりと揺れた。

　そのままどさりとソファに横倒しになる。

「え？」

　間抜けな声が出た。目の前で翡翠が驚いた顔をしている。なぜかリビングが煙い。閉めていたはずの窓が少しだけ開いている。

　やがて、翡翠も目を見開いたままドサッとソファに倒れ込んだ。珊瑚が覚えているのはそこまでで、気がつくとどこかの倉庫で見知らぬ老爺に銃をつきつけられていた。










　宝飾店から拉ら致ちされた翡翠と珊瑚への要求は、老爺の孫娘の婿になれ、ということらしい。

　それもこれも。

「あの封筒ひろう、孫娘との結婚を受ける、常識ね。ちゃんと書いてあった」

　老爺はそう主張する。

　つまり、あの封筒は孫娘の「結ゆい納のう金きん」らしい。それを拾った男は誰であろうと孫娘と結婚せねばならず、結婚せずに逃亡イコール死なのだそうだ。その条件は封筒に詳しく書いてあるので、知らなかったでは済まされないと老爺は言う。

「封筒の婚姻、我がミ族の掟おきて。わたし長老、掟は守る」

「知らねーよ、そんな掟！　読めねーし、そんな文字！」

　わめく翡翠に珊瑚も同調した。

「そうですよ、せめて広東語か英語か、その他の主要言語で書いてくれないと」

「字が分からぬでも、この街の人間、赤い封筒どんな物、みんな知ってるのね」

　つまり、条件を記しるした文章が読めずとも、ミ族の赤い封筒は見知らぬ娘の結納金入りだということは燭銀街で有名らしい。だから大金入りでも誰も手をつけなかった。

　珊瑚はますます青ざめた。

　金にがめつい燭銀街の住人が避けるということは、ミ族は相当に厄やっ介かいなのだ。現に、他人の気配に敏感な翡翠も『声』が聞こえるはずの自分も、何も気づかないまま煙で眠らされてしまった。おそらく何か薬が混じっていたのだ。

　しかも、だ。

「花婿の資格、何人にでもあるね。封筒拾ったの小さい男、でも大きい男も封筒さわった。二人とも孫娘にふさわしいのね」

　知らずに赤い封筒に触ってしまった珊瑚も、花婿候補になってしまったようだ。結婚に関する奇習は世界中にあるとはいえ、こんな無茶な話は聞いたこともない。

　さらに、珊瑚はさっきから薄々感づいていた。

「翡翠。これ知ってて、僕に酒を飲ませたでしょ」

　すると翡翠はしれっと答えた。

「いやー、はっきりとは。封筒は知らずに拾ったけど、紹しょう興こう酒しゅ量はかり売うりの爺さんが俺を見ててよ、あんたそれヤベえぞ、ミ族の婚姻契約封筒だぞって言われて、マジやばそうだからテメェも巻き込んでおこうかと。まさかあんな簡単に拉致られっとは思ってなかったけどよー」

　あはは、と笑われたが冗談じゃない。

「迷惑極まりない！　ほんと勘かん弁べんして！」

　心からの叫びだった。

　翡翠がようやく心を許して酒に誘ってくれたかと喜んでいたのに、人ひと身み御ご供くうにされていたとは。調子に乗って飲んだ自分も馬鹿だったとはいえ、仲間に対してあんまりじゃないか。普段はカクテルなんかバカにしてるくせに、飲み慣れない珊瑚のためにわざわざ甘いココヤージュを作るなんてはめる気満々だ。

　彼が頭の中でポーカーや麻雀の用語を並べ立てていたのは、自分の『声』を聞かせたくなかったからだろう。珊瑚を巻き込んでやろうという企たくらみを悟さとらせたくなかったのだ。

　いつもなら、翡翠と珊瑚ともにビルを空けていれば琥珀がすぐに気づいてくれただろう。だが彼は今晩も明日も、戻らない。

　何とか時間を稼かせがなければ。

　相手が隙さえ見せれば翡翠が何とかしてくれるかもしれない。丸腰の彼がこの人数相手に戦えるかは不明だが、このまま二人揃って唐辛子小屋に放り込まれるよりマシだ。

　天幕から漏れる赤い煙を横目で見つつ、珊瑚は焦あせった口調で長老に言った。

「せ、せめてお孫さんの写真を見せてくれませんか。僕たちにだって、結婚相手を選ぶ権利はあるはずだ」

　すると翡翠も珊瑚の意図を悟ったらしい。縛られたまま身を乗り出す。

「そうだそうだ、花嫁が美人かブスかでこっちの意気込みも違ってくんぞ。写真見せろ」

「ぶす？　醜しこ女めのこと？　失礼なのね、おいらの孫娘とても可愛い可愛い」

　憮然とした長老は、懐ふところから写真を取り出した。まずは翡翠に見せ、次に珊瑚へと突き出してみせる。

　確かに孫娘は可愛かった。

　十代半なかばだろうか、まだあどけない顔立ちで、はにかんだように笑っている。黒を基調にした服には鮮あざやかなビーズが縫ぬい付けられ、金きん糸し銀ぎん糸しで刺し繡しゅうされた大きな帽子からは赤いビーズが垂れ下がり、シャンデリアみたいだ。空豆サイズの大きな紅こう玉ぎょくのネックレスは三重で、その大おお仰ぎょうさがかえって彼女の首の細さを際きわ立だたせていた。この飾り立てた正装はおそらく見合い写真だろうが、それを差し引いても美少女といっていいだろう。

「ミエンは十六、織物と刺繡上手、踊りは村一番。気立てよい、優しい娘」

　長老は目尻に浮いた涙を指で拭ぬぐった。ここまでよく育ってくれて、と感慨深くなっているらしい。

　織物と刺繡と踊りが上手い十六歳美少女を勧めてくれるのは有あり難がたいが、自由恋愛の国アメリカで育った珊瑚はやはり、家族や親族がお膳ぜん立だてをする形式の結婚は馴な染じめない。ましてや本人に会ったことさえないのに。

　とはいえ、民俗学的好奇心はどうしても疼うずいてしまう。

　ミエンは祖父が金入り封筒で「拾ってきた」男をあてがわれても平気なのだろうか？　十六なら好いた男がいるのでは？　それとも中国の母系少数民族のように、女性は生涯に何人でも夫をもってよく、最初の夫は周囲の斡あっ旋せんに任せるとか？

　あれこれ質問してみたいが、それで珊瑚がミエンに興味があると思われても困る。ここは是非、ことの元凶である翡翠に花婿を押しつけなければ。

　珊瑚はにこやかに言った。

「ミエンさんの写真を見せてもらったことだし、僕たちの写真を彼女に提示して選んでもらうのはどうですか？　ここで話し合って決めるより建設的だと思いますが」

「写真ね……」

　長老は翡翠と珊瑚を見比べた。考え込んでいる。

　しめしめ、と珊瑚は内心思った。翡翠の中身はどうあれ、顔だけはとても女性受けがいい。ギャンブル好きだし酔うと理不尽だし琥珀の飼い犬だし仲間の珊瑚を意図的に騒動に巻き込むヒドイ奴ではあるのだが、一般的な女性なら翡翠の顔は好きだろう。写真を比べれば、ミエンもきっと彼を選ぶに違いない。

　珊瑚の意図を悟さとったか、翡翠が焦った顔で口を出した。

「おい爺さん、男はいくら稼かせげるかが大事だろ。俺は金が入ればすぐ賭け事だし、借金もあるし、甲か斐い性しょう無しこの上ねえぞ」

　しまった、翡翠は自分を下げる作戦に出てきた。先に中身を暴露されては、彼の株が暴落してしまう。彼はさらに言いつのった。

「あと、俺はみなしごだけどコイツの実家は金持ちだぞ。結婚すんなら実家は大事だろ？　な？」

「いや待ってよ、僕は実家を飛び出してきたんだし、金持ちかどうかは関係ないでしょ!?」

　珊瑚も慌てて口を挟んだ。翡翠に親が無いとは初耳だが、今はそれどころではない。

「それに僕の国籍だと外国籍の十六歳と結婚は出来ない、児童婚にあたるから──」

「この街で国籍もクソもあるか！　ぜってー俺よりテメェと結婚した方がこの女もしあわ」

　突然、翡翠の襟えり首くびがガッとつかまれた。

　長老が椅子ごと彼を唐辛子小屋へと引きずっていく。小柄なのに物もの凄すごい力だ。

「唐辛子の神は正直よ、罪人みーんな、浄じょう化かする。賭け事好きもきっと治るのよね」

　わめく翡翠も何のその、長老はいきなり椅子ごと翡翠を抱え上げた。左右に振って反動をつけ、唐辛子小屋の入り口を狙っている。

「やめ、止やめろってクソじじぃ！」

　との叫びもむなしく、翡翠は唐辛子小屋に放り込まれた。

　それを呆然と見守っていた珊瑚へと、長老がくるりと向き直る。ギクッとして身を縮めると、彼はずかずかと歩み寄ってきた。

「小さい男、賭け事治る。お前の国籍も唐辛子の神様で治るね」

「まままままま待って、いくら何でもそれは無理！　国籍は無理！」

　唐辛子で国籍を変えられるわけがない、無茶苦茶だ。

　ああ、どんどん唐辛子小屋が近づいてくる、周りの手下たちはみんな水中眼鏡とマスクで完全防備なのに、自分は素顔のまま赤い煙の中に放り込まれてしまう。唐辛子小屋の中からは翡翠の叫び声が聞こえていたが、やがて激しく咳せき込む声だけになった。ゾッとして固く目を閉じる。

　その時だった。

「勘弁してやってくれないか」

　聞き慣れた声。

　思わず振り返り、涙目で叫ぶ。

「琥珀！」

　燭銀街から出ていたはずの琥珀がそこに立っていた。なぜか赤くて太った犬を連れている。

　珊瑚の叫びが届いたか、唐辛子小屋の中から翡翠の悲痛な声も聞こえてくる。咳せきの合間に助けを求めているようだ。

「琥珀、どうしてここに」

　頼りになるリーダーの登場に、安堵で全身の力が抜けた。彼は神が使わした天使か何かか。この上なく有り難い。

　琥珀は小さく肩をすくめた。

「飛行機が欠航になった。事務所に戻ったらお前らが拉致られた形けい跡せきがあったからな、鼻のいい犬を借りてここまで追ってきた」

　彼がポケットから取り出した小こ瓶びんには、乳白色の液体が詰まっていた。あれは、珊瑚が散々飲んだココヤージュ。

「あ、そのカクテルの匂いを追ってここまで来たんだ！」

「あとはお前たち二人の持ち物だな。こいつに感謝しろ」

　ばう、と赤犬が吠ほえた。自分が褒ほめられたのを分かっているようだ。

　琥珀は長老に言った。

「小屋の中に入れられた奴を出してやってもいいか。俺が責任を持って結婚させるから」

「えっ」

　珊瑚の短い叫びにもかかわらず、長老はにこりと頷いた。琥珀に尋ねる。

「お前、あの小さい男の親族か？」

「そんなもんだ」

　よし、と頷いた長老は、水中眼鏡もマスクもなしに平然と唐辛子小屋に入っていくと、翡翠付きの椅子を頭上に掲かかげてのしのし出てきた。

「ミエンの花婿なのね！」

　手下たちがワアッと歓声をあげる。手を叩き、袖そでを振り、懐から取り出した小さな銅ど鑼らを鳴らすのまでいる。完全にお祝いムードだ。

　珊瑚は青ざめた。

　自業自得とはいえ、翡翠の結婚がここで決まってしまうのか？　琥珀は本当にそれでいいのか？

　翡翠は目を固く閉じたままだったが、涙をダラダラ流しながら咳き込み続けていた。その合間に必死で琥珀に訴える。

「……っ、げほっ、ちょっと待って──琥珀さん、噓、マジで……っ」

「自業自得だ」

　さっき珊瑚が思ったとおりのことを琥珀は言った。冷静だ。

　すでに珊瑚は、翡翠が結婚するなら年齢的に花婿付き添いベストマンは自分かなあ、などと考えていた。おそらく結婚式はミ族の風習に則のっとって行うだろうから、ベストマンなど必要かどうか定かではなかったが。

　ようやく目を開けた翡翠が、半信半疑という顔で琥珀を見上げた。

「琥珀さん、冗談っすよね？」

「ミ族は身体能力と薬学の知識に長たけた山岳民族で、傭よう兵へいとして世界中で人気だ。俺にも逆らえん」

　淡々とそう言う琥珀の顔は真面目だった。翡翠が絶望的な表情になる。

　だが、珊瑚は珍しく琥珀から『泡』を感じ取っていた。

　──面白がっている？

　はっきりした『声』ではないが、情けない顔の翡翠を見て、琥珀が苦笑しているのを感じる。まさか本気で大事なメンバーをミ族に婿入りさせるとは思えないが、いったいどういうことだろう？

　琥珀は珊瑚を見た。

「お前は気づかないか？」

　気づかないか。いったい何を？

　その時、珊瑚の頭に『声』が響いてきた。




　──これで、ミエンも冥めい界かいで幸せに暮らせる。




　長老だった。

　孫娘の結婚が決まった喜びよりも、悲しみが大きい。彼の表情は変わらないが、これは嘆なげきの声だ。

　冥界とは、つまりあの世のこと。ミエンはもしや、死んでいる？

　そこで珊瑚はようやく気づいた。

「これは冥めい婚こんか！」










　風水で選ばれた秋の吉日、月夜。

　宝飾店三人は燭銀街の郊外にある森を訪れた。ここはミ族が信仰の対象とする月ゲッ橘キツの樹が群生しているそうだ。月光に照らされ、どこからともなく芳香が漂ただよっている。ジャスミンによく似た、甘く爽さわやかな香りだ。

　付添人ベストマンとしてスーツを着込んだ珊瑚は、額ひたいの汗をぬぐいつつ、赤犬のリードを引いていた。翡翠と珊瑚救出に大活躍だった彼も、結婚式に特別参加だ。

　赤犬はご褒ほう美びに与えられた豚の大だい腿たい骨こつを嬉しそうにくわえていた。残っていた肉はとっくに削り取られ、しゃぶりつくされているのだが、彼はこの骨を離そうとしない。宝飾店ビル近くの薬やく酒しゅ屋やで飼われているのだそうで、あまりに鼻が利きくのであちこちに貸し出されている働き者だそうだ。珊瑚の呼びかけには小さな「おん！」で答えるので、段々と可愛く思えてきた。

　憮然とした表情の翡翠も一応、タキシードを着ている。

　アスコットタイは緩ゆるめられ、ボタンも二つ目まで外され、くわえ煙草の彼はとても花婿には見えないのだが、この熱帯の国で正装に応じてくれただけでもよしとしよう。顔にかかる髪を整えたら、と珊瑚は忠告したのだが、フンとそっぽを向かれただけだった。

　結婚式を控えた三日前、ミ族からは物もの凄すごい花婿衣装が送りつけられてきた。これでもかとビーズが縫い付けられ、銀貨がぶら下がった実に重そうなものだ。だがあまりにも装飾過多で動きづらいため、琥珀が「万が一の時にとっさに反応できないから」と断った。あちらも傭兵稼か業ぎょうなので、何とか納得してくれた。

　そして琥珀はといえば、いつもの服だ。ミ族側から贈られた赤い灯ラン籠タンで夜道を照らしている。翡翠の親族ということにして式に出席する彼には、結婚式までに大事な仕事があった。

　この冥婚において、翡翠の保護者としてミ族側と交渉する必要があったのだ。

　冥婚とは東アジアや東南アジア、フランス、アフリカの一部などで見られ、未婚のまま死んだ息子、または娘に結婚相手をあてがう風習だ。珊瑚も本で読んだだけだが、あの世で一人なのは可哀想なので、死んだ後から生せい者じゃと結婚させるらしい。

　冥婚も地域によって様々で、死んだ息子のために選んだ娘を殺して共に埋まい葬そうするという強烈なものから、単に書類上の結びつきだけという場合もあるそうだ。

　ミ族の場合は、冥婚する生者側の花婿、花嫁には大した義務は生じない。相手方親族と一緒に暮らしたり養う必要も無く、もちろん、生者側はその後に普通の結婚をしても構わない。相手が遠くに住んでいる場合、法事や祭事に出席しないでもいい。ミエンは普通の病死なので、悪霊祓ばらいの儀式などもいらないそうだ。

　また、翡翠が受け取った一万ドルの結納金はこちらが一万ドルの持参金を持たせるという形でそのままバックする。これも形式上のやりとりだ。

　だが一つだけ、重要なことがある。

「冥婚をあげた一族同士の相互扶ふ助じょシステムだ」

　琥珀はそう言った。

　この冥婚により、ミエンの所属していたミ族と翡翠の所属する宝飾店同士には助け合いの義務が生じる。

「助け合い？」

「ミ族は傭兵としてあちこちで雇われている。彼らが助けを必要とする場合、俺たちにも協力要よう請せいがある。護衛の場合のみ受けると、長老と約束した」

「逆に、宝飾店が引き受けた仕事で腕の立つ人が何人か欲しければ、最強のミ族に頼れるってわけか」

　これで珊瑚は納得した。

　翡翠が赤い封筒を拾ったのは、おそらく最初からミ族に目をつけられていたのだ。

　彼の目につくよう封筒を落としておき、拾ったのを確認してから冥婚の契約を迫せまる。ミ族は宝飾店と互助関係を結びたいだけだから、冥婚相手は翡翠でも珊瑚でも構わない。

「琥珀があっさり翡翠の冥婚を認めたってことは、ミ族との契約は宝飾店にも利があるってことだよね」

「アジア系の助っ人が欲しいとは思っていた。潜入先が中国系マフィアだったりする場合、翡翠やお前じゃ目立つからな」

　すると翡翠が不満げに口を挟んだ。

「だったらその時々で誰か雇えばいいじゃないすか。何で俺が死人と結婚」

「それは一万ドルに釣られた翡翠の自業自得でしょ」

　珊瑚の突っ込みに、翡翠は中指を立てて応じた。まだブツブツと文句を続ける彼に琥珀が言う。

「単発で誰か雇うより、信頼のおける組織とつながっておく方がいい。冥婚はただの形式だ。──着いたな」

　夜の森がぼうっと赤く光っていた。

　切り開かれた箇か所しょに祭さい壇だんが設置されており、灯籠がいくつも並んでいる。ミ族の男たちも女たちも伝統的な民族衣装で、それぞれ手て燭しょくを掲かかげ、こちらへ合図を送っていた。

　彼らの背後には、白い花が満開の花樹が並んでいた。

　あれが月橘か。甘い香が、月光をぬって漂っている。神秘的な光景だ。

　長老が琥珀に向かって重々しく一礼し、ミ族の者たちは膝をついて深く頭こうべを垂れた。彼らの挨あい拶さつだとは分かっているが、珊瑚はどうにも落ち着かない。隣の翡翠に向かって小声で呟く。

「翡翠、煙草」

　場の雰囲気に飲まれていたらしい翡翠も、慌てて口から煙草を外した。だらしなく緩めていたネクタイも何となく整える。
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　祭壇にはミエンの写真と、花嫁衣装を着た小さな竹人形が飾ってあった。

　長老が部族の言葉で何か言うと、少年が翡翠の手を取り、花婿の席にいざなった。付添人ベストマンの珊瑚はその背後の席へ、保護者役の琥珀は長老と同じ高さの席に案内される。

　長い祈りの言葉に、やがて音楽が加わった。赤い袖そでの少女たちが舞い、それを若い男たちが瞬まばたきもせずに見つめている。おそらく長老家の冥婚の席は、ミ族たちの見合いの場でもあるのだ。

　式の最後に、白い杯さかずきが翡翠に手渡された。同じものが花嫁の写真の前にも置かれる。

　長老は二つの杯に、大きな真珠を落とした。

「本当はこれ、粉にして、生きたミエンに飲ませたかった」

　それまで部族語だけだった長老が、英語混じりに呟いた。顔を上げて翡翠を見る。

「真珠の粉、美人の薬。ミエン、もっと美人なれたのに」

　その口調は淡々としていた。だが、長老として儀式を滞とどこおりなく進めていた彼が初めて、死んだ孫のことを花婿に話した。

　長老の『泡』が珊瑚に聞こえる。

　喪そう失しつの悲しみはすでに彼の一部となり、大きな『声』とはなりえない。だが、珊瑚が長老へと意識を向けると、ほんの少しだけ聞き取ることが出来た。




　──娘も死んだ。孫娘も死んだ。この老いぼれだけが、生きている。




　ああ、この人は子供からも孫からも先立たれているのか。

　だが長老だから感情を表に出せない。ただ、真珠を粉にしたかった、そう呟くだけだ。

　翡翠も何か感じ取ったのか、戸惑った顔で長老を見返している。形式上の結婚だからとおろそかにせず、こちらも翡翠に花婿からの贈り物を持たせればよかった。

　ふいに、翡翠が席を立った。

　背後の樹から白い花を一つだけ手た折おる。

　彼はそれを花嫁の写真の前に置いた。

「気の利きいた贈り物とかできねーけど、これ、あんたの孫娘に」

　長老はじっと翡翠を見上げていた。

　そして涙の浮いた目で、少しだけ笑った。
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　こんにちは、嬉野君です。

「弾丸のデラシネ」一巻、お手にとって頂きありがとうございます。

　この小説は隔月刊ウィングスで連載中の漫画「熱帯デラシネ宝飾店」のスピンオフ作品となります。漫画は夏なつ目めイサク先生、原作が私、んじゃー小説ウィングスの方でも何か書いてみますか？　と編集さんにお誘い頂き、「熱帯デラシネ宝飾店」の前日のお話を連載することになりました。漫画の方では主人公の少女が危ない街でボディガード業を営いとなむ男三人に加わるところから始まりますが、時系列でその以前になります。

　舞台は香港ホンコンから南下した熱帯地方にある架空の燭しろ銀がね街がいってとこです。なぜなら私が熱帯アジア好きだから。

　生まれて初めて海外に行ったのは二十歳の時、東南アジア一人旅でした。

　必死にバイトして貯めた予算の許す範囲で一ヵ月ほど旅ができ、かつ女一人でも安全な土地、となるとやはりアジア諸国が多いんですね。中でも飛び抜けて治安の良いシンガポールをまず訪れ、外国に慣れてきたら他の国も旅するつもりでした。

　当時はネットも発達してなかったし、情報集めはガイドブックや旅行エッセイが主流。女一人旅の極意みたいな本も読み漁あさり、心配する両親を説得し、いざシンガポールへ。

　わー空港きれい！　周りは外国人だらけ！　入にゅう管かんのお姉ちゃん愛あい想そいい！　トイレまでピカピカ！　初の海外で用足し！

　と、トイレの中でまで浮かれてたらですね、バッグ盗まれました。

　トイレのドアの内側に荷物引っかけるとこあるじゃないですか。あそこに掛けてたバッグが、曲げた針金みたいなのでスーッと釣り上げられていったんですわ、私の目の前で。ビックリして声も出ませんでした。

　盗人を追いかけたくてもまだ出すもん出してるしパンツさえ上げられない。情けなくて涙が出そうでしたよ、初の外国、しかも治安が良いと噂の国に到着してまだ一時間も経たってないってのに。

　幸い、女一人旅極意本のおかげでバッグの中には二千円ほどしか入れてなかったんですが、空港内の警察には行きました。盗難証明書をもらわないと海外旅行保険が下りないってのも、極意本で学んでましたし。（現金は保証されませんが、バッグその他はＯＫ）

　そしたら若い警官二人組から「シンガポールに着いたばかり？　初の外国？　ごめんね、シンガポールは悪い人ばっかりじゃないから気を落とさないでね」って慰められました。どっちもイケメンだったから慰められ度は四倍。顔が良いって才能よね。

　でも、その後はイケメン警官たちが言ってたことは本当だって分かりました。みんな親切すぎて、「日本人？　女一人旅？　シンガポールいいとこでしょ？」と私に食べ物をドンドン与えてくるんです。ピーナッツバター味の焼き鳥とか、謎のまんじゅうとか、今や有名になったシンガポール名物、海南鶏飯ハイナンチキンライスとかまで。歩き回って疲れて、フードコートで焼きそば食べてお腹いっぱいになってウトウトし、ハッと気がつくと目の前に海南鶏飯が置いてあったんですよ。隣のテーブルのオッサン四人が笑顔で「食べな」と。

　どうも私、金が無くて水だけでテーブルに座り込んでる人に見えたらしいです。日本人旅行者だと言うと驚いてましたが、お腹いっぱいですと断ることも出来ず、サンキューシェイシェイと繰り返し、必死にチキンライス食べました。

　シンガポールの露店で値段交渉のやり方も学び、中華系店主には強気で臨のぞむ、インド系にはニヤニヤしながら食い下がる、マレー系にはやんわり丁寧に接すると値段が下がることを覚えました。こっちが日本人だと分かるとめっちゃ吹っかけてくるので、露店で買った「熊猫」って書かれた変なＴシャツにビーサン履はいて、現地のスーパーの袋ぶら下げてたらぼられないのも分かりました。

　それからタイ、マレーシア、カンボジアなど回りましたが、この現地人っぽい格好をするとぼられにくいってのはどこでも役に立ちました。さらに仏教国では仏像に手を合わせるだけで好感度アップですよ。現地の人、露出の多い格好や土足で仏教寺院に上がり込む外国人観光客に辟へき易えきしてるみたいでした。

　ただしミャンマーにはそもそもぼったくりがいませんでした。首都ヤンゴンでも道路は穴だらけ、タクシーの床にも穴が空いてて走行中にアスファルトが見えるような、あまり裕福ではない国なんですが、とにかく誰もが親切。野良犬も野良猫も瘦やせてるけど、人に追われたり意地悪された経験が全く無いので、街中いたるところでガーガー寝こけてるんですよ。人間は害の無い生き物だって信じ切ってるんですね。

　ヤンゴンでちょっと面白かったのが、炎天下を歩き回って疲れ果て、外国人向けのカフェに入った時です。割高なんだけど氷の入った安全な飲み物が提供されるんですね。

　テラス席で涼んでいると、新聞売りが何人もカフェの柵さくまわりをウロウロしてる。英語やフランス語、スペイン語に中国語の新聞をそれぞれ掲かかげてて、カフェ内には入れないけれど、テラス席の外国人客に柵越しに売るのは黙もく認にんされているようです。

　へー面白いと思ってみていると、一人、日本語の新聞を持ってる兄ちゃん発見。私と目が合うと「あ、日本人！」と気づいたようで、そーっと新聞を私の方に向けてきました。見出しが半分ぐらい見えます。

「えっ、震度５の地震？　どこどこ？」

　思わず日本語で呟くと、兄ちゃん、またそーっと新聞をずらし見出しが読めるようにする。

「関東一円で？　大丈夫？」

　ついつい新聞を食い入るように眺める私。兄ちゃん、半分に折っていた新聞を開き、一面をぐいっと示します。期待に満ちた顔。

「何だ死者怪我人なしか」

　とたんに興味を失った私が新聞から視線を外すと、兄ちゃん、愕がく然ぜんとした顔になりました。買ってくれると思ったんでしょうね。残念、君は見出しだけを見せるべきだった。

　あれから色んな国に行ったけど、最初に訪れたのが熱帯の国々だったので刷り込みされたんですかね。未いまだに南国には不思議な憧あこがれがあります。

　アンリ・ルソーってフランス人の画家がいてですね、何枚も何枚も熱帯ジャングルの絵を描いてるんです。彼は一度も熱帯を訪れたことがなくて、空想の中の熱帯を描き続けたそうです。私もルソーのように、これからも小説で書き続けると思います。

　最後になりましたが、イラストを描いて下さった夏目イサク先生、ありがとうございます！

　私はいつも、小説挿絵のキャラデザインはほぼイラストレーターさんにお任せしているのですが、デラシネはまず漫画ありきでしたので、細かく話し合って決めました。翡ひ翠すいが片目隠しキャラになったのはイサク先生のアイデアです。そこから生はえた設定もあるので、気になる方は漫画もチェック！　よろしく！　お願いします!!（つまり買って下さいお願いします）

「弾丸のデラシネ」は全四回連載の予定ですので、あともう一冊、単行本を出して頂くことになっています。そちらでもお会いできたら幸いです。








Novel　　　　嬉野 君［うれしの・きみ］




３月17日生まれ。魚座・Ｂ型。

長崎県出身。主な作品に「金星特急」「異人街シネマの料理人」、コミカライズ原作に「熱帯デラシネ宝飾店」（作画・夏目イサク）がある。趣味は酒。







Illustration　 夏目イサク［なつめ・いさく］




７月30日生まれ。獅子座・Ｏ型。

漫画家。主な作品に「熱帯デラシネ宝飾店」（原作：嬉野君）「飴色パラドックス」「花恋つらね」（すべて新書館）がある。
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